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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS







序章　透視出来る覗き魔

第一章　パノプティコン

第二章　監獄都市

第三章　プラント

第四章　幼馴染

第五章　処刑人

第六章　開眼

終章　本物




電子書籍特典　書き下ろし短編『神と天使』
















　　口絵・本文イラスト●[image: ]乃










序章　　　　透視出来る覗のぞき魔




　突然ですが、『透視能力』に目覚めれば何をしたいですか？

　真面目まじめに考えてみよう。

　世の中には色々な超能力がある。

　念力や発火能力。

　空中浮遊や瞬間移動。

　実際に使用出来るヤツがいるかどうかは別問題として、その中には『透視』もある。

　念力はサイコキネシスとよばれ、透視はクレアボイアンスとかいうイケてるネーミングで呼ばれたりもしている。

　そして、俺はある日突然、そのクレアボイアンスに覚醒……いや、開かい眼げんした。

　きっかけと言うか、兆候はあった。

　タキサイキア現象というものがある。

　突発的な危険状態に陥おちいった時、目に見える景け色しきがスローモーションになって、時間が長く感じる現象。

　交通事故にあった人間や、格闘技やスポーツ、レースの最中に起こったりするアレだ。

　縁が無ければ一生経験する事は無いが、場合によっては誰でも起こせる現象だ。

　俺の場合、何な故ぜか好きなタイミングで起こせた。

　高校に入学してからは、学生寮と校舎を往復しているだけの寂しい青春を謳おう歌かしていた。

　体質のおかげで運動は得意だが、勉強が苦手で、友達が少なくて、恋人も出来ない。

　つまりごく普通の高校生だったのに、いきなり物体を透視する能力に目覚めた。

　ある日突然異能に目覚めたりすると、妙な揉もめ事ごとや争い事に巻き込まれる前兆のような気がしたので、俺は少し考え込んだ。

　現代社会で普通に生活してたヤツが、異世界転生した瞬間に強くなる。

　それが変だと思うヤツは多いだろうけど、俺はああいう、転生してから本気出すヤツの気持ちが痛い程解わかるね。

　ほら、子供って親とか教師が尻を叩たたかないと勉強しないのに、ゲームのレベル上げは自発的にやるでしょ？

　冷静になって考えれば、頼まれもしないのに延々とレベル上げやスキルアップに励むのは苦行な筈はずなのに。

　俺が思うに、スポーツ選手や格闘家みたいなアスリートが日々、トレーニングに励めるのも、高学歴な人間が勉強に励むのも、当の本人に才能があったからじゃないかな？

　何でもかんでも才能の所せ為いにするのは良くないかもしれないし、苦手な事でも頑張る事を否定はしない。

　それでも、好きこそものの上じよう手ずなれとか言うだろ？

　いきなり異能とか魔法に目覚めるヤツがいるとすれば、そいつは、そういう才能があったという事だよ。

　それで、俺の才能が透視だった訳だけど、最初の話に戻そう。




『透視能力』に目覚めれば何をしたいですか？




　どう考えても犯罪にしか使えない。

　覗のぞき以外に使い道が思い浮かばない。

　何でよりによって目覚めた異能が透視なんだろう？

　もう少し殺傷力とか破壊力のある異能に目覚めて、必殺技の開発に勤いそしみたかった。

　あと、防御力や回復力のある異能で、身の安全を保障しときたい。

　もしくは、空を飛べるような機動力が欲しい。

　ある日突然、不思議な能力を使えるようになるなら、攻撃力、防御力、機動力のどれかは欲しくならないか？

　それなのに、使える能力は透視。

　こんな覗き見しか出来ない異能でどうしろと言うんだ。

　警察官にでもなって、ガサ入れの時に犯人が立てこもる建物の様子うかがう？

　空港で危険物や麻薬を運ぶ人間の荷物を確認する為ために見張る？

　誘拐、拉ら致ち、監禁されてる被害者とか、逃亡している犯罪者でも探す？

　戦闘力皆無の透視能力で、そんな危険と隣り合わせの生活はしたくない。

　まあ、タキサイキア現象で動く物体がスローで見えるワケだから、暴漢に襲われた程度の事態には対処出来るだろうけど、それでも危険な事に変わりない。

　考えれば考える程、タキサイキア現象も透視能力も使い道が解わからない。




　とりあえず、性能を把握した方が良いいと思った俺は、連日連夜、透視能力を使った。

　周囲にある、様々な建築物を透視したり、電化製品の中身を透視してみた。

　そんな試行錯誤には、透視能力の使い道を思いつくかもしれない、という期待があった。

　能力の使い方に慣れた俺は色々な建物を透視していった。

　それで、偶然可愛かわいい女の子が入った部屋の壁を透視しちゃったんだよ。

　結果、一瞬でバレた。

　アレは不思議だったね。

　放課後、俺は透視能力を使って周囲を観察していた時、凄すごい美少女達を発見したんだ。

　赤髪、青髪、銀髪の現実離れした髪色の美少女達が建物の中にいた。

　三人が建物の中で着替えの最中だったのは想定外だったけど、俺は三人の美少女が下着姿になると、視線を外せなくなってしまったんだ。

　要するにガン見して、その光景を脳内に永久保存した。

　ところが、その三人の中の一人、銀髪の女が俺を凝視してきた。

　おかしいよな？

　俺は壁を透視して覗のぞいているワケだから、中の女達には、外側の俺が見えるワケが無い。

　事実、赤髪と青髪の女は俺の透視に気付いていなかった。

　しかし、銀髪の女だけが俺と視線を合わせて凝視してくる。

　その時の俺は、偶然壁を見つめているだけだと高を括くくっていた。

　ところが銀髪の女は下着姿のまま更衣室を飛びだし、異様な速度で俺に向かって来た。

　銀髪の女は折り畳み式の警棒を持って、俺に殴りかかってくる。

　当然、俺は例の体質によってその動きがスローで見えるワケだから、造作も無く攻撃を避よけられる、と思ってたら、しこたまブチのめされた。

　相手の動きがスローで見える間、俺の身体からだは普通に動ける。

　だから普通の相手と喧けん嘩かした場合には絶対に負けない。

　しかし、どうやらこの銀髪の女は普通じゃなかったらしい。

　俺のタキサイキア現象は自分より速く動ける相手に対しては役に立たない。

　知ってるかい？　警棒で殴られると凄く痛いって。

　折り畳み式警棒。

　普段は柄しかなくて、一振りすると長さが三倍になるアレだ。

　見た目的には子供の玩具おもちやに見えるし、今時見なくなったが、ラジオとか車に付いてたアンテナみたいなヤツだが、侮あなどるなかれ。

　今時の折り畳み式警棒は真横から数トン以上の圧力をかけても曲がらない。

　途方もなく硬い棒は、ぶつかった時の衝撃が恐ろしく強くなる。

　どんな棒状の物体にも、普通は弾力がある為ため、殴った時に衝撃が弱くなる。

　しかし、警棒は絶対に曲がらないので衝撃が全く逃げない。

　バットや鉄パイプで殴られても痛いのに、それよりも強い衝撃になる。

　しかも、折り畳み式警棒は、柄の中に本体を収納するという特性上、握っている柄が最も重く、先端に行くほど軽くなるのでスイングスピードが恐ろしく速い。

「……不ふ埒らち者……」

　下着姿の銀髪美少女に滅めつ多た打ちにされている俺。

　傍はたからは特殊なプレイの真っ最中に見えるかもしれない。

　実際、現実離れした美少女からの、ゴミを見るかのような視線にはゾクりとしたが、この時の俺は、滅多打ちされた時の痛みが原因で失神してしまった。





　　　＊






「……こんな所で何してんの？　ヴァン君」

　自分の名前を呼ぶ女の声で、俺は意識を取り戻す。

　気が付けば、何い時つも通う学校や学生寮に通じる遊歩道でぶっ倒れていた。

　銀髪少女にフルボッコにされ、道端で倒れている俺を、女が見下ろしている。

　往来でぶっ倒れている人間に対して、何をしている？　もないと思うが、とりあえず俺は起き上がる。

「……痛いてて……」

　警棒で打たれた個か所しよが痛み、俺は顔をしかめる。

　女は俺と視線を合わせるようにしゃがみこみ、顔をまじまじと眺めてくる。

　肩の辺りまで伸びた鳶とび色いろの髪で、顔立ちはかなり整っている。

　それより、しゃがみ込んでいる所せ為いで太ふと股ももが丸見えなのが気になった。

　思わず凝視してしまったが、太股の筋肉の膨らみが生々しい。

「なんかズタボロになってるね。何かあったの？」

「……いや」

　とりあえず、セクハラ認定される前に視線を逸そらしておく。

　俺はその段階で、ようやく声をかけてきた女が誰なのか認識出来た。

　今年、一緒に高校に進学した同級生のナガトだ。

　腐れ縁だったのか、小学校も中学校も同じ幼おさな馴な染じみだが、それほど親しくはない。

　学校はクラス替えを繰り返すものだが、確か俺とナガトが同じクラスになった事は無かったような気がする。

　住んでいた場所が近所で、小中合わせて九年間も近くにいたから、それなりに相手の事を知っているが、別に仲が良いいわけでもない。

　要するに、普通の男子高校生と女子高生の関係なのだ。

　恋人にならないような男女関係なんて、この程度のものだろう。

　なんて考えながら座り込んでいると、何な故ぜかナガトは俺の制服に付いた砂すな埃ぼこりを手で払ったりしている。

　女子にボディタッチされているので俺がドギマギしていると、

「ヴァン君って道端で寝転ぶくらいロックな男子だったっけ？」

「いくらロックでも道端で寝たりしねえよ」

「あはは。そりゃそうか」

　はにかんだナガトは、俺に肩を貸して無む理り矢や理り立たせる。

　女子としては長身で、身体からだ付きもがっしりしている方だったが、異性に異常接近された俺は更に戸惑う。

「どうする？　怪け我がしてるなら病院行こうか？」

「いや、大丈夫だ。寮に帰るよ」

「ん」

　俺の返事を聞いたナガトは、俺に肩を貸したまま、学生寮に向かって歩き出す。

「ひ、一人で歩けるよ……」
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「気にしない、気にしない」

　ナガトはそう言いながら、痛みでふらつく俺を支えて学生寮までグイグイと歩く。

「……」

　我ながらダサい。

　怪け我がで動けなくなって、女子に支えられて歩くなんて。

　それにしても、俺を支えるナガトが力強い事この上ない。

　怪我でふらつき、足元がおぼつかない俺を支えてグイグイと遊歩道を歩いている。

　しかし、それ以前にナガトとはこんなに親密じゃなかったような気がするが。

　コイツってこんなに俺と馴なれ馴なれしい関係だったか？

　もしくは、怪我している相手なら、どんなヤツに対してもこうなんだろうか？

　もしそうなら、罪つくりな女子高生だ。

　ナガトは結構美人だし、スタイルも良いい。

　まあ、女子としては相当長身で、並の男子高校生にはハードルが高いだろうけど。

　男って、自分より背の高い女とは出来るだけ関わりたくないからな。

　並んだり、すれ違うだけで劣等感にのたうちまわる事になるから。

「なんか懐かしいねヴァン君。子供の頃は一緒に遊んでたし」

「は？」

　ナガトの言葉に、俺は首を傾かしげる。

「そんな頻繁に遊んでたっけ？」

「覚えてないか。なんか大きくなるほど、女子と男子って距離感が難しくなるよね。小さい頃は何も考えずに一緒にいられたのに」

「……まあ、普通は同性と友達になるからな」

「男女間に友情はないって？　つれないなあ」

　俺とナガトは、そのまま学生寮まで、雑談しながら肩を組んで歩き続けた。

　俺達が歩いている遊歩道は、進行方向から見て右側にだけ建築物が隙間なく建設され、左側には農地が広がっている。

　なんでそんな造りにしているのかは解わからないが、超巨大な農地をぐるりと囲むような形で住宅や校舎等の建築物が建ち並び、農地と建物の間を遊歩道が延々と延びているのだ。

　そうして男子の学生寮まで辿たどりつくと、

「部屋の前まで行こうか？」

「いや、大分調子が戻ってきた。もう一人で大丈夫だ」

「そっか。じゃあ私も寮に帰るね」

　そう言ったナガトは踵きびすを返す。

「あ……ナガト。ありがとうな。正直動けなかったから、助かったよ」

「良いよ。気にしないで」

　ナガトは俺に顔を向けずに手をフリ、そのまま女子寮に向かって去っていった。

　俺は自分の部屋まで戻り、制服を脱いで鏡の前に立つ。

　胸や腹、上腕のあたりが内出血で痣あざになっていた。

　銀髪の女に警棒で殴られた時の傷だ。

　やはり、あの女子に殴られて、失神したのは夢じゃないようだ。

　俺は、透視で女子の着替えを覗のぞき、それがバレてボコボコにされた。

　さて、ではどうして透視していたのがバレたのか？

　そして、どうして俺をボコボコにした後放置したのか。

　まあ、「この人覗き魔です！　透視で着替えを覗いてました！」とか言って通報しても、頭がおかしいと思われるだけだろうが。

「……」

　突如開かい眼げんした、透視能力。

　コレの使い道はよく考えた方が良さそうだ。

　とりあえず、女子の着替えだけは覗かないでおこう。








第一章　　　　パノプティコン




　美しい町だ。

　学生寮から見える町の景け色しきを見る度に、俺は同じ事を思う。

　四方を山に囲まれた自然豊かな都市。

　青々と澄み渡った空。

　眼下には緑豊かな農地。

　それを取り囲むような建築物の群れ。

　何度見ても落ち着く風景。

　それが俺の住むパノプティコンだった。

　ここでの生活は本当にシンプル。

　学生寮で寝起きし、学校で勉強をする。ソレの繰り返しだ。

　基本的に学生寮と校舎を往復するだけの生活なんだが、風景があまりにものどかなんで、拍子抜けするほどまったりしてしまう。

　朝の身支度を整え、学生寮から出て、学校の教室……一年Ａ組の教室に入った俺は、

「げ！」

　まったりした思考が一気に冷めるような気分になった。

「……」

　教室にある俺の席の隣に、銀髪の少女がいる。

　昨日、俺を警棒でフルボッコにした女だ。

　正直な話、俺はかなり動揺した。

　まず、透視で着替えを覗のぞいていた事に気付かれた理由が解わからない事。

　俺をボコボコにした後に放置した事も不可解だが、昨日の今日で、俺が通う学校の教室に現れる、というのは、もはやホラーである。

　それに、銀色の髪もそうだが、異様に整った顔立ちと白い肌色が原因で、人間離れした容姿に見える。

　美少女、と呼んで差し支えないんだが、美少女過ぎるのだ。

　人間離れ、というより、現実離れした美貌だ。

　何い時つまでも立ちつくしてはいられないので、とりあえず自分の席に座る。

「……」

　銀髪少女は、俺が席に座ってもノーリアクションのまま、黒板の方を眺めている。

　俺は周囲の様子をうかがうが、三十人程いるクラスメイトは、教室に見なれない銀髪の少女がいる事に関してノーリアクション。

　というか、コイツらは基本的に学校にいる間、何があってもリアクションをしない。

　無気力、無反応で、授業中は私語を一切しないし、休み時間や昼食の時も無言。

　まあ、いつもの事だけど。

「……なあ、ちょっと……」

　とりあえず、俺は沈黙に耐えかねたので、銀髪の少女に話しかけてみる。

「お前さ、この前俺を警棒で殴ったヤツ……だよな？」

「……それが何か？」

　銀髪少女は、俺に視線を移しながら答えてくる。

　無表情で、無愛想に、淡々と話している。

　人間離れした髪色と、異様に整った美貌が原因で、作り物みたいに見える。

　人形、ではない。

　神こう々ごうしく輝く銀髪が原因で、宝石にすら見える。

　俺は思わず気け圧おされるが、

「な、何で俺を殴ったの？」

　気になっていた事を質問してみる。

「御自分の胸に手を当てて考えてください」

「……」

　やっぱりこいつは、俺が透視能力で自分達の着替えを覗いた事に気付いて、それに対して制裁を加えたのだ。

　問題は、どうやって俺の覗きに気付いたか。

　そして、そもそも何でこの教室にいるのかだ。

「わ、悪かったよ。覗のぞいちゃったのは謝るけどさ、何で気付いたの？」

「お答えする必要はありません」

「……何でこの教室にいるの？」

「転校してきたからです」

「……席なら余ってるから、こんな近くでなくても良いいんじゃない？」

「後から座ってきたのは貴方あなたですが」

　そう言えばそうだった。

　いつも自分が座っている席に着いていたが、別に同じ席に座り続ける必要はない。

　この子も転校してきて偶然、俺の隣の席に座ったのかもしれないしな。

　自分の着替えを覗いてきた野郎の近くにいるのは不快だろうし、少し離れた席に座ろう。

　そう思った俺は、別の席に移動する。

　前列から二番目の中央部に座っていたが、少し後ろの、空いていた席に移動する。

　すると、銀髪の少女は俺の隣の席まで移動してきた。

　俺の隣の席には、あらかじめ男子生徒が座っているが、

「その席を譲ってください」

　とダイヤが頼むと、男子生徒は無言で立ちあがって席を譲る。

「何で!?」

「どうかしましたか？」

「何でついてくるの？」

「お答えする必要はありません」

　俺の隣の席に再び座った少女は、無表情に答えるだけだ。

　ワケが解わからない。コレは一体どういう事だ？

　ていうか、譲れって言われてあっさり譲るヤツもどうかしてるんじゃないか？

「あ、俺はヴァンっていうんだ」

　とりあえず、自己紹介しておく事にした。

「知ってます」

「……そっちの名前は？」

　何で俺の名前を知っていたのか大いに気になったが、相手の名前を聞いておく。

「ダイヤ」

　てっきり、「お答えする必要はありません」と言われるかと思ったが、相手も自分の名前を教えてくれた。

　宝石みたいな少女だと思っていたが、本当に宝石のような名前だった。




『え～ですから。かつて世界では格差の広がりが非常に問題視されていた訳です』

　俺達は、二人で並んで授業を受ける。

　といっても、黒板の前に教師はいない。

　世界中で感染症が流は行やった時代の名な残ごりで、授業は殆ほとんど録画映像だった。

　リモートですらないから、当然質問しても答えてくれない。

　垂れ流される映像を、ただひたすらに眺めているだけだ。

　教室にいる俺達は、誰ひとり声を発する事無く、授業映像を見つめ続ける。

『広がり続けた経済格差は止とどまるところを知らず、やがて富裕層八名の資産額が、貧困層三十六億人以上の資産額と同額になったのです』

　適当に聞き流していたが、今日の歴史の授業内容には少し驚く。

　たった八人で三十六億人以上の人間と同じ額の金を持っている。

　資本主義社会とやらでは、一％の人間が九十％以上の富を独占していたというけど。

『ここで経済において不思議な法則を一つ。タピオカという食材は、嗜し好こう品ひんとして定期的にブームを起こしておりますが、そのブームと世界的な大不況のタイミングが、何な故ぜか一致しているのです。タピオカドリンクという飲料水が日本でブームを起こした直後、必ず不況が訪れております』

　チラリと視線を移すと、ダイヤは画面を無表情に眺めているだけだ。

『一度目のブームでバブル崩壊。二度目のブームでサブプライムローン問題。そして三度目には新型コロナウイルスによる世界的流行が起きました。以降もタピオカブームと不況の因果関係が推測される事態は繰り返されており……』

「ヴァン君」

「んあ？」

　いきなり声をかけられた俺は、間の抜けた声をあげる。

　ダイヤは俺の顔を凝視し、

「タピオカとは何ですか？」

　なんて事を真顔で聞いてくる。

「ああ、なんかプニプニした黒い粒だよ。確か……キャッサバイモとかいうヤツで作ったんじゃなかったっけ？」

「キャッサバイモ？　それは猛毒が含まれるイモです。コレは集団自殺が流行っていたという話なのですか？」

「……いや、生成してる時に毒はなくなってるから」

「わざわざ毒性のあるイモを食べる理由は？」

「だからタピオカになった段階で毒は消えてるっての」

「ですから、わざわざ毒性をなくしてまで毒物を摂取する理由は？　タバコやアルコールのような毒性の強い嗜好品を好む人間特有の破滅願望ですか？」

「触感が面白いから定期的に流行ったんだよ！」

　俺は思わず声を荒らげてしまうが、ダイヤは我関せずという様子で、

「ブームの度に不況が起きているのに、何故ブームが何度も繰り返されたのです？」

「ブームに乗っかると儲もうかるから、扱う店が増えるんだよ」

「しかし、その後必ず不況が起きますから、結局その店は潰れるのでは？」

「いや、不況がはじまる前にブームが過ぎて殆ほとんど潰れるよ。流は行やり廃すたりだし」

「ヴァン君」

「何だよ？」

「人類ってアホなんですか？」

「知るか！」

　俺が答えようのない質問を淡々としてくる。

　人類がアホかどうかなんて、俺の一存で否定も肯定も出来るワケないだろ。





　　　＊






　昼食の時間。

　学食に行こうと廊下を歩く俺の背後に、ダイヤが金魚のフンのようについてくる。

「……何でついてくるの？」

「お答えする必要はありません」

　そう答えるだろうと思っていたので、俺は溜ため息いきを吐つく。

　本当は、このまま学食で昼食を済ませる予定だったけど、ダイヤが付いてくるなら、タピオカドリンクを飲ませてみよう。

　校舎を出て、近くのドリンク店を目指す俺の背後で、

「何ど処こに行く気ですか？」

　なんて事をダイヤが聞いてくるので、

「お答えする必要はねえよ」

　皮肉を込めてそう言ってやった瞬間、

「うお!?」

　俺はダイヤに背後から膝かっくんをされてこける。

「なんですかその態度は。質問に答えなさい」

「お前が言うな！」

　俺は怒鳴りながら立ち上がり、ドリンク店まで早足でかけると、タピオカドリンクを二つ注文し、片方をダイヤに渡す。

「ほら、呑のんでみろよ」

　ダイヤは俺が差し出したタピオカドリンクを凝視する。

「泥水に入ったカエルの卵ですか？」

「ミルクティーに入ったタピオカだよ！」

「これがタピオカ？　毒性のある？」

「だから毒性があるのは生成前のキャッサバイモだっての！　タピオカに毒は無い！」

　ダイヤは、タピオカドリンクの容器を凝視したまま、呑のもうとしない。

　付属のストローを動かし、容器内のタピオカをつついてる。

「どうやってこの玉を食べるのです？」

「ストローで吸うんだよ」

「詰まりませんか？」

「太いストローだから大丈夫」

「私の喉には？」

「……そこは自分で気をつければ良いいんじゃないの？　吸った後は咬かむし」

「……」

　ダイヤは、しばらく容器を眺めた後、おずおずとストローに口を付けてドリンクを吸う。

　すると目を大きく見開く。

　まあ、初めて呑んでみれば割と驚く。

　ストローで液体と一緒に固形物を吸いだす経験は中々ないだろうし。

　タピオカには味が無いけど、ドリンクは甘いから、大概の女子は好きになるだろう。

　実際、ダイヤは目を丸くしたままタピオカを咀そ嚼しやくし、満更でもなさそうな様子だった。

「旨うまいだろ？」

「そうですね」

　ダイヤはタピオカドリンクの入った容器を眺め、
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「これが、未み曽ぞ有うの不況や感染爆発を代償に呑のめる嗜し好こう品ひん……」

「別にそういうわけじゃないから……」

「今日、私達がコレを飲んだ事で災いが起きるのですね？」

「起きねえよ！」

　俺は踵きびすを返して校舎への帰路に就く。

　当然、ダイヤも付いてくるので、二人でタピオカドリンクを飲みながら校舎に向かう。

　周囲には緑豊かな農地と、白い建物が並んでいる。

　相も変わらずのうららかな陽気だった。

「ヴァン君」

　背後にいたダイヤが俺を呼びとめる。

　振り返ると、ダイヤは周辺の視界一面に広がる農地と、四方を取り囲んでいる山々を眺めている。

「ヴァン君にはこの風景がどう見えますか？」

「どうって？」

「……」

　ダイヤは無言で俺を凝視するだけだ。

「まあ、自然が綺き麗れいで良いい感じなんじゃないの？」

「綺麗な光景に見えているんですね？」

「俺にとってはな。他のヤツからしたらショボイかもしれないけど」

「そうですか」

　ダイヤはそういうと、無言で校舎に向かって歩き始める。

　俺はついて行きながら、

「何でそんな事聞くんだよ？」

「視界に映る光景はとても大事だからです」

「え？」

「喧けん嘩かが絶えなかった留置場にいた囚人達の服を、全てピンク色にしただけで平和になったという話をご存じですか？」

「い、いや、知らんけど……」

「スラム街の落書きを消し、ゴミを捨てて町を清潔にしただけでも、犯罪は減ります」

　唐突に、ダイヤは空を指さす。

「緑豊かな自然と、青々とした大空こそが、最高の……」

「……最高の……何だよ？」

「お答えする必要はありません」

「はあ？」

「人間は愚かです。見るな見るなと言われれば余計に見ようとする」

　ダイヤの言葉に、俺は首を傾かしげる。

「忠告したい事はありますが、愚かな貴方あなたはそれに従わないでしょう。ですから余計な物は何も見るなとは言いません」

「言ってるだろ！」

　まだ俺が覗のぞき見みした事を怒っているらしい。

　何を考えているか解わからない少女だけど、会話が成立しない相手ではなさそうだった。





　　　＊






　昼食後には学生による校内清掃が行われる。

　俺達は掃除用具を手に取り、校内を掃除し始める。

　俺は普通にモップを手に持ち、廊下を磨いていた。

　ダイヤは、

「何で私がこんな事……」

　とムスッとしながら、一緒にモップがけをしていた。

「文句言うなよ。学生ってのは学校を一日一回掃除するだろ？」

「そんな話聞いた事も……」

「え？」

「いえ、何でもありません」

　俺とダイヤは雑談をしながら、校内の廊下をモップがけしていく。

「ダイヤ、あそこの手洗い場でモップを洗おう」

「どうやって？」

「手でモップの先を洗うんだよ」

「……素す手でで汚れたモップを洗う……？」

　何な故ぜかダイヤは俺の発言に絶句しているが、俺はトイレの前にある手洗い場に向かう。

「……？」

　その時、俺の第六感が何かを訴える。

　何の根拠もないが、嫌な予感がして、首筋の毛が逆立つ。

　こういう時は、タキサイキア現象を起こした方が良いいと経験上知っていたので、俺は意図的に周囲をスローで観察する。

　すると、トイレと手洗場付近で露出している下水管から水が噴き出す光景が見えた。

　俺は嫌々手洗い場に近付いてるダイヤの肩を掴つかみ、

「ストップ」

「え？」

　二人で下水管から離れた。

　瞬間、濁った水が下水管から勢いよく吹き出し、廊下を派手に濡ぬらした。

　後ちょっとで俺達は二人共ずぶ濡れだった訳だが、それより掃除していた廊下が汚れるのが腹が立つ。

　幸い、水漏れはすぐに収まったが、俺は下水管を凝視して考え込む。

「あの……どうして事前に水漏れが起きると気付いたのですか？」

「時々漏れるんだよここ」

「修理が必要という事ですか？」

「いや、なんか掃除の時に限って水が……」

　ダイヤに返事しながら、俺は透視能力を使って下水管や周囲の壁、天井を見つめる。

　二階、三階で掃除している生徒達の様子が見えたが、その段階で俺は原因が解わかった。




「あのさあ、いつもいつも迷惑なんですけど？」

　俺は上層階にいる二年生、三年生に向かって抗議の声を上げた。

　水漏れの原因は、教室を掃除している時に使用しているバケツの水を、二階、三階の手洗い場で流してしまう事だ。

　普通にトイレの後に手を洗う程度の水量では水漏れは起きないが、掃除の時間、上層階にいる連中が揃そろいも揃ってバケツの水を大量に流したりすれば、下水管の許容量を超えてしまい、下層階の下水管から水が漏れる、という事らしい。

　面めん倒どうだろうが、掃除中に使用したバケツの水は、二階や三階の手洗い場を使用せず、一回にまで下りて捨ててもらうしかない。

　俺は二階と三階にいる先輩達に説明して回る。

　先輩達は無表情で俺の説明を受けていたが、一応は頷うなずいてくれた。

　その後、俺は水浸しになった手洗い場付近をモップや雑巾で清掃する事にした。

「……」

　ダイヤは俺の様子を観察しながら、ずっと怪け訝げんそうにしているだけだった。





　　　＊






　放課後。俺は校舎を出てバイト先に向かっていた。

「何ど処こに行くんですか？」

　当然のようについてくるダイヤが、背後から質問してくる。

「弁当屋。バイトだよ」

「ヴァン君ってバイトしてたんですか？」

「まあな。将来の為ためにはバイトの経験もあった方が良いいだろ？」

「ヴァン君に将来があるんですか？」

「大概の人間にはあるだろ!?」

　思わず振り返りながら怒鳴った俺を見て、ダイヤは淡々と呟つぶやく。

「そうですね。あればいいですね」

「何だよそれ!?　不吉な事言うなよ！」

　コレはアレか？　いずれお前を殺すという意思表示か？

　お前に未来なんか無いとか言いたいのか？

　何で一回覗のぞき見みしただけでここまで言われなきゃならないんだよ。

　まあ、俺が悪いんだけどさ。

　俺は気を取り直してバイト先の弁当屋に向かって歩き始める。

「なあ、もう理由は聞かないけどさあ、バイト先にもついてくんの？」

「お答えする必要はありません」

「それは良いいけどさあ、友達に説明しにくいんだよ」

「え？　ヴァン君って友達いるんですか？」

「何で意外そうなの!?　失礼だろ！」

「どうしましょう……ヴァン君の友達なら私も挨拶しておいた方が良いですかね？」

「何でそうなる……お前は俺の母親か？」

「え？　違いますけど……大丈夫ですか？」

「わかっとるわ！　モノのたとえだ！」




「……」

　バイト先の弁当屋で、俺は無言で作業に没頭する。

　ベルトコンベアの上を流れる食材を容器に詰めるだけの単純作業を、ただひたすら繰り返す。

　バイト歴も長くなってきたから、手なれたものだった。

「ヴァン」

　隣で同じ作業を繰り返していた男が、俺に声をかけてくる。

　赤茶色の髪を長く伸ばし、一ひと括くくりにしていた長身の男。

　バイトに来た俺に仕事を教えてくれた友人のアッシュだった。

　俺より二歳年上の十八歳だが、敬語で話しかけると気き色しよく悪がられたんでタメ口になった。

　俺もアッシュも、飛ひ沫まつが飛ばないようにマスク姿だ。

「あの女は誰だ？」

　アッシュは俺の背後にいるダイヤを指さす。

　俺達がいる場所では、十数人の職員が無言でベルトコンベアの上を流れる食材を容器に詰めたり、食品を調理したり、蓋を閉じて包装したりを黙々とこなしている。

　一体何人分の弁当を作ってるのか疑問に思う程、大量の弁当を黙々と作っている。

　その中で、ダイヤだけが作業に参加せず、パイプ椅子に座り、無言で俺を見ている。

「なんかよく解わからないけどつきまとわれてる」

「ストーカーか？」

「違うと思う。よく解らないけど」

　俺とアッシュは、作業を続けながらボソボソと会話する。

「名前はダイヤらしいけど」

「ダイヤ……だと？」

　突然、アッシュは硬直する。

　作業の手も止まるので、俺が慌ててフォローする。

「ど、どうしたんだよ？　知ってるヤツなの？」

「い、いや、知らんが、宝石の名前だからな……」

　アッシュは作業に戻りながら、

「で？　何をやらかしたんだ？」

　なんて事をいう。

　何かを察したっぽいけど、説明出来ないよな。

　透視で着替えを覗のぞいたら相手にバレて目を付けられたとか。

「何かやらかしたから目を付けられた。そうなんだろ？」

「いや、別に身に覚えは無いけど……」

「……」

　アッシュはしばらく無言になるが。

「正直に吐け！」

「ギブギブギブ！」

　俺はアッシュに関節を極きめられ、悲鳴を上げる事になった。




「透視で着替えを覗いた……だと？」

　トイレに入ってダイヤをまいた俺は、アッシュに事情を説明した。

「お前バカだろ？」

　アッシュはあっさりとそんな事を言う。

「え？　そういうリアクション？　俺が透視出来る事に疑問は感じないの？」

「超能力者がいてもおかしくはないだろ」

「え～。驚けよ～。俺って透視出来るんだぜ？　超能力者だぜ？」

「そんな事はどうでも良いい。お前の場合、厄介な連中に目を付けられた方が問題だ」

　アッシュは何やら深刻な様子で腕を組み、考え込んでいる。

「なんだよ。厄介な連中って。アッシュはダイヤが何者なのか知ってるの？」

「いや……しかし、お前が透視能力を持つと理解した上で接近してきた、という事は、何か思惑があるんだろう」

「そうかもね」

「……お前、危機感を覚えてないな？」

「良く解わからないからさあ、あれこれ考えても意味無いだろ？」

「本当にバカなんだなお前は……」

　呆あきれ顔がおで溜ため息いきを吐ついたアッシュは、俺の肩に手を乗せる。

「良いいかヴァン。もう透視は使うな」

「え？　何で？」

「この世には隠しごとをしたい連中が山ほどいて、見られたら困る事をしているヤツも大勢いる。そんな連中にとって、お前は目ざわり極まりない」

「目ざわりとか言うなよ……」

「無用なトラブルに巻き込まれたくなかったら、大人おとなしく、普通に過ごせ。透視能力なんぞ、お前には不必要だ」

　アッシュは何やら真剣に訴えかけてくる。

　その様子を見れば、本気で俺の身を案じている事が伝わってくる。

「……何をニヤニヤしている？」

「いや～。友達に心配されると照れるから」

「真面目まじめに聞け！」

　俺は脳天をアッシュにチョップされる。

　コイツは長身で身体からだつきも立派だけど、全然痛くない。

　本当に優しいヤツだね。

　しかし、俺に透視能力があると発覚してノーリアクションなのはどうなんだろ？




　バイトを終えた俺とアッシュは、夕食用の弁当を購入し、休憩室で食べていた。

　もはや当たり前のようにダイヤが隣で同じ弁当を食べてるけど。

「……」

　学校。学生寮。弁当屋。

　俺の生活サイクルはこの三つだけでできている。

　学校で授業を聞いて、弁当屋でバイトして、学生寮で寝る。

　ただひたすら、それの繰り返しだが、これでも以前よりはマシだ。

　少し前までバイトもせず、校舎と学生寮を往復しているだけだったんだから。

　俺の生活は、見事に同じ空間を往復しているだけで完結している。

　町は広く、国はもっと広く、世界は途方もなく広い。

　星は大きく、夜空の向こうには無限の大宇宙が広がっている。

　しかし、俺の世界は凄すごく小さい。

　同じ場所で、同じ事を、ただひたすらに繰り返している。

　文句はない。

　自由はあるし、不自由はない。

　友達だっているし、授業も仕事も嫌いじゃない。

　バイト代で私物も買えるし、欲しいが手に入らないものなんて無い。

　何の文句もない……何の文句もないが、

「俺って一生こうなのかなあ……」

　なんて事を思う。

「何の話だ？」

　テーブルを挟んで同じ弁当を食べていたアッシュが俺に視線を向ける。

「いや、なんて言うかさあ、別に不満は無いんだけど、俺の人生って変化に乏しいんだよ。毎日毎日、同じ事繰り返して、それが一生続くと思うと……」

「退屈か」

　アッシュは真剣な様子で頷うなずくが、

「人間はそんな程度の存在でしょ」

　隣で弁当を食べていたダイヤは無表情に呟つぶやくだけだ。

「お前は変化の乏しい日常を退屈に感じているようだが、具体的にどんな変化が起きれば良いいと思ってるんだ？」

「そうだなあ、突然異能に目覚めて戦いが始まるとか」

「目覚めたでしょ。女子更衣室を覗のぞける異能に」

「可愛かわいい女の子と出会ってイチャイチャするとか」

「出会ったでしょ。私に」

「うるせえな！　お前は俺の事好きになってイチャイチャする予定あるの!?」

「ないです」

　余計な茶々を入れるダイヤに対して、俺はキレ気味に叫ぶがダイヤは表情を変えない。

　向かい合う形で座っていたアッシュも呆あきれ気ぎ味みに、

「戦いか……」

　そう呟いて、少しだけ悲しげな表情になる。

「相手が自分より強ければ殺される。相手が弱くても暴行罪や殺人罪で捕まる。そんな事が日常茶飯事の生活がお望みか？」

「別にそういう訳じゃないけど……」

「お前の言う退屈が、世間一般の幸福なんだがな」

「解わかった、解ったよアッシュ」

　何かマジになってるアッシュに引いた俺は、

「戦いなんか俺も御免だよ」

　自分の話を打ち切る事にする。

　しかし辛つらい。変化の無い日常は何な故ぜか辛い。

　現実ってヤツは、ここまで退屈なものなのか？





　　　＊






　結局、転校してきたダイヤは四し六ろく時じ中ちゆう俺に付つき纏まとってきた。

　授業中も、バイト中も、休み時間も常に俺と一緒だ。

　ダイヤはトンデモ無く美人だったし、俺も満更でも無い気分になりかけたんだけど、当の本人が異様に無表情で、ちっとも楽しそうじゃないのがネックだった。

　何か、嫌々俺と行動を共にしているように見えるから、こっちも全然楽しくない。

　一緒にいる理由を聞いても「お答えする必要はありません」だし。

「……ま、いいや」

　俺はダイヤの事は忘れて、プライベートを楽しむ事にした。

　今日は日曜日で学校は休みだし、バイトもシフト表に入ってないから、一日中自由だ。

　久しぶりに図書館にでも行こうと学生寮を出て、遊歩道を歩いていると、

「……」

　ムッとした表情のダイヤが現れて、俺を睨にらんでくる。

　いつもは無表情なのに、今日は何な故ぜか、明らかに不機嫌になっていた。

「な、なんだよ？　どうかした？」

「別に」

　そう言いながら、俺の背後を付いてくる。

「……何ど処こに行くんですか？」

　ダイヤは不機嫌そうに呟つぶやいている。

「ん？　図書館だけど？」

「……」

　俺が答えると、ダイヤは更に不機嫌そうになる。

「何なんだよ？　俺が図書館に行くのが悪いわけ？」

「別に。ただ、休みの日くらい大人おとなしくすれば良いいと思っただけです」

「一日中部屋に閉じ籠れってか？」

「それが休みでしょ？」

「暇になるだろ。退屈なんだよ。本でも読もうって思っただけだ」

「退屈……暇……」

　ダイヤは呟き、溜ため息いきを吐つく。

　何なんだコイツは。

　暇つぶしに読書しようって思っただけで呆あきれられるとは思わなかったな。




　ダイヤは不機嫌そうだったが、俺は図書館に入るとテンションが上がる。

　俺が定期的に通ってる図書館は蔵書数が異常に豊富で建物も広い。

　本の種類も豊富だし、何より漫画だってある。

　本の貸し出しは手続きが面めん倒どうだから滅めつ多たにしないが、図書館の中なら読み放題だ。

　にも拘かかわらず、利用客は俺とダイヤの二人だけ。

　何い時つも通う時も思ったが、図書館は基本的に閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

　俺以外の人間が、図書館を利用している姿は滅めつ多たに見かけなかった。

　何でこんな面白い場所を誰も利用しないんだろ？

　暇は潰せるし、勉強にもなるのに。

　なんて言っても、俺の体質であるタキサイキア現象という言葉も、透視能力がクレアボイアンスという名前なのも、この図書館で読書して知った事だ。

　俺は愛読書である『三さん国ごく志し』を数冊手に取り、図書館内にある席に座って読書を開始する。

　もう何周もしたけど、コレだけは定期的に読みたくなるのだ。

「何読んでるんですか？」

　俺と向かい合うように座っているダイヤが、心底つまらなそうに質問してくる。

「三国志だよ」

「タイトルではなく内容を聞いているんです」

「三国志の内容なんか一言で説明出来ないだろ……」

　俺達は段々声が大きくなってきた。

　図書館で騒ぐのは不ま味ずいが、誰もいないし別に良いいだろ。

「簡潔に説明してくれれば結構です」

「簡潔に説明って言われてもなあ」

　俺は開いていた三国志を閉じて、腕を組みながらダイヤを見つめる。

「中国の歴史なんだけど、魏ぎ、呉ご、蜀しよくの三つの国が同時期に建国されて、覇権を賭ける訳だ。その三つの国を建国したヤツが……」

「最終的に勝利したのは何ど処こですか？」

「言えるか！」

　俺は思わず怒鳴った。

　三国志で何処の国が勝ったのか、なんて話だけは絶対に言えない。

　三つとも滅びて晋しんが建国された、なんて話は、読んだヤツだけが知れば良い。

「結末だけ教えていただければ結構です」

「結末だけだとバカみたいな話になるんだよ！　過程が大事なの！」

「は？」

「は？　じゃねえよ！　結末だけが大事なら、人間何い時つか死ぬんだから、人生は全部無意味になるだろ！」

「そう言えばそうですね。人間って何時か必ず死ぬのに何の為ために生きているんですか？」

「そんな哲学的な話を俺に振るな！」

　最終的に死ぬなら生きていても無意味、なんて極論過ぎる。

　人生は結末では無く過程にこそ意味がある筈はずだ。多分。

　結末、結果だけが重要なら、人間の人生は全て無意味と言う事になるし。

「少しでも興味あるなら読んでみれば？　漫画版もあるし」

「……その漫画って全部で何ページあるんですか？」

「一万二千ぐらい」

「……」

　おお……無表情のままだけどイラついてるのが解わかるぞ。

　ただ、その分量の本を簡潔に説明するのが不可能なのも解っただろうけど。

「気が向いた時にでも読んでみれば？　読みもせずに内容を知ろうとしないで」

「そうですね」

　ダイヤはそう答えた途端、目を閉じて黙りこんでしまった。





　　　＊






　翌日の月曜日。登校すると、何い時つも通り俺の隣の席にダイヤがいた。

　しかし、

「顔色悪いな、どうかした？」

「……」

　ダイヤは目の下に大きなクマを作り、異様に顔色が悪くなっている。

「読みましたよ」

「何を？」

「三さん国ごく志し全巻」

「全巻!?　一日で!?」

「貴方あなたが読めと言ったんでしょ？」

「いや、一日で全部読めとは言ってないだろ！」

　思わず声が裏返った。

「ま、まあいいや。そこまで夢中で読んだって事は面白かったんだな？」

　俺はとりあえず自分の席に座りながらダイヤに話しかける。

　そのまま三国志談義に花を咲かせようとしたが、

「面白くはなかったです」

「面白くないのに全部読んだのか!?　逆に凄すごいなお前！」

「貴方が読めと言ったんでしょ」

　ダイヤは想定外の事を口にする。

　もうコイツには不用意な事は言わない方が良いいな。

　まさか「読んでみれば」の一言で全巻読破するまで読み続けるとは思わなかった。

　素直なんだろうけど、ここまで来ると怖い。

「本当に面白くなかった？」

「最終的に主要人物が全員死亡しました。それの何が面白いんですか？」

「いや、歴史ってそういうものだから……長い目で見れば誰の人生も歴史の一部でしかないから、それをつまらないって言いだすと、何も面白くないだろ？」
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「結末ではなく、過程にこそ価値がある……ですか？　私には解わかりません」

　ダイヤはそう言うと俯うつむき加減になる。

　しかし、本当に顔色が悪いな。

「保健室で寝てくれば？」

「結構です」

「あっそう」

　俺は席を立った。

　するとダイヤが怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

「何ど処こに行くんですか？　授業が始まりますが？」

「サボる。保健室で寝る」

「……」

　俺がそう言い、本当に教室から出ると、ダイヤも付いてきた。

　やっぱり、コイツは何らかの理由で俺から離れられないんだ。

　アッシュの言う通り、監視してるって事か？

「……」

「うお！」

　考え込みながら廊下を歩いていると、ダイヤが倒れそうになった。

　それこそ、いきなり棒が倒れるようにバタリと。

　その動きがスローで見えるから、俺はダイヤが倒れる前に抱える事が出来たが。

　コイツ、こんな状態で授業受けるつもりだったのか？

　徹夜で読書した所せ為い、というより、ここ数日の間、ロクに休んで無い所為かもしれない。

　何のためにこんな状態になるまで俺の監視してるんだろ？

　俺は抱きとめたダイヤを保健室に運ぶために身体からだを抱えた。

　いわゆるお姫様抱っこで。

「……」

　ダイヤの身体は細く、抱えても軽い。

　しかし、触れた身体の感触は程良く柔らかいし、掴つかんでいる足の肌触りが異様に良いい。

　女子の身体ってこんなに抱だき心地ごこちと触り心地良いワケ？

　あんまり長時間触ってるとヤバいからさっさと運んだ方が良さそうだ。




　とりあえず、俺はダイヤを抱えて保健室に連れて行き、ベッドに寝かせた。

　ダイヤはスヤスヤと眠っている。

　寝顔を見る分には、普通に可愛かわいい美少女だ。

　顔立ち、身体つき、肌ツヤ、髪質の全てが現実離れして整っている。

　普通、ここまで整った造形だと、人形やマネキン、もしくはＣＧで作られたキャラクターのように見える。

　そういう作り物は、『不気味の谷』を超えて気き色しよく悪くなる。

　アニメ、ゲームのキャラクターをリアルに造形し過ぎると気持ち悪く感じるアレだ。

　しかし、コイツの場合は作り物めいた美しさと、生身の人間味を同居させている。

　造形美……生きた人間にそう思うのは変だが、この容貌は奇跡的なバランスで保たれる程のものだ。

「……」

　俺はダイヤから視線をそらした。

　本当に、何を考えているのかよく解わからない。

　一緒にいて不可解な点が多すぎる。

　いきなり転校してきた事も変だし、俺の透視を見破った事も不思議だ。

　ダイヤは何らかの方法で俺の透視を見破り、それに対する制裁や警告の為ため、俺に接触してきたという事か？

　そんな事をして一体何になるのか？

　まあ、「この人覗のぞき魔です。透視して私達の着替えを覗いていました」なんて周囲に教えても、頭がおかしいと思われるのがオチだろうけど。

「……透視……か」

　俺は天井を眺める。

　いきなり使えるようになった能力だけど、コレに一体何の意味があるんだろう。

　俺はコレを悪用してしまい、それがバレてボコボコにされたわけだけど、悪用ではなく、有効活用するにはどうすれば良いいんだろう。

　なんて考えながら、俺は透視を使って校舎の壁や天井を透かして見る。

　学校にいる学生の姿がチラホラ見える。

　誰も彼も、揃そろいも揃って私語を慎み、真面目まじめに授業に励んでいる。

　結構な話だけど、相変わらず機械みたいな連中だな。

「……ん？」

　透視してみてわかったけど、三階にいる学生が廊下でたむろしてるぞ？

　教室にも入らず、全員が廊下にいる。




　気になった俺は保健室から出て三階に行ってみた。

「こんな所で何してるんですか？」

　一応、上級生なので敬語でたむろしている学生に声をかける。

　一番近くにいた学生は俺を一いち瞥べつすると、

「教室の扉が開かないんだ」

　なんて事を言う。

「は？」

　俺は首を傾かしげながら、三年の教室の扉に手をかけてみる。

　確かに、鍵が掛っているのか開かない。

「ええ……」

　要するに、教室に鍵が掛って入れない。

　だから廊下に立っているらしい。

　それも三年生が揃いも揃って。

　誰も職員室に鍵を取りに行こうともせずに、ただひたすら廊下で突っ立っているだけ。

　自分以外の誰かが鍵を開けるのを待ってるのか？　全員が？

　大丈夫かコイツら。

　自発的な行動力が欠如し過ぎじゃないのか？

　こういう時は鍵を取りに行けば良いだけだろ。

　とりあえず、俺は三年生達を放置して職員室に向かった。

　職員室は無人だったが、教室の鍵がある筈はず。

「んん……？」

　各教室の鍵を保管してあるボードを見つけたが、鍵が無いぞ？

　一年と二年の鍵は最初に登校した生徒が手にとって開けたという事だろうけど、三年の鍵もない。

　教室の鍵は最初に入る生徒が職員室から取る。

　つまり、職員室に無い場合は生徒の誰かが持っているという事。

　しかし、三年生は誰も鍵を持っていない。

　鍵を誰かが紛失していないとすれば……と考えた俺は面めん倒どうだったがもう一度三階に戻る。

　相変わらず、三年生は全員が廊下でたむろしている。

「……」

　本当はいろんな意味でアウトなんだけど、透視能力で三年生全員の服を透視してみた。

　レントゲン写真と同じようにしか見えないけど、一歩間違うと全裸に見えるからな。

「お」

　予想通り、ある男子生徒のポケットの中に、教室の鍵らしきものがあったぞ。

　俺はその男子生徒に近付く。

「アンタさ、昨日一番最後に教室を出た？」

「ああ」

「念の為ためにポケットの中を確認してみれば？」

「……鍵があった」

　その男子生徒は、無表情で教室の鍵をポケットから取り出し、扉の鍵を開ける。

　教室の扉が開くと、廊下でたむろしていた生徒は続々と教室に入る。

　別にどうでも良いいけど、うっかり鍵をポケットに入れっぱなしにしていた生徒に対する非難もないし、職員室に鍵を探しにいった俺に対する礼もない。




　保健室に戻って見ると、ダイヤはベッドの上で眠ったままだった。

　様子を窺うかがう為に近付くと、

「はっ！」

「うお!?」

　ガバリと跳ね起きたダイヤが折り畳み式警棒を取り出して俺を威嚇する。

　俺の足音で起きたんだろうけど、コイツは忍者かスパイなのか。

「……ここは何ど処こですか？」

「保健室だよ。お前廊下で倒れたんだよ」

　俺はベッドのわきにあるパイプ椅子に座りながら説明する。

「もうちょっと寝てれば？　俺もここでサボる予定だし」

「……」

　ダイヤは折り畳み式警棒の先端をこんこんと叩たたいて元の長さに戻す。

　すげえなコイツ。

　折り畳み式警棒で一番頑丈なタイプは摩擦力で棒をロックするタイプだけど、そのタイプは一度伸ばすと中々元の長さに戻せないという欠点がある。

　こういう警棒を元の長さに戻す場合、硬い床や地面に先端を叩きつけたり、金かな槌づちで先端を叩いたりする必要がある。

　しかし、コイツは素す手ででその頑丈な警棒の長さを元に戻してしまった。

　ダイヤはベッドで横になりながら、俺を見つめる。

「貴方あなたが私をここに運んだのですか？」

「まあな」

「そして寝ている私に不ふ埒らちな事をしたのですか？」

「してない」

「私に不埒な事はしたくないのですか？」

「したくない」

「私の着替えを覗のぞいたのに？」

　コイツもしつこいね。どう言えば満足するんだか。

「不埒な事をしたくなったよ。でも我慢して触らないようにしました」

　俺はヤケクソになって適当に返事しておいた。

「何の為ために我慢するんですか？」

「人の嫌がる事はしたくないんでね」

「覗き見してたのに？」

「アレはワザとじゃないの。周りを観察してたらお前らが着替えてたんだよ」

「……」

　その時、ダイヤは俺を凝視し始める。

「何の為に周囲の様子を観察していたのですか？」

「別に理由は無いけど」

「余計なものは見ていないんですね？」

「余計な物って何だよ？」

「……」

　ダイヤは答えない。

　余計な物なんか俺は見てない、というか、何が余計な物なのかも解わからないが。

　外で透視能力を使って、見てはいけないものって何だよ。

「……外……？」

　俺は町の外なんか見てない。見ようと思った事もない。

　何ど処こまでも広がる青空は天井。四方を取り囲む山々は城壁。

　この風景は、住む者全てを残さず外に逃がさないという国家権力の意志。

　何も考えず、何も疑問を持たず、全てに目を逸そらして現実を忘れろ。

　お前達に人権は無い。

「……」

　誰かに、そう言われた事があるような気がする。

　外に出るな。絶対に外に出るな。

　この都市の外にお前達の居場所は無い。

「……！」

　眼球が痛む。

　思わず瞼まぶたは閉じたが、それを透視して周囲を見つめる。

　目を閉じているのに、勝手に透視能力が発動している。

「……!?」

　透視能力は、制御出来なければ見えなくもできない。

　瞼だって透視するんだから。

　俺は思わず両手で視界を覆うが、透視能力が解除されない。

　何もかも透視してしまい、全てが透けて見える。

「え？」

　というか、視力も上がっていないか？

　壁を透過するだけじゃなくて、遠い場所まで見えるようになっているぞ。

　透視だけじゃない。千里眼も使えるようだ。

「……町の……外……」

　何もかも透視している所せ為いで、床や壁が何ど処こにあるのかも解わからない。

　見えすぎて、逆に何も見えなくなっている。

　千里眼を使用して遠くにある山々を見つめてみる。

　そこには、自然豊かな山の木々が……なかった。

　四方には、山なんかなかった。

「……壁……」

　町の四方は、全て壁で覆われている。

　それだけじゃない。

　壁は頭上まで覆っている。

　空なんか見えない。

　四方も頭上も、何もかも壁で覆われて、町の外なんか何も見えない。

「何で……壁が……」

「壁を見たんですか？」

「……!?」

　いつの間にか、ダイヤが背後に立って、俺を無表情に見ている。

「見たんですね？　壁を」

　俺はダイヤの口調に悪寒を感じた。

「だから人間は愚かだというんです。見るな見るなと言われると余計に見ようとする。何も見ないで何も気付かないのが一番楽なのに」

「あ、あの壁は何だ？　何で都市を完全に覆い尽くしてるんだよ？」

「……」

　ダイヤは答えない。ただ無表情に俺を見つめている。

「お前は知ってるのか？　あの壁が何なのか？」

「知ってるも何も、壁は壁でしかありません」

「そうじゃない！　都市全域を覆い尽くす壁なんか普通じゃないだろ！」

「そうですね。ここではそれが普通ですが」

「これじゃまるで……」

「まるで？」

　四方を完全に覆う壁。密閉された空間。

　それにパノプティコンという都市の名前。

「……！」

　どうして今まで気付かなかった！

　図書館で読んだ事がある。パノプティコンってのは……、

「監獄みたいじゃないか……！」

　俺がそう言った瞬間、

「みたい、ではありません」

　ダイヤは肩をすくめて言う。

「ここは監獄。貴方あなたは囚人で、私は看守です」

　俺という囚人を監視していた冷徹な看守が、警棒を手に持ち佇たたずんでいた。
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第二章　　　　監獄都市




「これから貴方あなたの質問に全て答えてあげます」

　学生寮の中の一室。

　俺の部屋の中で、ダイヤが淡々と言う。

「ただし、私との会話内容は他言無用です。約束を破った場合、貴方の身の安全を保障出来なくなります。良いいですね？」

「あ、ああ」

　とりあえず、ダイヤが俺の質問、疑念に答える気になってくれたようだ。

　俺は少しの間黙り、頭を冷やしてから質問する。

「……俺達は何でこの都市に閉じ込められてるんだ？」

「だから、貴方は囚人で私は看守ですから、監獄にいるのは当たり前でしょ？」

「それは解わかってるよ……そうじゃなくて、何で俺は囚人になったんだよ？」

「犯罪者だからです」

「はあ？」

　ダイヤは淡々と、身に覚えの無い話を続ける。

「俺が一体何をしたって言うんだよ？」

「それは知りません。ただ、貴方は何らかの違法行為、犯罪に手を染め、この都市に収監されたのです」

「……身に覚えが無い……俺が犯罪を……」

　何か言いかけて、俺は言葉に詰まる。

　あれ？　そう言えば、俺の親は何ど処こにいるんだ？

　俺は今、全寮制の高校に通いながらバイトをしている。

　しかし、それ以前、中学生や小学生だった頃や、それよりもっと幼かった頃。

　親と一緒に暮らしていた筈はずの期間、俺は何処で何をしていた？

「……！」

　無い。家族と一緒に過ごした記憶が一切無い。

　俺は、どうして過去の記憶が欠落している事態を重く受け止めていなかったんだ？

　記憶をなくし、教室で授業を受けて、バイトをし続ける生活に疑問を持っていなかったが、今になって考えると変だ。

　俺が通う学校の生徒は、あまりにも無気力すぎる。

　バイトで作っていた弁当も数が膨大だ。

「ちょっと待ってくれ……！　俺にはこの都市に来る前の記憶が無いぞ？」

「監獄都市に住む囚人は、収監されたその日に記憶を消され、それに対する疑念、思考が出来ないように操作されています。そして、自分が囚人であり、ここが監獄であるという認識を持たず、一般人として生活しているのです」

「記憶を消す……？」

　気分が悪くなってきた。

　自分の無くなった記憶や、別の場所にいるであろう家族の事が気に掛かる。

　しかし、今はダイヤの話に集中しなければ。

「何の為ためにこんな事を？　こんな大きい都市を丸ごと壁で覆って……」

「……」

「囚人を記憶喪失にしたり……何なんだここは？」

「……」

　ダイヤは無表情のまま、しばらく俺を眺めていたが、諦めたように口を開く。

「普通の囚人はこの都市の生活に何の疑念も抱かない筈はずなんです……。まあ、暇つぶしに図書館で読書していた段階で解わかっていましたが」

「は？」

「図書館の利用率が低かったでしょ？　そもそも囚人は退屈とか暇とか考えたりしないんですよ」

　確かに、俺は自分以外の囚人が図書館で本を読んでいる所を殆ほとんど見た事がない。

　しかし、やる事がない時に漫画や小説を読もうとするのは普通じゃないのか？

「そこまで違和感を覚えているのでしたら、もう手遅れですかね」

「何の話だ？」

「隠し事や誤ご魔ま化かしが通用しないという事ですよ。放っておけば貴方あなたは都市の全容を把握しようとするでしょ？　それが他の看守に知られても面めん倒どうですしね……」

「俺の記憶を消したのは一体何の為だ？」

「脱獄の意欲を消す為ですよ。どんな鉄壁の監獄を作るよりも、当の囚人に脱獄の意志が無くなる方が合理的です」

　これが合理的な方法か？

　こんな、俺が千里眼で見回しても全容が掴つかめない巨大な都市を、まるまる覆う程のドーム状の建築物を建てて、しかも青空や山々で取り囲まれているように偽装する。

「記憶なんか消さなくても、こんな都市から脱獄なんか出来ないだろ？」

「普通の囚人ならそうです。ですが、貴方達は普通ではありません」

「どういう意味だよ」

　瞬間、ダイヤは俺の眼前に人差し指を突きつける。

「……うわ！」

　眼球に指が刺さりそうな勢いだったので、俺は変な声を出してしまった。

　その拍子に、透視能力が勝手に発動する。

「異能を使えるでしょ？　貴方の場合、透視能力が」

「……え？　じゃあ、俺以外の囚人も……」

「全員が異能者です」

「全員……」

　信じがたいが、俺自身、透視という異能を使える。

　俺以外に、異能者が一人もいない方が不自然なのかもしれない。

　しかし、それにしても都市の住民全員が異能を扱えるとは思わなかった。

　全員という事は、当然、アッシュやナガトも使えるという事。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だが、徐々に全容がつかめてきたぞ。

　俺の透視はともかく、異能というからには破壊力、殺傷力のあるものもあるだろう。

　場合によっては、飛行能力やテレポートのような能力もあるかもしれない。

　そんな連中を閉じ込めておく監獄を作るのは至難の業だろう。

　だったら、異能者に異能を使える事そのものを忘れさせてしまえば良いい。

「記憶を失ってしまえば、異能の使い方すら忘れますから。多種多様な能力を持つ異能犯罪者を相手にした場合は仕方が無いかと」

「……？　俺は透視能力の使い方を思い出したけど……」

「そういう囚人も時々います。そもそも、記憶の消去が困難な異能者もいますしね」

「個人差があるのか？　そもそも囚人の記憶ってどうやって消すんだよ？」

「ナノマシンですよ。ナノサイズの機械を体内に入れて、脳の記憶を改かい竄ざんしました」

「うげ！」

　なんかヤバそうな方法だな。副作用とかあったらどうしてくれるんだ。

「記憶を消して、一般人のような生活を送らせてる理由はもう一つあります。更生ですよ」

「更生？」

「良いですか？　ここの住民は単に異能者だから収監された訳ではありません。全員が異能を悪用した結果、収監されたんです」

「まあ、そうだろうな……監獄だし」

「道具も使わず、強力無比で多種多様な能力を持って生まれた異能者が、犯罪者になった時、世間でどんな反応が起きたか想像できますか？」

「……」

　何となく想像出来たが、俺は無言でダイヤに続きを促した。

「産まれてきた子供が異能者だったら殺してしまえ。一般人の中に異能者が紛れ込んでいないか確認しろ。全ての異能者は例外無く監獄に送れ、等です」

「……魔女狩りみたいだな」

「それだけ、異能犯罪者の存在は世界に恐怖と混乱を招いたのです。しかし、異能犯罪者を全員処刑したり、まして異能者を例外無く差別する状況を許して良いワケがありません。だからこそ、異能犯罪者を確実に隔離し、世界中の一般市民や犯罪と縁が無い異能者が安心出来る状況を作る必要がありました」

「……うん」

「異能を持ち、それを悪用する者でも、記憶を消して人生をやり直せば犯罪も起こさないし、異能を悪用しない。どんな異能犯罪者でも真人間になれる。そう証明する為ための場所がパノプティコンです」

「う～ん……」

「貴方あなた達囚人はね、ここで更生出来る事を日々の生活で証明しなければいけなかったんですよ？　それなのに」

　ダイヤは首を少し傾けながら俺を凝視する。

「貴方は記憶を消されている状態で異能を悪用した」

「悪用？　何の話だよ」

「の！　ぞ！　き！　覗のぞきましたよね？　私達の着替えを」

　その時、初めてダイヤは声を荒らげた。

「うわあ……そこに話が繋つながるのか……」

　どうやら、俺の行動はこの監獄都市ではご法度はつとだったようだ。

　まあ、覗きは何ど処こでもご法度だろうけど。

「ていうかさ、そもそも俺は何をして囚人になったんだろう？」

「さあ。外でも覗きばっかりやってたんじゃないですか？」

「それで凶悪犯扱いは酷ひどくない!?」

「今はそんな話より深刻な問題があります」

「深刻な問題って何？」

「良いいですか？　監獄都市の囚人に対する待遇には差があります」

　ダイヤは俺の眼前で人差し指を立てながら話し始める。

「貴方の場合、記憶を完全に消去され、異能の使い方も完全に忘れていると判断されたため、一番楽な待遇でした。刑務作業も簡単です」

「刑務作業？」

「弁当屋のバイトですよ」

「あれ刑務作業だったの？」

　仕事だと思ってたのが刑務作業だったとか、なんかショックだ。

「しかし、貴方は監獄都市で異能を使用しました。それも犯罪に。監獄都市で異能を悪用する囚人は更生の余地無しと判断され、処分されます」

「処分？　どうなるの？」

「プラント送り……つまり、監獄都市内で稼働している各プラントで強制労働を強いられる事になります。断わっておきますが、今の生活とは比較にならない程に過酷な生活が待っていますよ」

「うわ……それは嫌だな……」

「コレは私が貴方を処分した場合の話ですよ？　他の看守が貴方の犯罪を把握したらもっと酷い事に……」

「どうなるの？」

「最悪の場合、処刑です」

「重くねえ!?」

　女子の着替えを覗のぞき、結果処刑。

　罪に対して罰が重すぎるだろ。

　俺の命って女が裸見られるのと同程度の重さなの？

「私達看守には、貴方あなた達囚人を何い時つでも自分の判断で処分、抹殺する権限があります」

「ええ？　じゃあ俺っていつ殺されてもおかしくない状況なの？」

「まあ、覗き程度では即刻処刑になる事はありませんが、看守の判断によっては殺されます。特にルビーさんとサファイヤさんの場合、自分の下着姿を覗かれたんですから」

　どうでも良いいけど、ダイヤ以外の看守の名前も宝石なんだな。

「暴行や窃盗は懲罰房行き。殺人は問答無用で処刑です。つまり、他の住民を殺したりすれば確実に死にます。その場合は私も庇かばいきれません」

　それは、当然だろう。殺人を犯せば殺されても文句は言えないとは思う。

「死にたくなかったらもう異能は使わない事です。貴方がやるべき事は刑務作業に専念して、自分が更生していると証明し続ける事です」

「刑務作業って、俺達がやってるバイトだよな？」

「そう。アレを真面目まじめに続けてください。そうすれば貴方に対する監視も無くなります」

「……ん？」

　俺はダイヤの発言を聞いて、首を傾かしげざるをえなかった。

　さっきから違和感があった。

「ダイヤは……俺を助けてくれるつもりなのか？」

　今、目の前にいるダイヤが、俺を処刑に追い詰める気が微み塵じんもなさそうな事だ。

　私以外の看守にバレたら殺されるという口ぶりからは、ダイヤにだけ気付かれている現状では、大おお事ごとにするつもりはなさそうに見える。

「別に貴方の事はどうでも良いですが、殺す程の事もないので」

「……」

　あ、ヤバい。俺って割とチョロイから、こんな風に気遣われただけで惚ほれそう。

　警棒でボコボコにされた件は忘れてないけど。

「そう言えば、そもそもダイヤはどうやって俺の透視を見破ったの？」

「……」

「ここまで話したんだから教えてくれよ。俺も能力を隠し通す為ために知っておきたいんだ」

　瞬間、ダイヤは眼球を発光させた。

「……っ！」

　俺は息を飲む。

　人の眼めが発光している、現実離れした光景。

　暗闇でネコの眼めが発光している時とはワケが違う。

　室内灯で明るい部屋の中でもわかる程の発光。

　しかも、異様な色だ。赤や青のようにわかりやすい色じゃない。

　白に見えるが、虹のように様々な色にも見える。

　光に照らされた宝石……それこそダイヤモンドのような色で眼球が発光している。

「こんな風に眼が発光すれば、誰でもわかるでしょ？」

「え？」

「貴方あなたも透視能力を発動中は、眼球が発光してますよ。私と違って青色ですが」

　なるほど。

　俺はどれだけ透視能力を使用しても、周囲の人間に気付かれる事は無いと高を括くくっていたが、実際は眼球が発光するという、明らかにおかしい現象を起こしていたのだ。

　地味な能力な割に、見た目が派手で周囲にバレやすいとは、我ながら嫌な能力だな。

　俺の能力って明らかに外れなんじゃねえの？

「あ、そう言えば……」

　ふと、ある考えが頭をよぎる。

　ダイヤの眼球も、白く、虹色に発光している。

　そして、俺の透視能力を壁越しに把握していた。つまり、

「ダイヤも透視能力が使えるんだな？　だから俺と壁越しに視線が合ったのか？」

「そうです」

　俺の予想通り、ダイヤは俺と同じ能力を持っていたのだ。

「私の能力は、他人の能力を見て覚える事ですから」

「……」

　違った。

　ありとあらゆる能力の中で、最高の当たりと言えるような能力を御お持もちだったよ。

「え～。コピー能力とかチートすぎるじゃんか～」

「……ちーと？」

「他の異能者の異能全部コピー出来れば最強だろ」

「最強ではありませんよ？　当の本人に及びませんし、コピー出来ない異能もあります」

　なるほど。コピー能力者の宿命である、器用貧乏になってしまったらしい。

　しかし、それでも透視出来るだけの俺よりはマシだろうが。

「ダイヤは何い時つ透視能力をコピーしたの？　相手は誰？」

「貴方です」

「え？　他の透視能力者からコピーしたんじゃないの？」

「貴方以外に透視出来る異能者にあった事はありません。以前、すれ違った時に貴方の眼球が発光していたので、一応覚えていたんです」

　そんなすれ違う程度の事で他人の能力覚えられるんかい。

　ここは凶悪な異能犯罪者の巣そう窟くつらしいし、その連中の異能を片っ端からコピーしたら、マジで最強なんじゃないのか？

「良いいなあ、そんな能力使えて」

「……貴方あなた、今の状況解わかってます？　どうしてそんなにお気楽なんですか？」

　ダイヤはひとさし指で俺の鳩尾みぞおちをつつく。

「他人の能力を羨んでいる場合ではありません。何度も言いますが、異能を使用せずに、真面目まじめに刑務作業に励んでください。そうでないと取り返しのつかない事になりますよ」

「真面目に刑務作業に励むと、いつか出所出来るの？」

「……」

　何で無言になるんだよ。俺は無期懲役なのか？

「とにかく、貴方は真面目になってください。間違っても周囲の壁や天井の構造を調べたり、他の囚人と喧けん嘩かしたりしないでくださいね？」

「喧嘩？」

「ここの囚人は全員が凶悪犯ですよ？　記憶を消しても本性はそう簡単に変わりません。ですから暴行事件等を起こす可能性は高いのです。それに巻き込まれたら懲罰房行きです」

「凶悪犯……」

　ここの住民全員が囚人なんだから、そういう事になるのか。

　という事は、あの優しいアッシュも……。

「良いですね？　怪しまれる行動は控えるんですよ？　揉もめ事ごとが起きれば逃げて、私達看守に助けを求めてください」

　ダイヤはそういうと、さっさと俺の部屋から出て行ってしまった。

　終始無表情で、機械的な話し方だったけど、俺を気遣っている事は十分に伝わった。

「……監獄か……」

　一人きりになった俺は、これからどうするべきか考え込む。

　ダイヤの口ぶりでは、真面目に刑務作業を続けても出所出来ないようだ。

　それに、看守にとっては囚人の記憶が戻る事は許容できない事らしい。

　しかし、このままダイヤの言う通り大人おとなしくしているわけにはいかない。

　現状のまま、何も行動を起こさないでいると、俺の記憶は何い時つまで経たっても戻らない。

　単純に、自分が何ど処この誰で、どんな家族や知人がいたのか、どういう人生を送っていたのか、という事が気になっているが、それ以上に深刻な問題がある。




　俺には、何かやらないといけない事があったような気がする。




　ダイヤとの会話で、記憶を失っていると気付いた瞬間から、確信した。

　今の俺は、忘れてはいけない事を忘れている。

　根拠はない。だが断言出来る。

　俺にはやらなければならない事があった。

　それは極めて重要で、決して放置してはいけない事だった、ような気がする。

「……何だ……？　俺は何を忘れたんだ……」

　記憶にないし、心当たりもないのに胸騒ぎが収まらない。

　コレは、絶対に個人的な事情じゃないぞ？

　何か、やらなければならない事があったのに、俺はそれを未いまだにやっていない。

　というか、何をやらなければいけないのかも解わからないのだ。

　しかもだ。それをやらないと目め茶ちや苦く茶ちやヤバい事態を招くような気がする。

　嫌な予感。虫の知らせ。第六感の全てが大音量で警報を鳴らしている。

「宿題忘れたとか、仕事を失敗したとかじゃないよなあ？」

　そんなレベルの問題じゃない。世界規模の大問題に関わるかもしれない。

「……」

　俺一人の物忘れが原因で、世界規模の大問題がどうにかなるとは思えないが。

　希望があるとすれば、忘れていた透視能力の使い方を、自力で思い出せた事だ。

　つまり、失った記憶も取り戻せるかもしれない。

　取り戻した結果、今の自分を失う危険性もある。

　しかし、このまま呑のん気きに生活するわけにはいかなくなったようだ。

「記憶を完全に戻して、場合によっては脱獄する必要があるか……」





　　　＊






　俺はダイヤの指示通り、怪しまれる行動を避けるため、何い時つも通り生活する事にした。

　しかし、そこで気になる事がある。

　ここの住民が全員犯罪者だという事は、ナガトもアッシュも犯罪者だという事だ。

　そして、記憶を消されて一般人のように振る舞っている。

　いや、大多数の囚人は一般人を通り越して、無気力な夢遊病患者みたいになっていた。

　ところが、ナガトは俺と幼おさな馴な染じみだった頃の記憶を保持しているみたいだし、俺自身も忘れていた透視能力を思い出している。

　つまり、記憶の消去には個人差がある。

「……」

　今さら焦っても状況は好転しないが、早く記憶を取り戻したい。

　ここが監獄だと自覚してから、違和感が刻一刻と増している。

　無言で生活する住民に、四方を完全に囲まれた空間。

　そもそも、パノプティコンは監獄の管理体制の名前だ。

　中央に看守を配置し、四方の壁際に囚人の居住区を建設する。

　最小の人数で最大の人数を監視する為ための建築法。

　それを考慮すると、俺達が過ごしている学生寮や学校は壁際にある事になる。

　という事は、看守は中央にいるのか？

　そんな事を考えながら、俺は都市を散策する。

　監獄都市は普通の都市であるように偽装している。

　ドーム状の壁や天井を、山々や青空に偽装している方法は、ホログラムの類たぐいだろうけど、建築物は普通にある。

「ふ～む」

　活動範囲をもっと広げて、都市の全容を把握したいけど、さすがにそこまで遠出すると看守に怪しまれるし、それ以前にダイヤがキレるだろう。

　あくまで、暇つぶしの散歩程度に思われるぐらいにしないと。

　今まで意識はしなかったが、この都市はあちこちに監視カメラが存在するようだ。

　ウロウロと歩きまわっている間に、監視カメラの場所もわかってくる。

「あれ？　ヴァン君じゃん」

　監視カメラの位置を確認していると、ナガトとばったり会った。

「何してんの？」

「いや、別に……」

　ここが監獄都市だと知ったから、散策してるんですよとは言えない。

「暇してんなら一緒に遊びに行かない？」

「は？」

　俺はナガトのお誘いに対して驚いてしまう。

　コイツと幼おさな馴な染じみだったのは確かだ。

　記憶が欠落しているとは言え、子供の頃に一緒だった事は覚えている。

　しかし、この都市で再会してからそこまで親しくしていた覚えはない。

「この町って知り合いいないから暇なんだよね。付き合ってよ」

「ああ……」

　断る理由もないので、俺はナガトが歩く方向に付いて行く。

「ヴァン君っていつも自分からは誘ってくれないよね。相手からの誘いは断らないけど」

「まあ、そうだけど」

「いつも私の方がヴァン君を引っ張り回してたけど、ひょっとして迷惑だった？」

「いや、それはない」

　子供の頃にナガトに手を引かれて遊び回っていた光景が蘇よみがえってくる。

　当時はナガトの方が背が高かった。

　俺をあちこちに引っ張り回すナガトは男勝りだったような気がする。

　ただ、仲が良かったのは確かだ。

「なあ、ナガト。何で学校に来ないんだよ？」

　俺はナガトと肩を並べて歩きながら、疑問に思った事を口にする。

「え？　ヴァン君って学校とか行ってるの？」

　すると、ナガトは学校に行っている方が変だと言わんばかりに笑っている。

「意味ないでしょ学校とか。多少なりともお金貰もらえる刑務作業の方が得じゃん」

「は？」

「私今、プラントで働いてるから学校行く暇とかマジでないよ？」

「ちょっと待て？　刑務作業……？」

　ナガトは今、刑務作業と言った。

　つまりコイツは、ここが監獄で、仕事や学業が刑務作業だと認識している事になる。

「なんか話がかみ合わないと思ったら、ヴァン君って記憶戻ってなかったりする？」

「お前は記憶が残ってるのか？」

「そうだよ。ナノマシンの効き目が弱い囚人程、仕事押し付けられて大変なんだから」

　どういう事だコレは。

　囚人は全員記憶が消えてるんじゃないのか？

　疑問に思いながらもナガトと遊歩道を歩く。

「……」

　今さらだが、妙な形の都市だ。

　アスファルトで舗装された遊歩道が延々と続き、弧を描いている。

　そして、進行方向右側に建物が並び、左側には見通しの良いい農地が広がっている。

　異様に広い農地を、居住施設や学校等の建築物が取り囲むように建設されている。

　この形、異様に巨大だったから気付かなかったけど、パノプティコン方式の監獄だ。

　独房、食堂、刑務作業用の作業場の全てを壁際に建設し、囚人は常に壁際で生活する。

　そして、看守が中央で四方の壁を監視するのだ。

「……ん？　なんか揉もめてるっぽいね？」

　ふと、ナガトが視界の先を指さす。

　俺とダイヤが通う学校とは違う学生寮。

　まあ寮じゃなくて独房だったらしいけど、その学生寮の前に人混みが出来ている。

　学ラン姿の男子生徒が十人前後、集まって何かをしている。

「……？」

　何か、というより、明らかに倒れている相手を不特定多数の男子高校生が蹴っている。

　俺は、倒れている男に視線を移す。




　アッシュが不特定多数の男に袋ふくろ叩だたきにされていた。




「……アッシュ!?」

　どういう事だ？

　監獄都市の住民は、皆みんな記憶を消されて真人間になっている筈はず。

　それがどうして白昼堂々、不特定多数で暴行事件を起こしている？

　いや、そんな事はどうでも良いいから、とりあえず助けないと。

　俺はアッシュを助けようと身を乗り出すが、ナガトに肩を掴つかまれて止められる。

「ちょ、ちょっと……なに普通に向かっていこうとしてるの？」

　ナガトは何やら、慌てて俺を止めている。

「やめときなよ。関わらない方が良いよ？」

「友達が殴られてるんだ」

「駄目だって。相手の人数見なよ」

　ナガトは俺と腕を組んでくるが、俺は構わず振りほどき、走り出す。

「……」

　タキサイキア現象を意図的に起こした俺の視界には、スローモーションでアッシュに暴力を振るっている連中が見える。

　とりあえず、アッシュを取り囲んでいる連中の身体からだを軽く突き飛ばす。

「……!?」

　背後から突き飛ばされた連中は思いのほか派手に転び、吹っ飛んで行く。

「ヴァン？」

　一方的に殴られ、痣あざだらけになっていたアッシュも俺に気付く。

「大丈夫かアッシュ？」

「何でもない……お前は関わるな……」

　そう言って蹲うずくまっているアッシュを見て、俺は首を傾かしげる。

「何だテメエは！」

　アッシュを複数人で殴っていた連中は、俺を取り囲んでくる。

　おかしい。目め茶ちや苦く茶ちや修羅場になったのに、全然怖くない。

「いきなり蹴り入れるとは良い度胸だなあ？　慰謝料払えや！」

　なんて事を言いながら俺の胸倉を掴んでくる男の手も、俺には止まって見える。

　だから簡単に避よけられたけど、俺を取り囲んだ連中は何度も繰り返し拳や蹴りを振るう。

　回避に専念しながら、ダイヤに喧けん嘩かが御ご法度はつとだと言われていた事を思い出していた俺は、どうしたものかと考え込んでしまう。

「う～ん……」

　さっき突き飛ばした時に気付いたんだけど、タキサイキア現象を起こしている最中の俺は、周囲の光景がスローで見えている。

　その間、普通に動ける俺は、他の人間からすれば数倍の速度で動いている事になる。

　適当に反撃するだけでコイツら全員を倒す事は出来るんだけど、それはヤバい。

　パンチやキックの速度が数倍になってるんだから、場合によっては相手が死ぬ。

　しかし、反撃しないでいると、周囲の連中はナイフや警棒らしきモノを取り出し、俺とアッシュを威嚇してくる。

「……」

　瞬間、俺の身体からだが反射的に動く。

　相手は七人。全員が凶器を持っているが、その動きは凄すごく遅い。

　ふざけているように見えるくらい、スローに見える。

　周囲の人間の動きが全てスローに見えるので、俺は普通に動いた。

　ナイフを刺そうとしてくるヤツを殴り、蹴り、投げ飛ばした。

　それを繰り返す。

　簡単な作業。単純な作業だ。

　慣れている。俺はこの作業に慣れている。

　ノロノロ動き回っているヤツを、殴り飛ばして、蹴り飛ばして、投げ飛ばした。

「……」

　ずっと、こんな事を繰り返していたような気がする。

　同じ動作、同じ作業、同じ型を、繰り返し繰り返し使用して。

　反復練習を、毎日毎日繰り返して。




　俺は同じ事をずっと飽きずに繰り返していたんだ。




　気が付けば、アッシュを殴っていた連中は全員が倒れていた。

　ふざけているくらいノロノロ動いていた連中は、痛い痛いと泣き叫んでいる。

「ヴァン！」

　突然、アッシュが大声を出しながら俺の手を引いて走りだす。

「え？」

「ここから離れるぞ！」

　そう言いながら、アッシュが俺の手を引いて走る。

「ちょ、どうしたんだよ？」

「バカが！　暴行は即座に処罰されるんだぞ！　アイツらは無視していれば勝手に捕まってたんだ！　反撃する必要はなかったんだぞ！」

「あ……」

　アッシュは慌てた様子で俺の手を引いていたが、

「はい、アウト」

　瞬間、俺とアッシュの眼前に光球が現れた。

「ヴァン！」

　アッシュは俺を庇かばうように立ち、直後に光球が爆発した。

「……!?」

　俺は強い衝撃に襲われ、何が起きたのか解わからずに地面を転げ回る。

　気が付けば、俺は走っていた場所からかなり遠くまで吹き飛ばされていた。

「……アッシュ？」

　俺は、一緒に吹き飛んだアッシュの姿を確認しようと周囲を見回した。

「……」

　アッシュは、黒コゲになって地面に転がっていた。

　明らかに、致命傷。

　ピクリとも動かないアッシュを見て、俺は唖あ然ぜんとする。

「暴行だな。現行犯だ」

　そう言いながら、俺に近付いてきたのは、女だった。

　赤毛をツインテールにした、ダイヤと同じ制服の女。

　髪や瞳の色は全く違うが、顔つきや雰囲気が似ている。

　現実離れした美貌。

　しいて言えば、ダイヤより身長が高く、胸も大きいので年上に見える。

　以前、俺がダイヤの着替えを透視で覗のぞき見みした時、一緒にいた女。

　つまり、看守だ。

「あ～、私は治安維持を担ってるルビーだ」

　赤毛の女看守は、面めん倒どうそうに口上を述べる。

「お前らはこの都市内で暴力行為に及んだ。暴力行為には理由の如何いかんに拘かかわらず、罰則がある。よって今から処分する」

　ルビー、と名乗った女看守は、雑な説明を本当に面倒そうに言っている。

「正当防衛なんだけど？」

「関係無いな。更生の余地があるヤツは殴られても殴り返さねえんだよバカが。頭にナノマシン打ち込まれても暴力的なヤツはなあ、もう取り返しがつかねえクズって事だよ」

「……」

　明らかに、失態だった。

　ダイヤがあれだけ忠告してくれたのに。

　アッシュも、こうなる事が解わかって反撃しなかったのに。

　それを俺の行動が台無しにした挙句、アッシュだけあんな事になってしまった。

「何ボーッとしてんだ？　状況解ってんのか？」

「……解ってるよ……ちょっと落ち着いてくれよ」

　俺は降参するように両手を上げるが、赤毛の女看守は、警棒を伸ばして恫どう喝かつする。

「無抵抗でいれば何もされないとか思ってんじゃねえぞコラ！」

「ええ……」

「お前らみたいな犯罪者がなあ、何の罰も受けずにのうのうと生きてるだけで罪深いんだよ！　でかい面して生きてんじゃねえぞ！」

　ルビーはこめかみに血管を浮かび上がらせている。

　何となく、ルビーの事が解ってきた。

　犯罪者である俺達がのうのうと生きている事が気にくわない。

　しかし、犯罪者の記憶を消しているのは自分達看守だ。

　だからそれに対して表だって非難出来ないからイラついているんだ。

「じゃあ、処分するからな。焼却だ焼却」

　赤毛の女看守が持つ警棒の先端から、赤い光球が出てくる。

　俺とアッシュを吹き飛ばした光球は、アイツの能力で生み出された物らしい。

　詳細は解わからないが、爆発する事は解る。

　つまりコイツは、遠距離戦を得意としている。

「……！」

　俺は即座に間合いを詰め、赤毛の女看守に掴つかみかかる。

　その間、光球は爆発しない。

　何な故ぜなら自分自身も爆殺する事になるから。

　俺は女看守に接近し、さっきアッシュを殴っていた連中のように突き飛ばそうとして、

「え？」

　あっさり止められた。

　大の男が全力で振りかぶった掌しよう底てい打うちを、女の看守があっさりと片手で止める。

　体格差も、体重差もある筈はずなのに、そんな事はまるで無意味であるかのように、女看守は造作もなく俺の掌てのひらを受け止めていた。

「バカか」

　瞬間、光球が爆発した。

「ぐあ！」

　直前に身体からだを捻ひねって後退したが、俺は爆風と衝撃で吹き飛ばされる。

　着ていた制服は焼けただれ、俺の身体も火傷やけどを負ってしまった。

　今のタイミングの爆発では、当の本人の方がよほど大きなダメージを受ける筈だ。

　それなのに、

「良いい動きだなあ。接近も後退も中々のスピードじゃねえか。人間にしては」

　赤毛の女看守は、全くの無傷だった。

　至近距離で爆発を受けた筈なのに。

「……？」

　良く見れば、赤毛の女看守の全身が赤く発光している。

　何か、良く解らないが、オーラのような物で全身を包んでいる。

　どういう事だ？　この女の能力は爆発や火炎の類たぐいじゃないのか？

　あの赤いオーラは、明らかに炎や爆発とは関係が無いように見える。

　俺は千里眼。ダイヤは異能のコピー。この女は炎。

　異能者は一人につき、一個の異能を持つと勝手に解釈してた。

　しかし、実際はもっと別の要因があるっぽいぞ。

　俺が考え込んでいる間に、赤毛の女看守は赤い光球を生み出し、自分の身体からだの周りを浮遊させている。

「この火球がヤバいって事はもう理解してるな？　爆発物だから接近戦に持ち込んだってか？　悪くねえが話にならねえよ」

「……！」

　ベラベラと話しているが、油断や慢心の類たぐいじゃない。

　話しながら、光球……アイツが言う所の火球が増えている。

「ほれ、掻かい潜くぐって近付いてみな」

　瞬間、三つの火球が俺に向かって飛んでくる。

　俺は脇目もふらずに逃げる。

　逃げに徹して、距離を取る。

　火球の動きは俺の走る速度より遅いから、ギリギリ回避出来るが。

「う……！」

　火球はあの女の意志で遠隔操作出来るらしい。

　複数の火球が別方向から俺を襲い、回りこんでくる。

　コレは無理だ。全て回避して凌しのぎきる事は不可能。

　仮に接近してもアイツに攻撃する手段がない。

　神しん眼がんだけでは、コイツに勝てない。

「……？」

　神眼？　神眼とは何だ？

　俺は自分の頭を押さえながら考え込む。

　今まさに戦っているのに呑のん気きに考え込めるのは、周囲の動きがスローに見えるからだ。

　さっき喧けん嘩かしている最中にも感じていた事だが、俺にとってこの女は脅威ではない。

　俺の身体は、さっきからコイツには負けないと訴えている。

　なのに、俺の脳が、俺の身体の使い方を思い出せていないんだ。

　思い出したい。早く記憶を取り戻して、俺は俺の身体の使い方を思い出したい！

「……それなりに動けるが、基本がなってねえ……記憶が残ってるのか残ってねえのか解わからねえヤツだな」

　火球から逃げ回っている俺を見つめて、ルビーは首を傾かしげている。

「まあ、どっちでも良いいがな！」

　そう叫んだ女看守は、火球を避よけるように走る俺に向かって突進してくる。

「……！」

　異様な速度。

　俺を警棒で滅めつ多た打ちにしたダイヤもそうだが、人間離れした走力だ。

　俺が絶句して動きを止めると、女看守は燃えさかる警棒で俺に殴りかかってくる。

　赤熱化現象を起こしている警棒は、それこそ焼やき鏝ごてのようだ。

　その動きが、俺の眼めではスローで見えているのに、俺の身体からだが反応出来ない。

「く……そ……！」

　見えているのに、解わかっているのに避よけられない。

　動体視力が高くても、身体能力が普通だと意味がねえ！

　以前の……万全の俺ならこんな攻撃避けられるのに！

　そんな負け惜しみめいた妄想をしながら、何も出来ずに警棒を受けそうになった瞬間、けたたましい金属音が響く。

「……ダイヤ？」

　銀髪の女看守が、俺の眼前で赤髪の女看守と警棒で鍔つば迫ぜり合あいになっている。

「ルビーさん。待ってください」

「ダイヤ！　何のつもりだ！」

　ルビーと呼ばれた女看守は、俺を庇かばうように立っているダイヤを睨にらんで絶叫している。

「この映像を見てください」

　ダイヤは大きめのタブレットを使用し、何かの映像を再生している。

「ご覧の通り、彼ら二人は暴漢に襲われ、自分の身を守る為ために抵抗したにすぎません」

「だからどうした！　暴行犯は即座に処分だろうが！」

「落ち着いてください。少なくとも、あそこで黒コゲになっている茶髪の男性は暴行を行っていません。無抵抗に殴られていただけです」

　ダイヤはタブレットを持ったまま、ルビーの肩を抱いて無む理り矢や理り映像を至近距離で見せている。

　その映像は、多分アッシュが蹲うずくまって複数人に殴られていた時の映像だ。

「今私が相手してるのは……！」

「そうです。貴方あなたは無抵抗に暴行を受けていた囚人を私的に処分し、その囚人を守るために行動していた囚人も処分しようとしています」

「な……」

　ダイヤはルビーを真まっ直すぐに見つめる。

「本来なら、暴行を受けている者を助けるのが私達の役目。それが遅れたばかりに第三者の介入を許してしまった。今回の件は私達に落ち度があります」

「ふざけんな！」

　ルビーはダイヤの腕を振りほどき、警棒を突きつける。

「コイツらは誰も彼も犯罪者だ！　善良なフリしてるが、本性が出ればすぐにわかるぜ？　どいつもコイツもロクでもない連中だってな！」

「その通りです。ですが、私達看守の役目とは一体何ですか？　処刑する事だけが看守の役目だと言うなら、そもそも監獄は必要無いのです」

　ダイヤは警棒を突きつけられても動じず、淡々と言う。

　囚人、看守、監獄と、本来なら俺に聞かれてはいけないワードを二人で連呼しているが、頭に血が上っているルビーは気が付いていないようだ。

　というか、どうせ処分するならどうでも良いいという事だろうか。

「私達看守の役目は処刑ではありません。更生です。他の誰が……仮に世界中の人間が囚人を殺せと言おうが、私達だけは彼らが更生する可能性を信じなければならないのです」

「綺き麗れい事ごと言いやがって……」

「もちろん、それなりのペナルティは負ってもらいます。処刑ではなく、プラントの刑務作業に従事してもらいましょう」

「プラントか……」

　ルビーは不満そうだったが、持っていた警棒を元の長さに戻す。

「今は引いてやるがな、私達看守の仕事は更生だけじゃねえ。最後は結局処刑なんだよ」

「そんな事を言っても、本気で殺すつもりは無かったでしょ？」

「はあ？」

「本気のルビーさんの火力はあんなものじゃありません。火球の速度も遅かったし、数も少なかったですね？」

「全力を出すまでも無かったってだけだ」

「私は知っています。ルビーさんが好き好んで囚人を処分していない事くらい」

「う……うるせえ……」

　ダイヤの言葉に赤面したルビーは、目を逸そらしながら小声で呟つぶやく。

　そして唐突に、視線を俺に移す。

「お前、名前は？」

「ヴァン……」

「ヴァンだな？　覚えたからな」

　そう言い残し、ルビーは踵きびすを返して俺から離れて行く。

　進行方向先には、俺が殴った他の囚人がいる。

　そいつらを処分するつもりらしい。

　とりあえず、助かったらしいので俺が溜ため息いきを吐つくと、

「何をやってるんですか……」

　ダイヤが俺に対して冷たい視線を向ける。

「え？」

「大人おとなしくしろって言いましたよね？　何でこんな事になったんですか？」

「いや、友達が殴られてたから……」

「身の程って言葉知ってます？　私達は伊だ達てに看守をやってません。逆立ちしても勝てないと思ってください」

　そりゃ、そうだろうな。

　ここにいる囚人は、記憶を失っていても全員が異能犯罪者。

　そんな連中を見張る看守連中が、精鋭でないわけがない。

　でも、おかしいな。

　俺の目から見ても、ダイヤとルビーは途方もなく強いような気がする。

　少なくとも、周囲にいる囚人達よりは圧倒的に強い。




　それでも、別に負ける気がしなかった。




　この根拠のない自信は何だろう？

　俺は身の程知らずのバカなんだろうか？

「貴方あなたが余計な事するから面めん倒どうな事になりましたよ」

「面倒？」

「刑務作業がきつくなりますよ？　今の刑務作業が一番楽なヤツだったのに」

　そう言い残したダイヤは、俺に背中を向ける。

　すると、いつの間にかいなくなっていたナガトが近付いてくる。

「終わった～？」

「ええ、映像助かりました」

　ダイヤはルビーに見せていたタブレットをナガトに差し出す。

　アッシュが殴られていた画像や、俺が反撃していた画像はナガトが撮っていたものだったのか。

　タブレットを受け取ったナガトは、俺の顔を心配そうに覗のぞきこむ。

「怪け我がしてない？　大丈夫？」

「……畜生……」

　悔しくて腹が立つ。

　何も出来ずにアッシュを死なせてしま……、

「おい」

「ぎゃああ！」

　背後から声をかけられた俺は悲鳴をあげた。

「なんだ。そんなに驚く必要はないだろう」

　俺の背後には、黒コゲになって死んでいたアッシュが普通に立っていた。

　いや、コイツちょっとタフ過ぎないか？

　まあ俺も何回か食らってたけど、コイツは真正面から爆撃を受けてたのに。

「あのダイヤとかいう女、やはり看守だったか」

「ああ、実は……」

　言いかけて、血ちの気けが引いた。

　今、アッシュは看守と言った。

　ダイヤ達を看守だと知っているという事は、自分が囚人であると自覚している事になる。

　それは、つまり、

「看守と関わるのはやめておけ」

　アッシュも、監獄都市の真相に気付いているという事だ。

「アイツらは、人間じゃないからな」








第三章　　　　プラント




　俺とアッシュ。

　そして俺達二人と乱闘騒ぎを起こした連中は全員が纏まとめて処分を受ける事になった。

　表向き、俺は退学を食らい、バイトを首になった。

　そして別の職場に強制的に転職させられる羽目になったのだが、コレはダイヤの言うところの刑務作業だろう。

　自覚していなかったが、俺達は比較的楽な刑務作業を行うだけで許されていたが、今回の件で模範囚から降格したような状態になったようだ。

　新たな職場で研修を受ける事になった俺とアッシュは、工場の一室に案内されると、ツナギ姿でパイプ椅子に座り、研修が始まるのを待っていた。

　同じ部屋には、俺達が喧けん嘩かした相手が全員いたので気まずい事この上なかった。

「なあ、アッシュ……」

「……」

　研修が始まるまで暇だったので、俺はアッシュに声をかけるが、返事がない。

　アッシュは腕を組んだまま無言を貫いている。

　こんな事になった原因は俺にあるので申し訳なかったが、聞きたい事が山ほどあった。

　コイツはダイヤ達が看守である事を知っていた。

　という事は、俺達が囚人であり、ここが監獄都市である事も自覚している筈はずだ。

　それに関して聞きたいが、俺が何度話しかけてもアッシュは返事をしてくれない。

「はい、注目～」

　なんて事を考えていると、青い髪の女が部屋に入ってくる。

　見覚えがある顔だ。

　透視でうっかりダイヤの着替えを覗のぞいた時、ダイヤとルビーと一緒にいた女。

　おそらく、これまでのパターンから推測すると、

「新人研修担当のサファイヤです。よろしくお願いします」

　サファイヤという名の女看守だ。

　ダイヤとルビーと同じく、異様に整った容貌。

　看守は全員が似た容貌だが、サファイヤはルビーと髪色以外は瓜うり二ふたつに見える。

　何となく、サファイヤとルビーが姉妹で、ダイヤは親戚、みたいな感じだ。

　看守は全員が宝石の名前を付けられ、全員が名前負けしないくらい容姿が整っている。

　そして、異様に強い異能を持ち、アッシュいわく、人間じゃない。

「さて皆さん。基本的なお話から始めましょう」

　サファイヤは、自分の背後の壁を、伸ばした警棒で叩たたく。

　すると、白い壁一面に画像が映る。

　都市の見取り図に見える。

「私達が住むパノプティコンは、画期的な設備と豊かな自然が両立する夢の都市」

　監獄都市だけどな。

「当然、都市機能を維持する為ためのプラントが存在しているわ」

　サファイヤは笑みを浮かべ、俺達を見回す。

「上下水道プラント。ゴミ処理プラント。食品プラント。製薬プラント。製鉄プラント。繊維プラント。主にこの六つのプラントだけど、他にも様々なプラントが都市機能を維持する為に、日夜稼働し続けているわ。プラントの稼働が止まればその都市は死に、住民は生活が出来なくなる」

　そう言ったサファイヤは、

「文明は人が生きる為の物なのに、いつの間にか、人の方が文明を維持する為に生きるようになったのよね……仕事も多様化、複雑化して、楽に生きる為に発展させた科学技術が余計に生き方を難しくして……はあ、はあ……人間最高……！」

　意味の解わからない事をブツブツと呟つぶやき、明後日あさつての方向を向いて悦に入いっている。

　不気味だと思ってアッシュの方に視線を向けると、アッシュもドン引きしていた。

「あ、貴方あなた達は今から上下水道プラントで働いてもらうわ。下水を処理して、浄水機能を維持する為の大事なお仕事。実質、巨大な人間の排はい泄せつ物を処理する介護みたいなものよね……！　良いいお仕事……！」

　さっきから何言ってんだコイツ……。

　明らかに新人研修の担当に向いてないだろ。

「さて、今から研修を始めます」

　サファイヤは警棒の先端を床に付けた。




　瞬間、室内で十数人の男の悲鳴が鳴り響いた。




「ぐわあああああああああああああああああああああああああ！」

　俺は全身に激痛が駆け巡り、絶叫する。

「ぐ……！」

　隣のアッシュも苦く悶もんの表情を浮かべている。

　室内にいる男全員が、それぞれ痛みが原因で叫んでいる。

　見れば、サファイヤの持つ警棒が青く発光し、帯電している。

　スタンガンや、スタンバトンのように、電光がバチバチと発光しているが、そんな物とは比較にならない威力と規模だ。

　たった一本で、周囲一帯に電撃をまき散らせるスタンバトンが存在する筈はずがない。

「あ……が！」

　俺は痙けい攣れんしながらも、状況を把握していた。

　おそらく、これがサファイヤの能力だ。

　ルビーの炎のように、サファイヤは雷を扱えるらしい。

　それは解わかったが、意図が理解出来ない。

　俺達全員を感電させて一体何の意味があるんだ？

　コイツはサディストなのか？

「あ……ああ！」

　良く見れば、サファイヤ自身も感電している。

　全身を痙攣させながら、何な故ぜか嬉うれしそうにしている。

　違った。マゾだ。

　明らかに苦痛を快楽に感じる変態だ。

　しかし、この電撃はヤバい。

　即死するような電圧ではないが、そういう問題じゃないんだ。

　電撃の最も恐ろしい部分は、殺傷力じゃない。

　受けた時、身体からだが動けなくなる事なんだ。

　人体は脳から全身に向かう電気信号で動いている。

　実は、人体こそが最も高度な機械であり、電子機器であり、精巧なロボットだ。

　電撃を受けた生物は、脳から出る電気信号が阻害される。

　つまり、電撃を受けると痺しびれて動けなくなる。

　コレは気合でどうにかなる問題じゃない。

　害獣避よけの電気バリアに引っ掛かった野生動物が、即死出来ずに死ぬまで感電し続ける事があるのは、痺しびれて動けなくなり、そのまま死ぬまでバリアから離れられないからだ。

　という事は、俺達全員、サファイヤが電撃を止めないと動けない。

　下へ手たをすれば、このまま死ぬまで激痛が続く。

「はあ、はあ……！」

　唐突に、サファイヤは電撃を止める。

　すると、周囲の男が全員倒れ、床で痙けい攣れんし始める。

　俺とアッシュは、何とか立っていたが。

「コレで立っていられない人は話にならないから、別の新人研修担当官に鍛えてもらうわ。私の研修受けると死んじゃうし」

　そう言ったサファイヤは、俺とアッシュに警棒を突きつけて笑みを浮かべる。

「二人は合格よ。私が研修してあげるわ」

　最悪じゃねえか！

　やせ我慢せずに倒れれば良かった！

「必要無い」

　同じ事を考えていたのか、アッシュはそんな事を口にする。

　俺は痺れて声も出せないのに、タフなヤツだ。
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「お前が研修するのは、コレを覚えさせる為ためだろ？」

　唐突に、アッシュは右手を赤く発光させる。

「……！」

　アッシュの右手から発する赤い光は、巨大な腕の形に変化して、掌てのひらを大きく開いたり閉じたりしている。

「まあ……！　素晴らしい錬度ね？」

「俺に研修は必要無い」

「そうみたいね？　貴方あなたは？」

　サファイヤは俺に視線を移すが、俺は何も出来ない。

　は？　コレはどういう事？

　何でアッシュは右手からオーラの腕みたいなヤツを出せるの？

「無理なのね？　じゃあ私が手とり足とり教えてあげる。茶髪の貴方、名前は？」

「アッシュだ」

「アッシュさんは今日から仕事を始めて貰もらうわ。黒髪の貴方は、研修に参加してもらう」

「ええ!?」





　　　＊






　アッシュに見捨てられた俺は、一人でサファイヤからの研修を受ける事になった。

　研修を受けなくて良いいとか言われたアッシュは初日から仕事に参加する事になるし、他の連中は担架で運ばれてどこかに行くし。

　これ、俺だけが貧乏くじなんじゃないの？

「実はね。貴方の事はダイヤちゃんとルビーちゃんから聞いて知ってるの」

　二人きりになったサファイヤは、何やら楽しそうに話しかけてくる。

　俺の方は、いつ感電するかわからない恐怖を感じていたので無言だが。

「プラントで働くには、ちょ～っと覚えないといけない技能があるんだけどね、それは誰でも覚えられるから心配しなくて良いわ」

「はあ」

　俺とサファイヤはパイプ椅子に、向かい合うように座っている。

　向かいあったまま、サファイヤは俺を相手に前のめりになる。

「さっさと本題に入らせてもらうけど、この都市の住民は全員が異能者なの」

「……そ、そうだったのか」

「リアクション薄くない？」

「いや、意味が解わからな過ぎて反応に困って……」

　ダイヤから聞いたとは言えないしな。

「まあ良いわ。異能者には主に二つの能力があるの」

「二つ？」

「基本能力と、固有能力」

　サファイヤはピースサインをして見せる。

「固有能力の方は気にしなくて良いいわ。人によって違うし、持ってない人もいる。鍛え方も人それぞれで、教えたり覚えたり出来る事じゃない」

「それは……アンタの雷とか、ルビーの炎みたいな？」

「そう。私は雷。ルビーちゃんは炎。ま、私達って双子みたいなものだから、根底では同じプラズマ生成能力なんだけどね」

　なるほど。ルビーとサファイヤって宝石は見た目が赤と青なのに、実は同じ種類の宝石という事にちなんで二人は命名された訳だ。

　同じプラズマ生成能力という力を持った二人は、炎と雷という形で能力を行使している。

　確かに、炎と雷はどちらもプラズマだ。

「でもね。私達異能者にとって固有能力以上に重要なのは基本能力の方よ。だって全員が使用出来て、鍛える余地があるから。基本をおろそかにして、固有能力に頼りすぎる異能者は大成しないわね」

　それは、透視能力しか使えない、今の俺みたいな状態か。

「私達異能者の基本能力は、念動力」

「……え？」

「念動力」

「いやいやいや！」

　俺は思わずツッコミを入れそうになった。

　念動力。念力って超能力の中の超能力だけどさあ。

　意志の力だけで物体を自在に操作する能力。

　風力、磁力とか重力を操る連中の上位互換。

　人が夢想した、ありとあらゆる異能、超能力の中でもトップレベルの汎はん用よう性せいがある。

　動けと念じるだけで他人をふっ飛ばし、自分自身を操作すれば飛行能力すら獲得する。

「そんなヤバい能力を全員が使えるの？」

「そんなヤバい能力じゃないのよ」

　サファイヤは人差し指一本を立てて、チッチと口にする。

「貴方あなたのイメージでは、周囲の物体全てを意志のまま、自由自在に操作する能力でしょ？　でも実際はそこまで万能ではないの」

　おもむろに、サファイヤは右手を伸ばす。

　サファイヤの右手が青く発光する。

　色は違うが、発光したアッシュの右手と似ている。

「……」

　俺の予想通り、サファイヤの右手から発した光は腕の形に変化し、長く伸びると室内にあったパイプ椅子を一つ掴つかむ。

　サファイヤの右手から伸びた青い腕は、パイプ椅子を室内で上下左右に動かす。

　しかし、その様は、

「腕の延長でしかないの。伸縮自在の腕。高度なマジックハンドだと思って」

　単に、長い腕にしか見えなかった。

　伸縮自在の腕を持てるようになる異能、と考えた方が良さそうだ。

「その伸縮自在の腕が、私達にとっては矛であり、盾でもある。全身に纏まとえば鎧よろいにもなるし、身体能力の底上げにもなる」

　なるほど。

　覗のぞきが発覚した時、俺をボコボコにしたダイヤと、体格差をモノともせずに俺を圧倒したルビーの身体能力は、念動力を扱える事が原因だったのか。

「私の電撃に一定時間耐えられるという事は、貴方あなたは無意識に念動でガードしている……と思ったんだけど」

　サファイヤは何やら俺をマジマジと見つめる。

「あのアッシュって人はそうしてたけど、貴方は生身で耐えてたみたい。我慢強いのね」

「……我慢とか、そういう問題じゃないような気がするけど」

「とにかく、プラントでの仕事は危険がいっぱいだから、念動力は覚えてもらうわ」

　そう言うと、サファイヤは俺に掌てのひらを向ける。

　サファイヤの掌から、半透明な青い腕が生えてくる。

「この腕に触って」

　言われた通り、俺は青い腕に触れてみる。

　なんか、ゼリーみたいな見た目だった。

　感触は、個体でも液体でも気体でもない、不思議な感じ。

　ほんのりと人肌程度に温かいし、触れていて妙な感覚だ。

「コレは生身の筋肉より力が強いから便利よ。銃弾くらいは止められるしね」

　確かに、このゼリー状の物体で全身を覆えば、盾や鎧代わりになりそうだ。

「今から私の念動で貴方の念動を引っ張るから」

「引っ張る？」

「実はね、これって生きたまま霊体を出してるようなものなのよ。元は死んでから使えるようになる能力を生身で扱う為ための技術だから」

「……ポルターガイスト的な力？」

「そう。ゴーストとか幽霊とかいう存在が、生きている人間を襲ったり物体に干渉する為の力。覚えなければ一生使えないけど、コツを掴めば簡単に扱えるようになる」

　そう言ったサファイヤは、青い腕で俺の腕に触れる。

　すると、文字通り、俺の腕から何かが引っ張りだされた。

　血液や、汗が噴き出すようなものじゃない。

　もっと妙な感覚が俺を襲う。

　俺の腕から、半透明の腕が伸びた。

「……！」

　サファイヤと同じ、青い腕。

　微妙に色が違う。

　俺のは濃い青色で、サファイヤの方は青白くて綺き麗れいだった。

「あら、貴方あなたも青なのね」

「色に意味はあるのか？」

「あるけど、今は気にしなくて良いいわ。とりあえず、その腕の使い方に慣れて」

　言われた通り、俺は自分の腕から飛び出した青い腕を動かしてみる。

　自分の腕が、いきなり伸びたようなものだから気味が悪い。

　しかも、生身の腕と念動の腕は連動してない。

　別々に動くが、あくまで腕の延長線上に別の腕がある。

「……よっと」

　試しに、青い腕で室内にあるパイプ椅子を掴つかみ、持ち上げてみる。

　青い腕は、パイプ椅子を掴んで持ち上げる事が出来た。

「お見事。それを覚えるのに何十日も掛る人もいるけど、貴方は優秀ね」

　サファイヤはパチパチと手を叩たたきながら俺を褒めてくる。

「人によっては、ピンポン玉を動かすのに、命懸けで力を振り絞ったりするのよ？」

「ええ？」

「素養が無い人が念力を使えば脳が焼き切れて、内臓もボロボロになるわ」

　リスクデカすぎるだろ。

　この女は他ひ人と事ごとみたいな顔をしてるけど、俺も寿命とか縮んでるんじゃないのか？

　今の所、苦痛や疲労感は無いけど。

「とりあえず、今日の研修はこれくらいにしましょう。これからは出来るだけその腕を使って生活してみて。慣れればその腕の力や射程の限界が見えてくるわ」

「……限界……」

　俺は、自分の身体からだから出る半透明の腕を見つめていた。
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　翌日から、俺はサファイヤの研修を受け続け、念動の扱い方を覚えていった。

　初日の事を思えば、サファイヤの指導は普通に適切で丁寧だった。

　異能者が扱う念動力の特性も解わかるようになってきた。

　サファイヤの言う通り、腕の延長に過ぎないが、汎はん用よう性せいのある便利な能力だ。

　まず、単純に腕が長くなる事が便利だ。

　遠い場所、高い場所にまで手が届く。

　そして何より、生身より力が強い。

　俺の筋力では持ち上げられない重量でも持ち上げる事が出来る。

　このパワーと射程だけを考えても、十分に危険な力だ。

　しかも、念動の扱いに慣れるにつれて、透視能力の使い方も解わかるようになってきた。

　鏡の前で何度か確認して解ったが、透視能力中に眼球が発光して周囲からモロバレになる症状も緩和出来た。

　以前のように、勝手に透視能力が作動したり、能力のオンとオフが利かない事態も無くなったし、研修を受けられたのは好都合だったようだ。

　今では念動を手足の延長のように扱えるし、透視中に眼球が発光する事もない。

　というか、眼球を発光させずに透視出来るなら何の為ための発光だったんだろ。




「はい。コレが貴方あなたの特性ね」

　研修が終わりに差し掛かった頃、俺はサファイヤに書類を渡された。

　そこには俺の名前、身長、体重と共に、念動の特性が記入されていた。

　強度Ｃ　速度Ａ　持続Ｃ　射程Ｃ　本数Ｃ

　そんな評価が、何やらゲームのパラメーターのように五角形のグラフで記入されている。

　強度は持ち上げられる重さ。

　速度は物体を動かす時の速さ。

　持続は能力を連続で使える時間の長さ。

　射程はそのまま、射程の事で、本数は一度に出せる念動の腕の数らしい。

　殆ほとんどの項目がＣで、速度だけＡだからなんか尖とがってた。

　というか、他の連中がどんな評価を受けてるか知らないから、高いか低いかわからん。

「この、ＡとかＣとか何なんだ？」

「Ｃは普通。Ａは超優秀って事」

「俺って殆ど普通って事？」

「そうね。アッシュさんのもあるけど見る？」

　強度Ａ　速度Ｂ　持続Ｂ　射程Ｃ　本数Ｃ

　アッシュの評価は、こんな感じだった。

　速度は辛かろうじて俺が勝ってるけど、それ以外は負けてるか互角だった。

　総合的には完全に劣ってる。

「うわ～。俺ってあんまり才能ないのか～」

　割とショックだなこれ。

「Ａ評価が一つでもある人は滅めつ多たにいないわよ？　貴方達は二人共かなり優秀ね」

「アンタ等らってどれくらいの評価受けてるの？」

「……うふふ」

　何な故ぜか、そこでサファイヤはにや～と笑みを浮かべる。

「私達と比べるのはやめた方が良いいわよ～？　私とルビーちゃんもＢ以下は一つもないし、ダイヤちゃんなんか規格外よ？」

「規格外？」

「オールＡ。さすがにその評価はあの子一人きり。私達から見ても天才よ」

　なるほど。

　コピー能力持ってる段階でチートだけど、アイツの場合基本能力も高いわけか。

　良いなあ。俺もオールＡ評価受けたいなあ。

　それで試験中はワザとオールＣ評価受けるという、意味の解わからない手抜きしたいなあ。

　能ある鷹たかは爪を隠す的な事って憧れるんだよ。

　俺の場合全力でやって普通ってのが悲しいけど。

「コレで私の研修は終わり。後は自分で念動の扱いに習熟してね」

「はあ」

　俺は気の無い返事をする。

　正直な話、ここ数日の訓練は楽しかった。

　超能力の代表みたいな念動の練習で心の躍らない男はいないと思う。

　しかし、

「明日からさっそく上下水道プラントで働いてもらうわ」

　使い道が仕事ってのが、なんか嫌だ。

　魑ち魅み魍もう魎りようや悪あつ鬼き羅ら刹せつの類たぐいを退治し、凶悪な異能者と戦う為ために鍛えてるんじゃない。

　職場で労働する為の訓練、文字通り研修だったのだ。

「言っておくけど、念動は生身よりはるかに強い力が出るから、間違っても人に向かって使っちゃ駄目よ？　規則を破ったら凄すご～い罰が下されるから」

　俺の考えを見透かしたのか、サファイヤは異能を喧けん嘩か目的で使用するなと言う。

　警官や軍人が銃器を許可なく使用してはいけない事と同じだ。

　刃物や銃器を面白半分に使用するのは犯罪者だけ。

　異能も同じ事らしい。
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　翌日から、研修を終えた俺は本格的に上下水道プラントで働く事になった。

　そこで先に働いていたアッシュと再会し、二人で組んで行動していたのだが、

「「……」」

　俺達二人は、無言で巨大な水道管や機材を運びながら、不機嫌になっていた。

　上下水道プラントでの仕事とは、要するに水道管と下水管の交換作業だ。

　そして、水道管と下水管が存在しない住居や建築物は基本的に存在しない。

　人が生活する場所である以上、そこには水と下水を通す管が必要になってくる。

　その交換作業を行う以上、俺達の仕事はこの監獄都市全域にわたる。

　高い建物、地下の建物。ありとあらゆる建物に通る管の交換作業。

　不具合を起こしている水道管の交換中は水浸しになるし、下水管の交換作業なんか思い出すのも嫌な悪臭との戦いだ。

　交換の管や、廃棄する管は、物によっては身の丈を超える大きさだが、俺とアッシュは身一つでそれを運び、高層ビルや地下施設に入る。

　身の丈を遥はるかに超える物体を運び、移動している様は、数日前の俺が見れば驚きよう愕がくする筈はずだが、今の俺達は念動を使って労働している。

　どんなに巨大なパイプだろうが身一つで運び、どんな危険な場所にも命綱無しで向かい、ボルトやビスを念動で動かして交換する。

　念動の錬度が低い連中は、一度に運べる管の数は少ないし、交換作業は遅いし、高い場所で作業している最中に落下して病院送りになる。

　そもそも、長時間念動を使えない場合は作業自体が不可能。

　疲労している者や、負傷している者が増えれば動けるヤツの作業時間は増える。

　俺とアッシュは連日連夜、労働に明け暮れた。

　上下水道に関する機材の、整備、交換、修理の繰り返しだった。

　ありとあらゆる機械、部品には寿命がある。

　それらは整備や交換を繰り返さなければ用を成さない。

　小さな水道管から大きな水道管まで、幅広く、広範囲にわたって管理する仕事は煩雑を極めた。

　俺にとって想定外だったのは、この仕事が俺にとって天職だった事だ。

　プラントの仕事は、故障や不具合の改善にある。

　真っ先に必要な技量は、故障個か所しよや原因の究明にある。

　それがわからなければ、何ど処こを修理すれば良いいのかすらわからない。

　俺の透視能力は、破損、故障を起こした水道管、下水管の発見に非常に役に立った。

　不具合を起こしている現場に急行し、付近を透視すれば、何処の部品を交換したり、修理すれば良いのかすぐにわかる。

　俺は上下水道プラントに所属するようになり、数日で一目置かれるようになった。




　言いかえると、上司や同僚から顎で使われるようになった。




　毎日毎日、朝から晩まで仕事に駆り出され、その度に透視と念動を酷使していた為ため、俺は疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

　そんな俺に付き合わされているアッシュも不機嫌だった。

　コレも想定外だった事だが、俺とアッシュはかなり優秀な方らしい。

　サファイヤは念動の評価がＣで普通だとか言っていたが、職場の同僚で平均がＣを上回っているヤツは皆無だった。

　殆ほとんどＥやＤどまりで、一項目とはいえＡ評価を受けているヤツなんか、マジでいない。

　結果、俺達二人は他の連中の何倍も仕事を押し付けられる羽目になった。

　信じがたい状況だ。

　他人より仕事が出来ると、給料は変わらないのに使い倒されるなんて。

　どうやら、アッシュはこうなる事が解わかっていて、念動が使えないフリをしていたし、喧けん嘩かを売られても黙ってやられていたのだ。

　それを無駄にしてしまった俺に対して、アッシュが怒るのも無理はない。

「「……」」

　俺とアッシュの二人が無言で仕事をしている理由は、もう二つある。

　とにかく臭い。

　下水管の交換なんか、悪夢を見ているように臭いし、給水管の方も古いヤツは内部が引く程錆さびてて臭い。

　俺達は、普段こんな汚い管を通った水を飲んだり、風呂に浸つかったりしてるのか、と思うと同時に、この仕事を怠ると、本気で取り返しのつかない事態になるとも思った。

　そして、俺達が不機嫌になる最大の理由が、上下水道プラントの食堂が使えない事だ。

　俺達は臨時で入った非正規という形らしい。

　食堂は正規の社員以外使ってはいけないので、俺達は別の場所で食事する羽目になった。

　それが俺とアッシュを最高にイラつかせた。

　プラントで働かされている、それ即すなわち記憶の改かい竄ざんが甘い連中という事。

　記憶が一部でも残っている囚人は、つまりは犯罪者なので普通に性格が悪いらしい。

「普通の会社でも良くある事だ。正社員以外が使用できない社員食堂とかな」

「非正規とか正社員とかどうでも良いいだろ！　俺達は全員……！」

「解っている。そのどうでも良い事を真顔で言うのが人間だ。怒っても仕方がない」

　そうして、俺とアッシュは売店で買ってきた弁当を食い、仕事をする事になったのだ。

　俺は青いツナギ。アッシュは赤いツナギ。

　何となく赤青コンビになった俺達は、今日もキツイ、キタナイ、クサイの三拍子揃そろった仕事に従事している。




「これが異能者の姿か！　超能力使ってやる事か！」

「うるさい。もう黙っててくれ」

　弁当を食いながら憤慨している俺を、アッシュが冷たく突き放す。

　とりあえず、会話に応じてくれる程度に仲が改善したので俺は、アッシュに気になっていた質問をしてみる。

「なあアッシュ。看守が人間じゃないってどういう事？」
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「言葉通りだ。アイツらは人間じゃない。別の生物だ」

「そりゃ、人間離れした髪色だけどさあ、染めたりしてるだけだろ？　銀髪だって有り得ない髪色じゃないし」

「普通の銀髪があんな宝石みたいに光るワケないだろ。どんな染め方すればあんな虹色に光るんだ」

「……人間じゃないなら、看守はいったい……」

「ホムンクルスだ」

「はあ？」

　図書館にあった本で読んだ事のある単語だ。

　ホムンクルスとは、錬金術師がフラスコの中で作る人工生命体だ。

　確かに異能者が実在してたんだから、人工生命体がいてもおかしくはないけど。

　いや、やっぱりおかしいな。

「ええ？　アイツらはアンドロイドとかサイボーグとか、ロボット的な存在なの？」

「詳しくは知らん。しかし、人間の中から異能者が発生して、異能犯罪で世間が大騒ぎになった時期に、突然政府がホムンクルスを製造して、そいつらを軍隊や警察の主戦力にしたんだ。異能犯罪者を取り締まるのも、監獄に閉じ込めるのもホムンクルスの仕事だ」

　この口ぶり。

　やはりアッシュは監獄都市の真実を知っている。

　というより、収監される前の記憶を保持してるっぽいぞ。

　コイツは重要な情報源だ。

　一番信用している友人が、俺の知らない情報を知ってるなんて。

「アイツらは人間を殺すのも捕まえるのも痛めつけるのも何とも思ってない。そもそも心が無いんだからな。冷徹に、機械的に仕事をこなすだけだ」

　俺は無表情なダイヤと、怒り狂ったルビー、ド変態のサファイヤの姿を思い浮かべる。

「いや、言いすぎだろ？　結構人間味あったよ」

「見た目に騙だまされるな。容姿は整っているが、感情なんぞ持ち合わせてない」

「そうかなあ……」

「もう一度はっきり言っておく。見た目が美少女でも中身は殺さつ戮りく兵器だ。というか、女を見た目で判断するのはやめろ。危険すぎる」

「ははは」

　アッシュの言わんとする事も解わかる。

　所詮男は美少女に弱い。

　しかし、別に騙されても良いいじゃないか。

　女だって美男子に弱いだろ、知らんけど。

　人間は皆みんな面食いなのだ。

　ダイヤ達看守が見るからにロボットだったら、人間味を感じる事は無かっただろ。

　そういう意味では、俺は良く出来た機械に情が移ってるだけかもしれないが……。

　ダイヤは無表情で淡々としていたが、俺が死なないように立ち回っていた。

　現に、ルビーから俺を庇かばってくれた。

　俺を殺そうとしていたルビーも、恐ろしいヤツではあったけど、無感情とは思えない。

「お前が今感じている事は、ＡＩに心があるように勘違いしているようなものだ」

「……人間じゃないなら、何で異能を使えるんだよ」

「それは解らんがな。ホムンクルスの異能は基本的に異能者より強い。アイツら看守は、俺達囚人の上位互換だと思っておけ」

「……やっぱり、アッシュは自分の記憶を失ってないんだな？」

「まあな」

「俺は監獄都市に来る前の記憶が残ってないんだけど、アッシュはどうして……」

「そんな事はどうでも良い。お前はとにかく、看守連中とつるむのはやめておけ。アイツらと関わってもロクな事にならん」

「別につるんでないけど……」

　最近は、ダイヤの監視も無くなったし、ルビーやサファイヤも研修以降は関わっていない。

　俺と看守連中の間に、何らかの繋つながりなんかないのだ。
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　職場から自室に帰ってくると、俺の部屋にダイヤがいた。

　俺は上下水道プラントで働くようになってから、学生寮から社員寮に引っ越していたのだが、その部屋でダイヤが当たり前のように、椅子に腰かけてる。

「何ですかその顔は？　私の顔を忘れたのですか？」

「いや、それは無い」

　ダイヤは相も変わらず無表情で、感情が解わかりづらいが、心なしか不機嫌に見えた。

「一体何を考えているのですか？」

「え？　何の話？　最近はずっと仕事してたけど？」

「野菜が不足してますよ」

「……は？」

　意味が解らない事を、ダイヤは口にしていた。

「どうして社員寮で食事せずに弁当ばかり食べているのですか？　選んでいる弁当もタンパク質過多の物ばかり。栄養バランスを考えて食事してください」

「何を言ってんの？」

「ですから、最近のヴァン君の食事は栄養バランスが悪すぎます」

「……」
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　何でコイツは俺の母親みたいな事を言ってるんだ？

　それ以前に、何な故ぜ最近の食事内容を把握している。

「何なんだよ……わざわざそんな事を言いに来たのか？」

「私はそこまで暇ではありません。少し気になる事があるので教えに来ました」

「気になる事？」

　ダイヤはちょいちょいと手招きして、俺に近付くように促す。

　俺がダイヤに少し近付くと、

「最近、囚人同士で喧けん嘩かが多発しているんです」

　なんて事を、ボソボソと教えてくる。

「ソレって珍しい事なの？　俺とアッシュも喧嘩売られてたけど」

「忘れたのですか？　ここの囚人は記憶を失って真人間のように振る舞う筈はずです。本来、この都市の中で事件が起きる事は稀まれです」

　そう言えば、囚人は記憶を消されてるんだったな。

　記憶を失い、重罪人である自覚を失ってる連中の巣そう窟くつで、犯罪や喧嘩が多発するという事は、

「記憶が戻りつつあるって事か」

「そうかもしれません。ここの囚人の場合、記憶が戻る、それ即すなわち凶悪犯の人格に戻るという事ですので」

　という結論になる。

　そう思った時、背筋に冷や汗が流れた。

　それは、周囲の人間全員が凶悪犯であるという事に関して恐怖したからじゃない。

　親友だと思っているアッシュに、記憶の欠落が見られない事が気になった。

　アイツがあまりにも良いいヤツだから何も気にしなかったが、記憶を失っていない理由も、どんな理由でここに来たのかも知らないんだ。

「私達は、どこかに扇動者がいるのではないかと疑っています」

「扇動者？」

「収監される前の記憶を保持し、監獄都市の真相に気付いた誰かが、他の囚人にも真実を伝え、扇動しているのかもしれません」

「へえ」

「ルビーさんは貴方あなたを要注意人物だと判断し、サファイヤさんもそれに同調しています」

「何でそうなる！」

　俺は思わず怒鳴った。

　ここ最近の俺は、キツイ仕事を耐え忍んでいるだけだったのだ。

　それなのに身に覚えのない容疑が掛るのは御免だった。

「貴方やりすぎなんですよ」

「何を？」

「念動力を数日で習得したり、他の囚人の数十倍の仕事をこなしたり」

「お前らが原因だろうが！」

　俺はまた怒鳴り声をあげた。

　そもそも、上下水道プラントで働くようになったのも、念動力を覚えたのも全部ルビーやサファイヤが原因だ。

　ルビーが喧けん嘩かを売り、サファイヤが俺に指導した。

「サファイヤさんは貴方あなたの素養がずば抜けている事に驚いていましたし、監視してたルビーさんは貴方のこなしている仕事量を見てドン引きでしたよ？」

「そこは感心する所だろ！」

「このままだと他の看守に目を付けられる可能性も……」

「ちょっと待った」

　俺はダイヤの言葉を遮さえぎった。

「他の看守？　お前と、ルビーとサファイヤ以外に看守がいるの？」

「当たり前でしょ。看守が三人で足りると思いますか？」

「何人いるの？」

「……全部で五十人足らずではありますが、貴方にとって危険な、という意味では、七人でしょうか」

「七人？　危険って？」

「看守の力量にも当然、個人差があります。実力が最も優れた看守は一位から七位までセプテントリオンと呼ばれるんです」

「セプテントリオン？　ソレって北斗七星だろ？　七人だから北斗七星ってか？」

「北斗七星？」

「星の名前だよ。夜に見える」

「ああ……人間は星にも石にも名前を付ける性癖がありますからね」

　性癖って……。

　そもそもコイツらのネーミング自体、宝石の名前だし。

　それにしても、何なんだコイツら。

　指示に従って全力を尽くしてるのに、疑いが増すのは理不尽過ぎるだろ。

「ていうか、ちょっと待って？　俺の仕事量ってそんなに多いの？」

「異常ですよ。人手不足で機能不全に陥おちいった上下水道プラントを、単独で、しかも数日で立て直してます」

　そんな評価嬉うれしくねえ。

　俺の事を周囲の人間が評価するのは良いいけど、安い給料で人より何倍も働くのは嫌だ。

「どうして貴方は訓練も仕事も難なくこなすんですか……悪目立ちして、只ただの囚人ではないと認識されてますよ」

「いや褒めてよ！　訓練と仕事を難なくこなす事を褒めてよ！」

「とりあえず、これ以上疑われるような事はやめてください。それから、記憶が戻っている囚人を見つけたら私に知らせる事。良いいですね？」

「そんな事言われても、お前は日頃何ど処こにいるの？」

「大声で呼べば、何い時つでも何処でも駆けつけます」

「お前は日頃何処にいるんだよ！」

　怖いよコイツ。

　良く考えれば、夜中に突然現れた事もあるし。

「じゃあ、もう帰ります。冷蔵庫に野菜炒いためがあるので食べておいてください」

「何で!?」

　意図が解わからないダイヤの言動に、俺はただひたすら戸惑うだけだった。








第四章　　　　幼おさな馴な染じみ




　監獄都市の地下に張り巡らされている無数の水道管。

　その一部分を担う区画で、俺とアッシュは二人きりで作業に没頭していた。

　直径二メートルを超える水道管を念力で持ち運び、同じく念力でボルトを回し交換する。

　大規模な都市の水道管には、水を通すだけでなく貯水する役目も必要らしい。

　だから巨大にする必要があるようだが、まさか内部を人間が通れる程巨大だとは思わなかった。

　それが原因で交換も整備も異様な労力を必要とした。

　アッシュが赤い念動の腕で巨大な水道管を固定している間、俺は青い念動の腕でボルトを回転させる。

　俺の透視能力で不具合の原因を発見する度に、二人で現場に赴いてそれを繰り返した。

「ふん。こうしてみると、やはり透視能力も便利だな。おかげで仕事量が増えたが」

　故障個か所しよを修理し終えた時、アッシュが呟つぶやく。

「……」

　俺はダイヤの話を聞いてから、アッシュに質問する事に躊ちゆう躇ちよしていた。

　何な故ぜ記憶を失っていないのか。

　何な故ぜ、ここが監獄都市である事を認識しているのか。

　以前に質問した時は、そんな事はどうでも良いいとはぐらかされたけど、明らかにアッシュの状態は普通じゃないんだよな。

　気になって仕方が無いが、しつこく質問したりすれば、俺とアッシュの間にある関係が破綻するような気がする。

　俺もアッシュも、囚人であり犯罪者だ。

　ダイヤは俺を覗のぞきで捕まったと茶ちや化かしていたが、実際は傷害や殺人で捕まった可能性もある。

　俺自身の記憶が戻ったり、アッシュの前歴を把握したりすれば、今のように仲の良い友人でいられなくなるかもしれない。

　最悪の場合、お互い殺人鬼かもしれないんだ。

　もし、そうならゾッとする話だ。

「どうしたヴァン？　まだ不具合が残ってるのか？」

「い、いや、このあたりは大丈夫。そろそろ引き上げよう」

　俺がそういうと、アッシュは赤い念動の腕を使用して地上に戻る為ための梯子はしごを掴つかみ、一瞬で地上まで上がってしまった。

　伸縮自在の腕を伸ばし、すぐさま縮めただけの事だが、恐ろしい程の錬度だった。

　やはり、アッシュは念動力の扱いに慣れている。

　一緒に仕事をするようになって確信したが、相当な力を持っている。

　という事は、アッシュは監獄都市に収監される前から、日常的に念動力を扱い、今現在もその時の記憶を保持している事になる。

「う～ん」

　という事は、アッシュの人格は監獄に収監される犯罪者のままの筈はず。

　どう考えても、俺にとっては悪いヤツではないんだが。

　アッシュはアッシュで、看守が人間じゃなくてホムンクルスだとか言ってたし。

　人間じゃない看守連中を信じるべきか。

　犯罪者であるアッシュを信じるべきか。

　全く判断が付かない。

「ん？　そこに誰かいるの？」

　俺が地下水道で考え込んでいると、地下通路内から女の声が聞こえてくる。

　声が聞こえた方向を見ると、黄色いツナギを来た女が俺に近付いてきた。

「……ってヴァン君じゃん」

「ああ、ナガトか」

　以前からナガトは、この黄色いツナギを着ていた。

　あらためて見るとなんて露出度だ。

　太ふと股ももが丸見えになるくらい丈が短い。

「お前って、凄すごい服装してるよな」

「何が？」

「いや何がって……」

　ナガトは自分の両脚が殆ほとんど露出している事を気にしていない風だったが、俺としては目のやり場に困る。

　女としては長身のナガトは脚もすらりと長く、肌も白い。

　胸や尻だけでなく、脚も太ふと股ももまで露出していると卑ひ猥わいな気がする。

　女子はミニスカートとか短パン穿はくからなあ。

　見られるとセクハラ認定する割に、露出度を上げがちな女の事は良く解わからなくなる。

「……ん？」

　ふと、ナガトの露出している太股を見ていた俺は違和感を覚えた。

　ナガトは決して肥満している訳じゃないが、太股が太い気がする。

　いや、太いんだから太股なんだろうけど、他の女子に比べて脚が太い。

　なんか、異様に筋肉質だし、大男でも蹴り殺せそうな感じだ。

「……ヴァン君……人の脚ガン見して考え込むのやめてくんない？　微妙に失礼な事考えてるでしょ？」

「いや？　良いい足してるなって思ってるだけだから」

「他意はないんだろうけど、その発言は完全にセクハラだからね？」

　ツナギを着たナガトはそんな事を言ってくるが、俺は前々から気になっていた事を質問してみた。

「なあ、お前はここが監獄だって気付いてるよな」

「そんなの、皆みんなうすうす気づいてるよ。看守の方は私達の記憶を消して安心しているみたいだけどね」

「ナガトは記憶が戻ってるのか？」

「まあ、ところどころ欠落してるけど、ヴァン君の事くらいはね」

「……」

　俺は眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでしまう。

　ダイヤは俺のように監獄都市の真相に気付く囚人をレアケースだと判断していたが、アッシュやナガトのように記憶を失っていない囚人はいる。

　看守連中が思っている以上に、自分が囚人だと自覚しているヤツは多いのか？

「そもそも、記憶を消すナノマシンの機能が完璧なら、囚人全員を無能力者にしたり、絶対服従の奴隷にする事も出来そうなのに、そうしないでしょ？　実際の所は個人差が激しいんだよ。ヴァン君はどんな感じ？」

「俺は……」

「ヴァン！」

　ナガトとの会話に集中していると、突然頭上からアッシュの怒鳴り声が聞えてきた。

　そう言えば、先に地上に上がっていたアッシュを放置していた。

　長々と待たされていたアッシュはイラつきながらマンホールの穴を通って地上から地下に飛び降りてくる。

「何い時つまで待たせる……ん？　誰だその女？」

　アッシュはナガトを見て、首を傾かしげる。

「私はナガト。上下水道プラントで働いてるの。前に会った事あるよね？」

「いや？　知らん。記憶にない」

　ナガトはアッシュに対してもあっけらかんと話しかけていたが、無愛想な態度を取られた所せ為いか、表情を曇らせた。

「わ、私今からヴァン君とお茶しようと思ってたんだけど、貴方あなたもどう？」

　なんてお誘いを受けた時、何な故ぜかアッシュはこれ以上無いくらい眉み間けんに深い皺しわを寄せた。

　そして、俺の方に視線を移して、

「お前……手が早い男だな……」

「いや、違うよ、ナガトは」

「俺は遠慮する。二人だけで飲め」

　なんて事を言い残し、アッシュは再び赤い念動の腕を使って地上に戻ってしまった。

　相変わらず、無愛想なヤツだ。

「あの人、アッシュって人だよね？」

「ああ、友達なんだ」

「……アッシュ……ねえ」

　ナガトは、アッシュの名前を呟つぶやいて、怪け訝げんそうな表情を浮かべていた。





　　　＊






　俺とナガトは適当な喫茶店で紅茶と軽食を取りながら、思い出話と近況報告をしていた。

「へえ、最近まで弁当屋でバイトしてたのに、最近上下水道プラントに来たんだ？」

「ナガトの方はずっと上下水道にいたのか？」

「うん。私ってナノマシンの効きが悪くてね。危険視されたから最初からプラント送り」

「ナノマシンって一体何なんだ？　副作用とか無いのか？」

「う～ん。詳しくは知らないけど、細胞レベルに小さい機械だから、あんまり長期間体内に残らないみたいだよ」

　そう言ったナガトは、指先から糸のように細い念動の腕を伸ばす。

　色は黄色だが、俺やアッシュの念動よりずっと細い。

「ヴァン君はナノデバイスって言葉知ってる？　凄すごく小さいマジックハンドの事でね。そのマジックハンドを使って更に小さいマジックハンドを作る……って事を繰り返すと、細胞レベルに小さいマジックハンド、ナノデバイスになるんだって」

「ああ。でも、限度があるんだろ？」

「ところが念動の腕はいくらでも小さく出来るから、もの凄すごく小さくて高性能なナノデバイスを出せる異能者もいるんだって」

「そういう異能者が、ナノマシンを作ったって事か」

「うん。まあ科学とか医学の知識が無いと無理みたいだけど、今は異能者がいろんな分野で大活躍だよ」

　ナガトは俺の知らない事を多く知っているようだったので、思わず前のめりになるくらい話に熱中してしまう。

　とりあえず、何の罪で収監されたのかは、聞くのが怖いから避けるとして、出来る限り重要な情報を仕入れておきたい。

「ナガト。俺はここに来るまでの記憶が殆ほとんど残ってないんだ。だから正直、今の状況が良く解わからない」

「大概の人はそうだと思うよ。ここは監獄都市。私達は囚人。それから可愛かわいらしい子がいたら、そいつは九分九厘看守ちゃん」

「看守が人間じゃないって話は本当なのか？」

「それは本当。ホムンクルスって呼ばれてる人工生命体」

　やっぱり、アッシュの話も正確だな。

　ここは監獄。看守は人工生命体。

「ホムンクルスには感情が無いってのも、本当か？」

「ないよ。人間じゃないし」

　ナガトはあっさりと答える。

　どういう事なんだ。

　囚人は皆みんな看守に感情が無いと指摘するし、看守は記憶を失っていない囚人を信用するなという。

　しかし、どちらも話してみれば普通なんだよな。俺にとっては。

「質問ばっかりして悪いな、ナガト。解らない事ばっかりで混乱してるんだ」

「良いいの良いの。私に解る事なら何でも教えてあげるよ」

　ふと、ナガトは俺を見ながら少し憂いを秘めた表情を見せた。

「どうした？」

「……ん、なんかね、幼おさな馴な染じみに会えて話してるだけで楽しいんだけどさ、こんな場所で再会したってのがね。ちょっと悲しいかなって」

「……」

　俺は返事に困った。

　監獄で再会する、つまり、お互い犯罪者になって再会した訳だ。

　これほど嫌な同窓会も無いだろう。

「ヴァン君は自分の罪状を覚えてるの？」

「いや……」

「私は覚えてるよ。言いたくないけどね」

「別に俺も無理に聞きたくない」

　俺達が監獄に収監される理由、罪状。

　これは、場合によっては殺人を筆頭とした凶悪犯罪だしな。

　思い出したいような、思い出したくないような。

　でも記憶は取り戻さないわけにもいかないし。

「ヴァン君……」

「ん？」

「いきなりこんな事言われても困るだろうけど、私はヴァン君の味方だから」

「は？」

「ヴァン君が困ってる事があるなら、何でもしてあげる。誰かがヴァン君を傷つけようとしたら、私が守ってあげるよ」

「いや、守るって……」

「なによう、私って割と強いんだよ？」

　言いながら、ナガトはいきなり立ち上がり、虚空を蹴りあげた。

　パンッ！　と音がなり、ナガトの足先が天井を向き、太ふと股ももが胸に当たっている。

「……」

　なんか蹴る時に鞭むちが振られた時の音がしたんだけど。

　鞭を振った時に出る音って、鞭の先端が音速超えてるから出るんだけど。

　というか、身体からだ柔らか過ぎるだろ。新体操の選手みたいだ。

「これでも格闘技を齧かじってるんだから。そんじょそこらの相手には負けないよ」

「解わかった、解ったからその体勢をやめろ」

　本当に、目のやり場に困るから。

「じゃ、私そろそろ休憩時間終わるから行くね。今度どこかに遊びに行こうよ。パノプティコンにも娯楽施設ってあるし」

「ああ……」

「じゃあ、またね」

　そう言い残したナガトは伝票を持って去っていく。

　本来、男の俺が奢おごるべきだったのか？

　そう思ったが、ナガトは受付で会計を終えると、さっさと喫茶店から出て行ってしまう。

「……？」

　しかし、金を払うのが速いなアイツ。

　俺が止める間もなく伝票持って行って、会計終わるのも速すぎだろ。

　一人でやる事もないし、俺も出ようと思っていたら、

「あ」

　ナガトと入れ替わるように、喫茶店に女が入ってきた。

　ルビーとサファイヤだった。




「良いい御ご身み分ぶんだなあ？　女と一緒に茶ぁか？」

「うふふ。別に良いじゃない。仕事がんばってるみたいだし」

　ルビーとサファイヤは、普通に俺が座っていたテーブルについた。

　ルビーは俺の隣に座り、サファイヤは俺と向かい合うように座っている。

　何なのコレ？

　俺って別にコイツらと親しくしたり打ち解けたりした覚えが全く無いんですけど。

　今思えば、ダイヤも俺に対する距離感がおかしかったような気がする。

　監視する為ために近付いてきたのかな？

「誰なんだよあの女は？　何の話してたんだよ？　なあ？」

「……」

　解わからん。

　恫どう喝かつしてくるルビーの言動を聞いて、コイツらに感情が無いとか、人間じゃないとか言う話が全てデタラメに思える。

「ルビーちゃん。そんな話しに来たんじゃないでしょ？　本題に入りましょ？」

「……お前、一体何者だよ？」

「は？」

　ルビーは俺を凝視しながら質問してくる。

「水道管の交換作業、お前だけ異様に速いんだよ。どうなってんだ？」

「いや、俺一人でやってないし」

　俺は何い時つもアッシュと二人で作業している。

　アッシュ抜きであんなペースの仕事は出来ない。

「アイツはお前の補助しているだけってのは知ってんだよ。お前、壊れてる場所とか、詰まってる場所を知ってるみたいに作業してるだろ？　どうなってんだよ」

「……」

　透視出来るから、異常がある個か所しよが見えるんです、と答えたら良いんだけど、コイツら二人に俺の透視能力を知られたくない。

　ダイヤとアッシュは知ってるけど、他のヤツに知られると良くないような気がする。

　そもそも、ダイヤに気付かれた事が切きっ掛かけでこんな事になったわけだし。

「アレは固有能力を使ってんだろ？　どんな能力なんだよ。言えよ」

「い、いやあ、何の話か、さっぱり……」

「手の内は晒さらしたくねえってか？　まあ賢明だがな」

　黙っている俺を見て、ルビーは何な故ぜか一人で納得している。

「ところでお前に頼みがある」

　ルビーは、いきなり俺の肩に手を回して顔を近づけてくる。

「この都市でゴミを焼き尽くす為ための処理施設があるんだけどよ？　最近調子が悪いんだよ。お前修理しろや」

「いきなりそんな事言われても……」

　いくらなんでも無む茶ちやな頼みだろ。

　見てみないと判断は出来ないけど、水道管の交換とはワケが違うだろ。ゴミ処理施設の修理とか。

　水道管や下水管は管の交換で済む場合が多いけど、ゴミ処理施設の修理って、明らかに電子機器や複雑な機械の修理技術が必要になる。

　透視で故障個か所しよがわかるとはいえ、機械の構造を把握しないと修理出来る訳がない。

　そして、それを学ぼうとすれば膨大な時間と労力がいる。

　はっきり言って、面めん倒どうだった。

　というか、十六歳のガキ相手に何を要求してるんだよ。

「ルビーちゃん。ヴァンさんは上下水道プラントに無くてはならない職員よ？　勝手な事言わないで」

「ああ？　ゴミ処理の重要性解わかってんのか？　ゴミの処理だぞ？　社会のゴミは全部燃やさねえと駄目だろうが」

「いざとなったらルビーちゃんの能力で燃やせば良いいでしょ。水道だって止まると困るのよ？」

「既に私が燃やしてんだよ！　もうゴミ処理が追いつかねえんだよ！」

「……」

　なんか、二人が俺を取り合ってるような会話しているけど、全然嬉うれしくない。

　二人共、便利な駒を欲しがってるだけだし。

「一番大事なのは相手の意志じゃないの？」

　その時、背後から男の声が聞こえた。

　俺の後ろのテーブルで、コーヒーを飲んでいた男がボソリと呟つぶやいたのだ。

　というか、真後ろの席に客がいた事自体気付いてなかったから、俺は普通に驚くが、

「「……!?」」

　言い合いを続けていたルビーとサファイヤは、何な故ぜかもっと驚いていた。

「い、いつからそこに……？」

　ルビーは思い切り挙動不審になりながら、俺の背後の男に声をかけている。

「ず～っとここにいたよ。君らが来る前から」

　なんて事をいうが、声を発するまで、恐ろしく存在感が無かった。

　気配がない。

　そこにいるのに、いる事に気付かせないような、異様な男だった。

　その男の顔を見て、いや、姿を確認して、俺は絶句した。




　めっさイケメンだったのだ。




　長身痩そう躯く。金髪碧眼。眉目秀麗。

　金髪は、やや緑色に見えるような変わった髪色だったが、絵に描いたような美男子。

　こんな美形男子がいて、気配を全く感じられないとはどういう事だろう。

「ルビー、サファイヤ。悪いんだけど、しばらく彼とお話して良いいかな？」

　美形君がそういうと、何な故ぜかルビーとサファイヤは何度も首を縦に振っていた。

　というか、この二人さっきからビビりすぎだろう。

　ルビーとサファイヤは離れた席まで移動してしまった。

　入れ替わるように、美形な男が俺と向かい合うように座る。

「……」

　この、作り物めいた顔立ち。

　ルビーとサファイヤと面識があるような態度。

　多分コイツは看守だ。

　今まで出会った看守が、三人全員女だったから考えもしなかったが、男の看守がいても全然おかしくは無かったのだ。

「はじめまして。アレキサンドライトです。アレクって呼んでね」

「あ、どうも、ヴァンです……」

　俺は思わず会釈しながら名乗る。

　男の看守でも宝石の名前なんだな。

　人工生命体のホムンクルスだから、宝石名を付けられているのか。

　作ったヤツが科学者か錬金術師か知らないが、そいつの趣味なんだろうな。

「……」

　俺はアレキサンドライトの顔を真正面からみて、あらためて思う。

　もう、存在そのものが光り輝いて見えるくらい美形。

　神こう々ごうしいとさえ言える。

　ダイヤ、ルビー、サファイヤも十分に美形だったけど、コイツの場合同性だから、同じオスとして圧倒的な敗北感と劣等感を抱いてしまう。

　というか、同じ生命体とは思えない。

　まあ、ホムンクルスなんだけど。

「悪いね。ルビーもサファイヤも強引だろ？　ダイヤは無愛想だし。でも、皆みんな純真で良い子なんだ。悪く思わないでね」

「あ、はい……」

　何故か、敬語になる俺。

「君の事は、前から知ってたんだ。上下水道プラントの不具合を次々と直してくれたんだってね。感謝しているよ」

「あ、どうも」

「最近、プラントの機材が不具合を起こす事が増えてしまってね。働いている職員の質が低下したのか、それともやる気の問題なのか、頭の痛い問題だよ。職員同士の喧けん嘩かも多いしね。君も何か人間関係で問題があったりしないかい？」

「えっと……社員食堂が使えなくて……」

「どういう意味だい？」

「いや、俺は正式に上下水道プラントの職員になってないから、食堂は使うなって先輩に言われたんだけど……」

　俺がそう言った瞬間、アレキサンドライトは表情を曇らせる。

「社員食堂で食事するのに資格とか条件なんか必要ないよ。この都市で働く者は、全員がどの食堂で食事しても良いいんだ」

　そりゃまあ、囚人が監獄の何ど処こで食事しようが問題無いだろうけど。

「解わかったよヴァン君。君にそう言った職員はすぐに処分しよう。名前か、顔は覚えているかい？」

「え？　処分って……」

「ん？　いや、もう二度と君の前にその職員が現れる事は無いから、気にしなくて良いよ。その職員の名前を……」

「い、いやいやいや！　結構です！　処分なんかしなくて良いです！」

「そうかい？　君は優しいんだね？」

　にこりとほほ笑むアレキサンドライトは、その存在が放つ輝きが更に増す。

　看守なんだから当然だが、囚人を処分……処刑する事を何とも思ってないっぽい。

　今はこれほど友好的に接してくるが、どんな切きっ掛かけで俺を処分しようとしてくるかわかったものじゃない。

　ダイヤ達の着替えを覗のぞいて下着姿をガン見した事はバレないようにしよう。

「……」

　しかし、妙だな？

　これだけ間近で接しているのに、相変わらず気配や存在感が希薄だ。

　殺気や威圧感なんか全く無い。

　端的に言うと、一緒にいて全然怖くないのだ。

　ダイヤ達は、一緒にいるだけで異様に強い事が肌で感じられる。

　念動力の扱いを覚えてからは、余計に彼女達と自分の実力差が大きく開いていると解る。

　だが、このアレキサンドライトからはそんな力を感じない。

　俺は、チラリとルビーとサファイヤがいる席に視線を向ける。

　二人共、バカでかいパフェを注文してパクついているが、それほど無防備であるにも拘かかわらず、全身を無意識に念動で包んでいる。

　オーラを纏まとっているようにも見えるが、途方もない力強さを感じる念動だ。

　それらは、アッシュやナガトのような囚人も纏っているし、もちろんダイヤも凄すさまじい錬度を感じさせる念動を纏っている。

　異能者なら、それが当たり前の筈はずなのに、アレキサンドライトにはそれを感じない。

　だから背後にいて気付かなかった。

　まるで、只ただの無力な人間を見ているような気分になる。

「ねえヴァン君。他人から尊敬されるのはどんな人間か知ってるかい？」

「え？」

　アレキサンドライトは、突然意味が解わからない質問をしてくる。

「尊敬される人間はどんな人間かって話」

「それは……タレントとか……アスリートみたいにテレビに出るような有名人と……」

「……」

「金持ちとか？」

「それだよヴァン君」

　アレキサンドライトは指をパチンと鳴らしながら頷うなずく。

「どれだけ立派でも、ガンバリ屋でも天才でも、金を稼ぐ事が出来なければ尊敬される事はない。逆に、金を稼いでさえいれば、どんなに人間性が伴ってなくても尊敬される」

　それは仕方が無い事だろう。

　俺達は、子供の頃から学業に励んだり、運動をしたり、他人とコミュニケーションをとる能力を競って上げようとする。

　それは将来の夢や仕事の為ためだが、端的にいうと金を稼ぐためだ。

　学力、体力、能力が無ければ仕事で金を稼ぐ事が出来ない。

　金が無ければ生きていけないからだ。

　そうした世界で、人より金を稼ぐ『成功者』が尊敬される事は当たり前だった。

「知ってるかい？　世間一般的に富裕層や上級国民と呼ばれる人種はね、他人の手柄を横取りする事と、自分の失敗を他人になすりつける事が上う手まいヤツばかりなんだ。政治家や官僚、権力者、会社の経営者みたいな連中は、殆ほとんど例外無くそういう人間だ」

「そ、そうですか……」

　俺は何となく、ダイヤと一緒に受けた授業の内容を思い出す。

　たった数人の富裕層が、三十億人以上の人間と、同額の資産を持つと。

　いくら有能で、資産運用が上手いといっても、限度があると思った。

「でもね、本来怒るべき被害者である一般市民、大衆は、そんな連中を尊敬すらしている。何い時つか自分もそうなりたいと憧れている。他人から奪う事が得意な連中を、奪われている連中が尊敬しているんだ。狂ってると思わないかヴァン君。何ど処この世界に、加害者を尊敬する被害者がいるんだい？」

　そんな事を俺に言われても知らんがな。

　合法的に金もうけしてる連中が好き勝手して、社会に適応出来ない連中が自覚なく奪われ続けてるだけだろ。

「だからね、僕は君みたいなヤツが好きさ」

「はあ？」

　いきなり熱烈な告白をされたぞ。野郎から。

「いくら働いても給料が変わらないのに、率先して人の何倍も、何十倍も働く」

　それは馬鹿なだけだろ。誰だよそれ。

「君のような人間こそ、本当は尊敬されるべきだと思う」

　俺の事だったらしい。馬鹿だね俺。

「なあヴァン君。人間にとって幸せとは一体なんだろう？」

「はい？」

　また意味の解わからない事を言いだしたぞ？

　アレキサンドライトは俺と話せるのが嬉うれしいのか、興奮している。

「考えてみようヴァン君。物心ついた頃から、学校で毎日のように学力と体力の向上に努める。それが学業というものだ」

　知らないんだけど。学生時代の記憶消されてるから。

　図書館で読んだ小説に出てくる学生は、大体ラブコメか異能バトルしかしてないし。

　まあ、学歴が大事だという話は色々な本でチラホラ読んだけど。

「六歳から、二十代前半までの、人間でいう成長期の全てを費やして培った力を、二十代後半から六十代までの数十年間、働く事だけに費やす。成長の対価が費やすだけだよ？」

「い、いや、働かないと生きていけないから働いてるだけだし……」

「それは詐欺じゃないか！」

「ええ？」

「がんばれば報われると教育を受けた子供の行きつく果てが、『餓死する程仕事は無いが、過労死する程の仕事はある』と言われる社会で働く事だよ？　酷ひど過ぎる！」

「はあ、まあ、そういう一面もあるけど……」

　別に人生ってそれだけじゃないだろ。

　趣味とか恋愛とか、他にも色々あるだろ。知らんけど。

「ヴァン君。全ての人間は幸福になる為ために生きているのに、どうしてこう上う手まくいかないんだろうね？」

「……はあ」

　それは確かにそうかもしれないけど、囚人と看守が考える事ではないだろ。

「僕には予感がある。君と一緒にいれば、その答えが見つけられると」

　何でだよ。

　重すぎるよ期待が。

　俺なんか透視で覗のぞきしただけの囚人なんだけど。

　俺の何がコイツをここまで熱くさせたんだろ？

　しばらく話を続けたアレキサンドライトは、パフェを食べ終わったルビーとサファイヤを連れて喫茶店を出て行ってしまった。

「……」

　俺は三人を見送りながら考え込む。

　アッシュとナガトは看守がホムンクルスであり、人間ではないと言った。

　しかし、アイツら普通に飲み食いしてたんだけど、コレはどういう事だ？

　恐ろしい連中ではあるが、どこか人間味や親しみを感じさせる看守。

　一緒に働き、苦楽を共にする友人であり、幼おさな馴な染じみである囚人。

　それに加えて記憶の欠落がある自分自身。

「なんかワケが解わからなくなってきたぞ……」

　忘れてはならない事を忘れていて、絶対に思いださなければならない。

　その焦燥感が何い時つまでも消えないのに、手がかりすら掴つかめそうもなかった。








第五章　　　　処刑人




　いきなりだが。朝、目が覚めた時。

　寝起きでフラフラの状態の時、可愛かわいい女の子がエプロン姿で料理してたらどう思う？

　解ってる。解ってるよ。

　女に料理押し付けてんじゃねえよとか、男も家事しろという批判は甘んじて受けるよ。

　女イコール家事という図式は時代遅れなのは解ってるさ。

　はいはい男女平等、男女平等。

　それを踏まえて、もう一度確認してみよう。

　起き抜けに、自宅で可愛い女の子がエプロン姿で料理してたらどう思う？




　俺は戦慄したね。




　現在、俺が住んでいる上下水道プラントの社員寮は、風呂トイレ付きな上に、ミニキッチンや冷蔵庫もある。

　簡単な料理くらいなら可能なんだが、基本的に食堂や弁当で済ませている俺は、そのキッチンを使用する事は無かった。

　しかし、今まさに、そのキッチンを使用して料理している女がいたのだ。

　銀髪で、制服を着用し、更にエプロンを着てキッチンに立つ女。

　背後からでもわかる。

　ダイヤが俺の部屋のキッチンで料理している。

　おいおい。可愛かわいい女の子に料理を作って貰もらえるなんて良いい御ご身み分ぶんだな、とか言われそうだが、俺はビビりまくっていた。




　ダイヤは手を使わずに料理してた。




　なんか、肩甲骨のあたりから白銀の羽みたいな物を生やして、その羽先の形を手みたいに変形させてフライパンや包丁を使用している。

　包丁で材料を切りながら、フライパンで何か調理し、なお且かつ別の手を背中から生やして冷蔵庫から卵を取り出したりもしている。

　怖いよ。

　千せん手じゆ観かん音のんみたいな感じで、複数の手を背中から生やして、いくつかの作業を同時に、並行してこなしてる。

　ダイヤの背中から生えている手が念動力なのは解わかってる。

　俺もアッシュも、上下水道プラントの作業中に散々使用した。

　やろうと思えば、念動で料理する事も出来るだろう。

　しかし、念動の使用は普通に手足を使うより疲れるのだ。

　自分の手を使わず、意志の力だけで物体を操作するのが念動力だが、普通に手を使った方が楽だ。

　それに手先からでなく、背中から念動を出すのも無む茶ちや苦く茶ちや難しい。

　念動はイメージが重要だから、手の形に形成する時は自分の手先から出した方が容易なのに、ダイヤはわざわざ背中から念動の手を出すという、ワケの解らない事をしている。

　まあ、人間の背中にある肩甲骨は用途が無い骨だから、人間の背中に天使のような羽が生えていた時の名な残ごりだった、という嘘うそ臭くさい説もあるけど。

「……何をしてるの？」

　若干、現実逃避気味に考え込んでいた俺は、意を決してダイヤに話しかける。

「見て解りませんか？」

「解らないね。料理してるように見えるけど」

「解ってるじゃないですか」

「……何で俺の部屋でお前が料理してるのかが解らないんだけど」

「貴方あなたが私の忠告を無視し続けるからです。私も嫌で仕方がありませんが、仕方なくこうしています」

　ダイヤの発言を聞いても、俺には意味が解らなかった。

「野菜が不足していると言ってあげたのに、相も変わらず偏った食事を続けていますね。もうこうなったら仕方が無いので貴方あなたの食事は私が作ります」

　なんだコイツ。

　惚ほれてしまうだろ。

「囚人に不摂生させる看守はいません。監獄では、囚人の栄養バランスに細心の注意を払っています」

　それは事実だ。

　とある国の監獄に収監される囚人は、太っている場合は痩せて、逆にやせ細っている場合は体重が増え、全員が数カ月から数年で適性体重になる。

　監獄に収監される事をダイエットだと称したヤツもいたんだとか。

　なんか図書館で監獄生活を書いたエッセイとかあったし。

　しかも、監獄内で高齢化すると、嚙かまずに食べられる離乳食が提供されたり、介護顔負けの手厚い補助を看守から受ける囚人もいる。

　仮にも殺人を筆頭に重い罪を背負う囚人を、一般市民が払う税金で補助するわけだから、批判の声もあった。

　そういう意味では、ダイヤの行動は看守として普通と言えなくもないけど……、

「お前ってどんな囚人に対してもそんな事するわけ？」

「お答えする必要はありません」

　お、そのフレーズは久々に聞いたな。




　とりあえず、俺は栄養バランスに気を使ったダイヤお手製の朝食を食べる事にする。

　作り方はアレだけど、普通に旨うまい手料理だった。

「……」

　というか、俺は手料理を食ったのが初めてのような気がする。

　いや、何い時つも食堂で食べている料理も、買ってくる弁当も誰かの手料理ではあるけど。

　知っているヤツが作った料理を食べる、という行為は初めてのような気がした。

　俺だって、収監される前は、母親に料理を作って貰もらった事くらいある筈はずなのに。

　何な故ぜか確信出来る。




　俺は、こんな経験をした事は無いと。




　部屋の中にあるテーブルで、料理を食っている俺を、ダイヤは黙って見つめていた。

　無表情で、無愛想で、何も言ってこないけど、とりあえず俺は、

「旨いよ。凄すごく」

「そうですか」

　感謝の言葉くらい言っておくべきだと思った。

　ダイヤが何を意図してこんな事をしているのかは解わからないけど。




「……とうとうアレクさんにまで目をつけられましたね？」

　朝食を食べ終わった俺に対して、ダイヤは深刻そうに呟つぶやく。

　俺は椅子に座っていたが、突っ立っていたダイヤは俺の使ってるベッドに腰かける。

「アレクさんって、アレキサンドライトの事か？」

「私達は皆みんなアレクさんって呼んでます」

「やっぱりあいつも看守か？　勝手に女ばっかりだと思ってたけど」

「ええ。アレキサンドライト。この監獄都市にいる看守の中で、最強です」

　何となく、そんな気はしていた。

　ルビーやサファイヤの、アレキサンドライトに対する態度には、畏怖の念がありありと出ていた。

　しかし、俺の目にはそんな風に見えなかったんだけどな。

　ルビーやサファイヤの方がよっぽど強そうで怖いし、ダイヤはもっと強そうだ。

　ぶっちゃけ、アレキサンドライトは今まで見てきた看守や囚人の中でも、一番弱そうに見えたのだ。

　俺に見る目が無いということだろうか？

「優しそうで、全然怖くないと思いました？」

「まあ、そうだな」

「あの人は一番厄介な看守ですよ？　はっきり言いますけど、もうヴァン君はいつ処刑されてもおかしくありません」

「はあ!?」

　思わず声が裏返る。

「俺は何もしてないだろ？　刑務作業だって真面目まじめにやってるじゃないか」

「貴方あなたに透視能力がある事がバレて、監獄都市の秘密を守れないと、私以外の看守にバレたら処分されるんです」

「殺されるのか？」

「……そうでなければ、もう一回記憶を消されます」

「記憶を……」

「暴行や殺人もそうですが、この都市の秘密を維持出来そうにない異能は危険視されます」

　それは、出来れば避けたい事態だ。

　今でも記憶があやふやだし、親の事も思い出せない。

　やっと少しずつ思い出し始めて、親しい友人や幼おさな馴な染じみもいる。

　この監獄都市で生活していた記憶を失うのは、今となっては惜しいけど。

「まあ、処刑されるよりはマシか……」

「え？」

「記憶消されたら透視の使い方も忘れるだろうし、また楽な刑務作業に戻れるかもな」

「……ヴァン君って記憶を無くすのが怖くないんですか？」

「殺されるよりはマシだろ？」

「…………私の事も忘れ……」

「は？」

「いえ、何でも」

「……」

　コイツ、俺に自分の事を忘れてほしくないのか？

　いくら俺が鈍くてもそれくらいは察するけど、そんな惜しむ程の思い出が俺達の間にあったかなあ？

　徐々に親しくなって距離が近くなった、なんて事はなかったような気がするけど。

「そんなに監獄都市に秘密って重要かな？」

「当然でしょ。私達看守にとって、最も守らなければならない秘密です」

　ダイヤは俺を凝視してくる。

「ここを普通の都市だと認識し、真面目まじめに一般人として生き続ける事が、貴方あなた達囚人にとっての更生です」

「……そこが解わからないんだよ俺は」

「どういう意味です？」

「自分の罪を忘れて生きるって更生か？　罪を償うって、罪を忘れずに生きる事じゃないの？」

「……」

　一瞬、ダイヤは視線を泳がせ、迷っているような表情を浮かべるが、首を横にふる。

「いいえ。記憶を無くしたまま生きる事こそ更生です。ソレが出来ない者は更生の余地がないのです」

「何でだよ？」

「だ、だって……殺した人は生き返りません。壊した物も、奪った物も返ってこないし、罪を消す方法は無いです。犯罪は、取り返しがつかない事なんです。反省したって、悔い改めたって……罪を犯した、という事実は消せません」

「だから記憶無くして、偽の町で一般人ごっこすれば良いいってか？」

「あ、貴方達は失敗した人です。殆ほとんどの人間は罪を犯さずに生きているのに、貴方達は違う。失敗を繰り返さない為ためには、失敗するような人生を送った事そのものを無かった事にするしかないのです」

　初めてかもしれない。

　ダイヤの無表情が崩れたのは。

　言っている事はおかしいが、自分の言葉に迷いを感じている。

「悪い事をした人を、いくら罰しても意味はありません。ここで普通に生活させる事は、むしろ慈悲です。貴方あなた達囚人に、記憶なんか必要ありません」

「だったら俺の記憶が消されても良いいって話になるだろ」

「それは……でも……ここで生きている間の記憶は……別です……」

「そうか？　俺ってプラントで働いてる間も嫌がらせで食堂使わせてもらえなかったりしたし、アッシュだってこの間殴られてたじゃないか。ここで生きていたって本質的には犯罪者のままだと思うけどなあ」

「……記憶が戻らなければ問題無い筈はずです」

「記憶が戻ってるヤツもチラホラいるらしいけど」

　俺はつい、アッシュやナガトとの会話を思い出して、口を滑らせてしまった。

　ナノマシンの効き目に個人差があり、記憶を取り戻しつつある囚人がいる事は周知の事実だと思ったから。

　しかし、ダイヤの方は違ったみたいだ。

　血相を変えて、俺の胸倉を掴つかんでくる。

「記憶を取り戻している囚人に会ったのですか？」

「は？　いきなりなんだよ？」

「監獄都市に収監される前の記憶を保持している囚人です！　誰なんですか!?」

　珍しく、ダイヤは狼ろう狽ばいしている。

　コレは不ま味ずいな。

　アッシュやナガトに迷惑をかける訳にはいかないぞ。

「知らないよ。もののたとえで言っただけで、別に……」

「誰なんです！　教えてください！」

「だから知らないって！」

　俺は掴みかかってくるダイヤを振りほどいた。

「どうして教えないんです？　あれほど言ったでしょう？　記憶を取り戻している囚人、それ即すなわち犯罪者、凶悪犯なんです。それは絶対に信用してはいけないし、関わって良いい相手ではないんです」

「……」

　アッシュやナガトの事を悪く言われているようで腹が立ったが、俺は何も言わない。

　友達と幼おさな馴な染じみを売るわけにはいかない。

「解わからないんですか？　救いようのない人間性の持ち主しか囚人にならないんですよ？　庇かばう必要は……」

「俺だって囚人だろ」

「……」

　その時、何な故ぜかダイヤは今までにない程、表情を曇らせた。

　傷ついているようにすら見える。

「そう……ですね。貴方も……囚人だったんです……」

　ダイヤは足元をふらつかせながら、俺の部屋から出ようとする。

「おい……」

　俺は声をかけたが、ダイヤは応える事無く去ってしまった。





　　　＊






　俺はいつも通りアッシュと一緒に社員寮から職場に向かった。

「何なんだよ……」

　俺は何もしていない。

　それなのに、なんか悪い事したみたいな感じだ。

　ダイヤを……女の子を傷付けたような気がしてきた。

「人工生命体……人間じゃないんだろ……」

「ヴァン？」

　独り言をブツブツ言ってる俺を、アッシュは怪け訝げんそうに見ている。

　自分をムリヤリ納得させる為ため、俺はブツブツと呟つぶやきながら、いつも通り職場に向かう。

　本当は解わかっているんだ。

　アッシュもナガトも、看守達に感情が無いとか言ってるが、そんな事は無いって。

　ダイヤはずっと、俺の事を気にかけていた。

　理由は解らないけど、俺の事を心配していたんだ。

　それでも、俺にはアッシュやナガトが記憶を失っていない事を教える気にはなれない。

「ヴァン、ちょっと待て」

「……？」

　その時、俺は足を止めた。

「様子がおかしい。人の気配が無い」

　アッシュが言うので、俺も周囲の様子を窺うかがう。

　いつも通りの、職場に向かう為の道。

　社員寮から、職場への道。

　しかし、いつもと違う。

　上下水道プラントに向かっている筈はずの職員の姿が無い。

　プラント本部前の広場に来ても、誰もいない。

　異様な静寂があたりを包み、何か得体のしれない恐怖が俺を襲う。

「ヴァンさん。アッシュさん」

　すると、ダイヤと同じ制服を着た青髪の看守が近付いてくる。

　サファイヤだ。

　上下水道プラントで働くようになってから、サファイヤとは割と頻繁に会話している。

　俺はとりあえず、状況を確認してみる。

「なあ、さっきから職員の姿が見えないんだけど、おかしくないか？」

「別におかしくは無いわよ。今日は休むように通達したから」

「へ？」

「……」

　俺は間の抜けた声を出す。

　アッシュの方は、何な故ぜかサファイヤを睨にらみつけていたが。

「なんだよソレ……俺は休みって聞いてなかったけど。聞き逃したのかな？」

「いいえ？　二人にだけ伝えなかったから」

「は？」

　サファイヤは唐突に警棒を取り出し、それを伸ばすと先端をアッシュの身体からだに当てる。

　瞬間、けたたましい轟ごう音おんと共に、雷光が周囲を照らし、アッシュは全身を痙けい攣れんさせる。

「な!?」

　俺は絶句した。

　スタンガンなどとはケタが違う。

　まさに、雷鳴が轟とどろき、雷光が周囲を照らしたのだ。

　ソレが収まった時には、アッシュは全身を黒コゲにし、前のめりに倒れていた。

　肉が焼けるような、気持ちの悪い匂いと、大量の煙がアッシュの身体から出ている。

「……！」

　俺は、何か言おうとしたり、行動しようとしたが、何も出来なかった。

　ただ、何が起きたのか解わからなくなってパニックになる。

　友達が雷撃を浴びて感電死する光景を見て、咄とつ嗟さに判断出来る訳もない。

　そんな俺に、サファイヤが抱きついてくる。

「ちょっ!?　え？　何？」

　驚いた俺は身をよじるが、サファイヤはギュッと抱きしめてきて離さない。

　そして、俺の耳元で囁ささやきかける。

「ここが監獄だって気付いてるんでしょ？」

　その時、俺は全身の血ちの気けが引いた。

　サファイヤの表情、口調で理解出来る。

　しばらく接して、親しくなったと錯覚していたが、違う。

　この女は、

「残念ね。凄すごく使える囚人だったから、こんな形で失いたくは無かったのよ」

　俺達囚人にとっての、処刑人に過ぎないのだ。

「し、知らない！　何の話だよ！」

「心拍数が上がってるわよ？　嘘うそついてるのが解るわ」

　俺は全力でサファイヤを振りほどこうとするが、出来ない。

　サファイヤは、異様な力で俺に抱きついている。

「女に抱きつかれたら誰だってこうなる！」

「また嘘うそついた。貴方あなたは異性に抱きつかれて心を乱す男じゃないわ。私には解わかる」

「何でだよ！」

　俺を抱きしめているサファイヤは、悦に入いっているような表情を浮かべている。

　さっきから、俺の背中を撫なでまわしている。

「人間の身体からだはね、電気信号で動いてるでしょ？　私にとっては、電池で動くロボットみたいにしか思えないの」

「……！」

「だから、何となく相手の性格とか、喜怒哀楽が解っちゃうのよ。所詮、痛みも快楽も電気信号に過ぎないって事が、私にはよく解る」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！　何でいきなり殺そうとするんだ！」

　ダイヤ曰いわく、暴行などなら処分。殺人は問答無用で処刑らしいが、俺もアッシュも処分されるような事はしていない。

「私達には、貴方達を全員いつでも処刑出来る権限と能力がある。ただそれだけの事よ」

　サファイヤがそう呟つぶやいた瞬間、俺の全身に激痛が走る。

　俺に抱きついたまま、サファイヤが雷撃を纏まとっている。

「……っ！　が……！」

　振りほどこうともがくが、何も出来ない。

　念動で身体能力を上げているにも拘かかわらず、何も出来ない。

　俺の念動より、サファイヤの念動の強度が上だからだ。

　一度捕まったらどうにもならない。

　おまけに電撃で全身がしびれて力が出ない。

「……っ！」

　俺は抵抗も出来ずに激痛に苛さいなまれる。

　まともな思考が出来ない。

「電気ウナギは電気を出す時、自分も感電してるのよ？」

　一緒に雷撃を受ける形になったサファイヤが、そんなうんちくを垂れている。

「どうして電気ウナギは感電死しないのか、それは解らないんですって」

　全身を青い雷光で纏うサファイヤは、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべて俺を見つめる。

「……」

　その時、俺の中にあったのは、激痛では無かった。

　諦めと、絶望。

　何があったのか解らないが、ダイヤの懸念が的中した訳だ。

　バレてはいけない事が看守にバレて、俺とアッシュは処刑される。

　なぜ、突然俺達が殺される事になったのかは、本当に解らない。

　心変わりしたダイヤが他の看守に報告したのか、俺達二人の会話を聞いていた誰かが告げ口したのか。

　しかし、今となっては全てがどうでも良いい。

　俺は、失敗したのだ。

　かつて何かを失敗して法を犯し、そして今まさに囚人としても失敗して死ぬ。

　只ただそれだけの事。

「ヴァン君！」

　意識が混濁している時、俺を呼ぶ声が聞こえた。

　俺の視線の先で、ナガトが異様な速度で接近してきた。

　周囲の建築物の高さを遥はるかに超える跳躍力を発揮し、文字通り飛ぶように移動している。

　見れば、ナガトの両足が黄色に発光していた。

　ナガトは俺を拘束しているサファイヤに対して飛び蹴りを放つが、

「……」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべたサファイヤは俺を離しながら回避する。

「……！」

　俺は驚きよう愕がくした。

　ナガトの蹴りはサファイヤが立っていた地面が陥没する程の破壊力を持っていた。

　どうやらナガトは俺やアッシュのように掌てのひらからではなく、足先から念動を扱うらしい。

　蹴りを避よけられた直後、

「縮しゆく地ち法ほう」

　何やら呟つぶやき、瞬間移動と見まがう移動を見せる。

　地面だけでなく、周囲の建物の壁すら蹴って立体的な移動をしている。

　サファイヤは電撃を纏まとった警棒で迎撃しようとするが、翻ほん弄ろうされているのか、全て空振りだった。

「振しん脚きやく！」

　瞬間、ナガトは強く地面を蹴り込み、掌しよう底てい打うちをサファイヤの腹部に見舞った。

「ぐ！」

　まともに腹部を殴られたサファイヤは信じられない勢いで吹き飛び、後方の建物の壁に激突した。

　振脚って、確か地面を強く踏み込んでから放つ打撃技……だったよな。

　それは地面を踏む力が強ければ強い程、威力が増すとか。

「ヴァン君！　生きてる？」

　ナガトは血相を変えて俺に近づいてくる。

「生きてるなら逃げるよ！」

「え？」

　ナガトは俺の返事を待たず、俺の身体からだを抱えてその場を跳躍した。

「うわ！」

　信じがたい。

　垂直に三十メートルは跳躍している。

　常軌を逸した跳躍力で、ナガトは飛びはね、あっという間にサファイヤがいた場所から離脱する。

　しかも俺を抱えたまま。

　そのまましばらく移動を続けるが、建物の間にある物陰に入り、俺を地面に下ろす。

「何があったの？　あの女って看守でしょ？」

「解わからない……。いきなり殺されそうになった」

　説明しながら、俺は尚なおも絶望していた。

　サファイヤがどの程度のダメージを負ったかはわからないが、このまま逃げても無駄だ。

　他の看守もいるし、ここは四方を壁に囲まれた監獄だ。

　監獄内で、囚人が看守に処刑を執行され、助かる方法はないだろう。

「ナガト……俺はもう……駄目だ」

「何が？　どういう意味？」

「もう、助からない。看守が俺を殺そうとするって事は、処刑が決まったって事だろ？　逃げ切れるワケがない」

「……」

　ナガトは俺を見つめたまま、考え込む仕草を見せる。

「俺を庇かばうとお前も危ない……もう……」

「諦めるのは早いんじゃないかな？」

「え？」

「監獄都市は広いんだよ。看守が把握しきれない場所もあるし、囚人が都市を整備する過程で勝手に作った地下空間もある。それに……」

　唐突に、ナガトは俺の肩を掴つかむ。

「いざとなれば、脱獄って手もある」

「脱獄？」

　確かに、死刑執行が決まった囚人が命を長らえるには、もう脱獄しかないだろう。

「……」

　しかし、気が進まない。

　全く気が進まない。

　アッシュが死んだ時、何も出来なかった。

　このままナガトの手を借りたりすれば、コイツまで死ぬかもしれない。

「無理だ。そんな事出来ない」

「諦めが早いんだよヴァン君は。とりあえず地下水路に潜伏して、その後水道管を使って脱獄出来ないか試そうよ」

「……」

「食料とかは私が持ってきてあげる。だから諦めないで」

　そんな事が上う手まくいくワケがない。

　ナガトも顔を見られているし、監獄の中で隠れ続ける事は不可能だ。

　それに、今の俺は助かろうとする気力を失っている。

　アッシュは死んだ。

　ダイヤも多分、俺を見限っている。

　俺が監獄都市に来てから培ったものは、全て無くなったようなものだ。

「ヴァン君……そもそもどうして看守が処刑を決めたと思う？」

　その時、ナガトは俺の頬ほおを掴つかみ、顔を覗のぞきこんでくる。

「それは、俺が監獄都市の秘密を知ったからだろ？」

「それを看守が気付いたのはどうして？」

　解わからない。

　俺が透視能力で監獄都市の秘密に気付いた事を把握しているのは、ダイヤとアッシュだけの筈はず。

　ダイヤは俺を庇かばってくれたし、アッシュが俺を看守に売るわけがない。

　理由が全く解らない。

「ねえヴァン君、あのアッシュって人の事だけど……」

　ナガトは唐突に、

「看守と一緒にいる所を何回か見たよ？」

「は？」

　意味の解らない事を言う。

「……アッシュが上下水道プラントに来た直後なんだけど……」

　それは、俺がサファイヤの研修を受けていた頃だ。

　その時だけ、俺はアッシュと別行動していた。

　その時以外、俺は殆ほとんど毎日アッシュと一緒にいたから、俺がアッシュの行動を把握していない唯一の時期。

　アッシュが、高い錬度の念動力から、当然のように研修を免除された直後。

「あの人、来たばかりなのにサファイヤって名前の看守とよく話してた。サファイヤは上下水道プラントの担当だから不自然じゃないんだけど、新入りだったアッシュが頻繁に話しかけられてるから変だって思ったの」

「……」

「ひょっとしてヴァン君。自分の事は全部アッシュに話してる？」

「……」

「アッシュって人は、ヴァン君が秘密にしたがってる事も聞きたがってなかった？」

「……」

「囚人の中には、司法取引で刑期を短くするために看守に協力するヤツもいる。それは他の囚人を見張って、売るって事なんだけど」

「嘘うそだ！」

　俺は思わず、自分が隠れている事も忘れて叫んだ。

「アッシュが俺を売るわけがない！」

「本当に？　ヴァン君はアッシュって人の事を全部、何もかも解わかってる？」

「……」

　俺は、透視能力を持っている事も、ダイヤに目を付けられた事も全てアッシュに話した。

　しかし、アッシュの方は、自分が監獄都市に収監される前の記憶を覚えている理由を教えてくれない。

　アイツが何な故ぜ、この都市に収監され、しかも記憶を失っていないのかは解らない。

「あ、ありえない。アッシュが看守と繋つながってるなら、アイツが真っ先に雷撃を食らった理由は何だよ？　アイツは黒コゲになったんだぞ？」

「それは、用済みになって切り捨てられたか、もしくは自作自演の芝居……」

　ナガトは何やら、深刻な表情で俺を見ている。

　その、同情と憐れん憫びんを含んだ表情は俺を余計に混乱させた。

「有り得ないって！　アッシュはそんな事しない！」

　俺は、ただひたすらナガトの言葉を否定した。

　否定する材料は何も無いが、そんなもの必要無い。

「あ、アイツは……俺の友達だ……そんな事……」

「友達になった理由は？　きっかけは？」

「はあ？」

「人間って、出会った瞬間は全員他人だよ？　その『他人』が『友達』に変わる瞬間は何なの？」

「……」

　他人が友達に変わる瞬間？

　知るかよそんな事。

　出会った時、どうでも良かった存在が大切な存在に変わる理由、切きっ掛かけ。

　そんな事誰にも解らない。

　でも、限りなく愛いとおしい、大切な相手に変わる瞬間はあるんだ。

　友達とか、恋人とか、それこそ結婚して家族になる瞬間ってヤツは、誰にでも訪れる可能性があるんだ。

「ふふ……」

　ナガトはその時、何故か笑みを浮かべた。

「ヴァン君……ソレは信じてるんじゃなくて、信じたいと思ってるだけだよ？」

「悪いか！」

「……悪くないよ」

　呆あきれ気ぎ味みに、ナガトは俺を見て、笑っている。

「悪くない。そこまで意地張るなんて……正直予想外」

「は？」

「でもね、とりあえず隠れ……！」

　唐突に、ナガトは顔を強こわ張ばらせ、明後日あさつての方向を向く。

　一瞬だったが、俺が見た事が無いくらい恐ろしい表情を浮かべた。

「え？」

　ナガトの視線の先には、全身を赤く発光させた男がいた。

「あ、アッシュ？」

　ついさっき、サファイヤの雷撃で黒コゲになった筈はずのアッシュが、無傷のまま歩き、俺とナガトに近付いてくる。

　それに、その全身の発光。

　身体からだを余すところなく念動で覆い、纏まとうその姿は、まるで看守だ。

　なんだあの威圧感は？

「そういう事だったのか……女……！」

　アッシュはナガトを睨にらみつけている。

「くだらん真ま似ねをしてくれたな！」

　怒気を含んだアッシュは、右手に纏う念動を巨大化させ、巨人のような腕を形成する。

「虎こ爪そう！」

　そして、その恐ろしく巨大な腕の五指を鋭い鉤かぎ爪づめ状に変化させると、何の躊ちゆう躇ちよもなくナガトに振るう。

　どういう事だ？　どうしてアッシュがナガトを襲う？

　ナガトはアッシュの巨大な腕による攻撃を回避し、素早い跳躍で離脱しようとするが、

「逃がさん！」

　アッシュの攻撃速度と、ナガトの移動速度はほぼ同等だった。

　つまり、間合いが離せない。

　ナガトはアッシュの攻撃を発光する足で受けるが、

「うあ！」

　掌しよう底てい打ちのような形で受け、凄すさまじい勢いで地面に叩たたきつけられてしまう。

　ナガトは一撃で昏こん倒とうし、身動きが取れなくなるが、アッシュは構わず追撃しようとした。

「アッシュ！」

　俺は、アッシュの顔面めがけて念動の腕を放った。

　要するに、念動で思い切り殴りつけた。

　アッシュは俺の青い念動を赤い念動で止める。

　青と赤の念動が、俺とアッシュの間でせめぎ合う。

「やめろよアッシュ！　何でこんな事するんだ！」

　一瞬、アッシュは俺を見て口を開きかけるが、

「……」

　無言で赤い念動の腕を巨大化させる。

　アッシュの念動は俺より強い。

　単純な押し合いじゃまるで勝負にならなかった。

　押し負けた俺はアッシュの赤い念動の腕に掴つかまれる。

　文字通り、巨人に全身を鷲わし掴みにされるような状態になってしまった。

　アッシュがその気になれば、俺は握り潰される。

　俺は全身をよじり、自由に動かせる右手を伸ばし、掌てのひらから青い念動の腕を伸ばすが、

「無駄な事はよせ、じっとしていろヴァン」

　アッシュはそれすら赤い念動の腕で防ぐ。

　ソレも右手一本。片手で。

　残った左手の先から、もう一本巨大な腕を赤い念動で形成したアッシュは、それを使ってナガトを攻撃しようとしていた。

「やめろ……！　やめろアッシュ！」

　アッシュの赤い念動の腕で拘束されていた俺は両手を塞がれている。

　だったらナガトのように足先から念動を出せば良いい。

　俺は脚の裏から念動を出した。

　初めて試したから不格好だが、足ではなく腕のような形で形成された青い念動は、巨大な腕で拘束され、宙ぶらりんだった俺の足の裏から地面にまで伸び、そのまま地を這はうように伸びてアッシュの足首を掴む。

「ん？」

　アッシュの足首を掴んだ念動を、俺は思い切り力任せに引っ張った。

「んが！」

　アッシュは前のめりにこけた。

　集中力が途切れたのか、俺の全身を拘束していた巨人のような赤い腕が消える。

　拘束から解放された俺は前のめりに倒れているアッシュの後頭部や背中に向けて青い念動の腕を伸ばし、滅めつ多た打ちにする。

「痛いて！　痛てて！」

　倒れていたアッシュはエビぞりになりながら悲鳴を上げた。

　しかし大して効いていないのか、俺を睨にらんでくる。

「やめろバカ！　結構痛いんだぞ！」

　青い念動の腕を使って滅多打ちにする俺に対して、アッシュは赤い念動の腕を巨大化させ、盾のようにして攻撃を防ぐ。

「本当にバカだなお前は！　何でその女を庇かばうんだ！」

「幼おさな馴な染じみだからだよ！」

　俺とアッシュは口論をしながら、青と赤の念動で殴り合い、押し合う。

　しかし、

「そいつはお前の幼おさな馴な染じみじゃない！」

　なんて事を言われ、俺は硬直する。

「え？」

「囚人は全員記憶が消されてるんだぞ？　囚人同士が相手を知人だと認識する方法はないんだ！」

　そう言われてみればそうだけど……。

　俺にはナガトと一緒に過ごした頃の記憶があった。

　アッシュもナガトも記憶があった。

　だからこういう事があってもおかしくは……。

「お前は自分の親の事を思い出したのか？　あのナガトとかいう女以外の友達は？　お前は何ど処こで産まれた？　何の罪で収監された？　一個でも言ってみろ」

　気が付けば、アッシュが目の前にいて両肩を掴つかみながら質問してくる。

　俺は、その質問に一つとして答えられなかった。

　そうだ。

　監獄都市に収監される前の記憶が一切戻っていない。

　なのにどうして、ナガトの事だけは思い出せたんだ？

「……う……！」

　頭が痛くなってきた。

　アッシュもナガトも囚人。凶悪犯。

　ダイヤ達看守は、いつ俺達を殺しに来るかわからない。

　そもそも、自分が何者なのかも思い出せない。

　他人も自分も信用できなくて、一体何を信じれば良いいんだ？

　今、俺の中にある確かなものは、子供の頃、ナガトと一緒にいた記憶だけなのに。

「はあ……」

　ナガトは俺とアッシュの様子をうかがい、溜ため息いきを吐ついた。

「上う手まくいかなかったかあ。ヴァン君の眼めには興味あったんだけどなあ」

　肩をすくめ、笑みを浮かべるナガトに対し、アッシュは俺を庇かばうように立つ。

「女！　どうしてヴァンの幼馴染のフリをした！」

「私からすればアッシュ君の方が意味不明なんだけどね。何で私のテレパスが効かないわけ？」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつになっている俺を放置して、アッシュとナガトが睨にらみあっている。

「テレパス……？　それでヴァンの記憶を書き換えていたのか？」

「まあね。赤の他人なのに幼馴染の振りするの大変だったんだよ？　それも全部君の所せ為いでご破算になったけど」

　ナガトは、俺を奈落の底に突き落とすような事を言ってくる。

　俺とナガトが、赤の他人？

　幼おさな馴な染じみでは無かった？

　テレパスで、俺の記憶を書き換えた？

「記憶を書き換える程強力なテレパス……ま、まさか、サファイヤとかいう看守が俺達を襲ったのは……」

「まあね。私が看守の記憶を弄いじって君達を死刑囚だと誤認させたの」

「……看守の記憶まで改かい竄ざん出来るのか……！」

「ついでに言うけど、君達二人がプラント送りになった原因の暴漢がいたでしょ？　アレも私がテレパスで記憶弄っといたの。アッシュ君を親の仇かたきくらい恨むようにしといたの」

「他人の記憶を……そこまで……」

　アッシュはナガトの能力に戦慄しているようだが、俺は話の展開に付いていけず、茫ぼう然ぜんとしているだけだ。

「看守まで好き勝手出来るなら脱獄でも何でも出来ただろう！　ヴァンに接触した理由は何だ！」

「ん？　別に理由は無いけど。脱獄とか、別にどうでも良いいし」

「何だと！」

「強いて言うなら、君達二人が仲良くしているから、関係を壊そうと思ったから」

「ふざけるな！」

「ふざけてないよ。私はさっきから君の質問には全部答えてあげてるでしょ？」

　ナガトはケラケラと笑い、俺とアッシュを眺めている。

　その表情には、俺と楽しそうに遊んでいた少女時代の面影がある。

　しかし、俺のその記憶すら偽りだったのか。

「引っ越しとか、宅配便の時の段ボールに入ってるプチプチあるでしょ？　アレを潰したくなるのと一緒だよ。私って恋人を見れば破局させたくなるし、友達を見れば絶交させたくなるんだよねえ」

「……そんな事をしてお前に何の得がある！」

「損得勘定で動いてる訳じゃなくて、コレは体質的な問題なんだってば。性癖とでも言うのかな？　私の能力は他人の思考を読んで、改竄するテレパス。だから私の頭には四し六ろく時じ中ちゆう、他人の考えてる事が流れ込んでくる」

　俺とアッシュは、言葉を失った。

　他人の考えが、四六時中流れ込んでくる？

　だから、俺の考えを読んで、知り合いの振りも出来たのか。

　しかし、周囲の人間が考えている、取りとめのない思考を読み続けて、正気を保っていられるのか？

　人間の思考は、口にしていないものは支離滅裂だし、ロクでもない本音もある。

　そんな、壊れたラジオがそこらじゅうにあるようなものじゃないのか？

「ははは！　壊れたラジオか。まあそんな風に思った時期もあるよ」

「……！」

　思考を完璧に読まれている。

　やっぱり、今まで俺が考えていた事は、何もかも把握されていたのか。

　ナガトは酷こく薄はくな笑みを浮かべ、俺とアッシュを指さす。

「私からすれば人間って、誰も彼も嘘うそつきなんだよ。本音と建前の使い分けって、コミュニケーションで大事だよね？　でも他人の本音が全部解わかる私からすれば、嘘を付き合ってるだけなんだよねえ。だから私が近付けば、恋人も友達も家族も、皆みんな関係が壊れる」

　俺達を指さしたまま、ナガトはケラケラと笑いはじめた。

「友達同士には陰口を教えて、恋人同士には浮気してるって教えるだけで簡単に崩壊したよ。私が弄いじるだけで壊れるような関係ってさあ、元から本物じゃないよね？　偽物だから壊れるんだよ。永遠の友情とか愛情を誓い合ってた連中が壊れるのって……最高に笑えるんだよ！　あはははははははは！」

「……それで、ナガトは結局何がしたかったんだよ？」

　その時、俺はようやく口を開いた。

　ナガトが赤の他人であり、俺とは幼おさな馴な染じみでは無かったと、ようやく認識出来た。

「だから言ってるじゃん。君達二人の関係を壊したかっただけ」

「何の為ために？」

「理由は無いよ。嘘だらけの関係を壊してるだけだし」

「……」

「……」

　思わず、俺とアッシュはお互いの顔を見た。

　多分、同時に同じ事を考えている。

「壊れなかったけど」

「壊れなかったな」

「……」

　その時、ナガトの表情が一変した。

　笑顔が消え、能面のように無表情になる。

　その表情からは、如い何かなる感情も読みとれなかった。

「気き色しよく悪……」

「せっぱつまると挑発も安っぽくなるな、女。気色悪いのはお前だ」

「あ～もういい。黙って。前々からずっとイラついてたけど、限界だわ……」

　ナガトは唐突に背中を向ける。

「逃がすと思うか？　お前はここで……」

「バカじゃないの？　ベラベラ話してないでさっさとやれば良かったのに」

　そう言った瞬間、俺達の眼前に銀髪の少女が現れた。

「……！」

　それはもう、突然空から降ってきたように、唐突に現れた。

　ダイヤだ。

　いつも以上に無表情で、虚うつろだった。

　近くで俺達の様子をうかがっていたであろうダイヤが、突然現れた。

　ナガトはダイヤの頭の上に手を乗せ、馴なれ馴なれしく撫なでている。

「ホムンクルスは人間じゃないからね。私のテレパスも効かない筈はずだった。私のテレパスは機械を操作出来る訳じゃないし」

　そう言ったナガトは、ダイヤの頬ほおを撫でている。

「でも、ヴァン君の事ストーキングしてる時のこの子さ、どう見ても人間なんだよね。で、試してみたら効こう果か覿てき面めん。他の看守も皆みんなそうだったよ。誰も彼も子供。産まれてからの記憶が少ない程、洗脳って簡単なんだけど、簡単に操れたよ」

　テレパスが通用する？

　それは人間と同じって事じゃないか！

「この二人死刑囚だから……ぶっ殺せ」

　瞬間、ダイヤの背中から天使の翼のような物が生える。

「「！」」

　俺とアッシュは、咄とつ嗟さに身構えるが、

「ぐあ！」

　ダイヤの羽が腕のような形に変化したと思った瞬間、アッシュが殴り飛ばされた。

　骨が砕けるような音がして、血ち反へ吐どを吐きながらアッシュが吹き飛ぶ。

「……！」

　速すぎる。

　タキサイキア現象でも、辛かろうじて視認出来ただけ。

　単純に、速すぎて何も出来なかった。

　ダイヤは虚ろな表情のまま、俺の方を見つめる。




　俺は、文字通り目の前が真っ暗になった。








第六章　　　　開かい眼げん




　何か、見えた。

　上から俯ふ瞰かんするような感じで、何かの映像が見える。

　黒髪の、男と女が、畳の上で胡坐あぐらをかき、膝を突き合わせて向かい合い、会話している。

　男の方は……俺だった。

　自分の姿を俯瞰して見る事になるとは思わなかったが、間違いなく俺だ。

　女の方は、見覚えが無いヤツだ。

　十代の、若い女だ。

　軍服っぽい制服を着た女が、同じ制服を着た俺と向かいあっている。

「神しん眼がん。コレが今から君にあげる異能の名前さ」

「異能って他人に受け渡し出来る物なのか？」

「時と場合による。私の場合は出来るというだけの話だよ」

「で？　神の眼めと書いて神眼だろ？　どんな能力なんだ？」

「過去、現在、未来。森羅万象を全て掌握出来る神の如ごとき眼。まあぶっちゃけチートだね」

「胡う散さん臭くさい……何で俺にそんな異能を渡す？」

「神眼使いはね、未来予知したり、過去の事件を把握出来たりするから、世界の危機を何回も救ってきたのさ。見込んだ相手を開眼させて仲間を増やしてね」

「ますます胡散臭いな。そんな便利な力なら、周りの連中全員に渡せよ」

「そんな都合の良いい話あるわけないじゃん～。素養ないヤツに譲れないし」

「俺には素養があるってか？」

「そそ。まあまあだけどね。でもそれより重要な事がある」

「重要？」

「悪用しないかどうかって事さ。大昔の話だけど、生き真面目まじめで正義感に溢あふれる男がいてね。周囲の評価も高かったから、当時の神眼使いも喜んで開眼させたよ」

「それでどうなった？」

「正義感溢れる生真面目君だったからね。戦争も災害も事前に察知して、人命救助しまくったよ」

「良いヤツじゃないか」

「その内、犯罪者が犯罪起こす前に殺したり、戦争が始まる前に首相と大統領を殺したり、悲劇が起こる前に対処するようになった」

「おいおい……」

「周りから見ればイカれてるよね？　まだ何も起きてないのに行動して、人を殺しまくるんだから。他の神眼使いも危機感を覚えて止めようとしたんだけど、なにぶん生真面目君は神眼使いとしての素養も高かったし、元から持ってる異能も強かった」

「それで、そいつはどうなった？」

「さあ？　昔の事だし、もう死んでるんじゃないの？」

「適当な話だなあ。実は生きてて俺と出会う、なんて事にならないだろうな？」

「とにかく、その生き真面目まじめ君の事例があってから、神しん眼がん使い達も簡単に神眼を与える事に躊ちゆう躇ちよするようになったのさ。それはそれで人手が足りなくなって大変になったけどね」

「話は解わかった。それでその神眼を俺に渡す気になった理由は？」

「うん。君は不真面目な男だから、神眼を得てもそんな悪い事はしないんじゃないかなって。精せい々ぜい、女子更衣室を覗のぞき見みする程度じゃないかな？」

「覗かねえよ！」

「またまた～。透視能力手に入れた男は皆みんなそうするって。生真面目君はやらなかっただろうけど」

「もう良いい！　そんなご大層な異能要らねえよ！」

「遠慮しないの。手に入れて損するものじゃないし、受け取っておきな？」

「本当にデメリットは無いのか？」

「……うん。まあ、素養ない人は眼めから得られる膨大な情報が原因で脳が焼き切れる」

「デメリットがデカ過ぎるだろ！　廃人とか認知症になるって事かよ！」

「大丈夫大丈夫！　君はそこまで素養ないから、脳が焼き切れる程使いこなせないって」

「全然安心出来ないな……」

「素養が無い方が良い場合もあるんだよ？　私なんか素養ありまくりな所せ為いで見たくもない未来を予知して大変だったよ」

「使い方は？」

「それは手に入れてから創意工夫しなよ。十人十色。同じ能力の持ち主でも、使い方は全員違うしね」

「お前はどんな風に使ったんだ？」

「そうだね～。競馬の万馬券当てまくったり？」

「悪用してんじゃねえか！」

「あはは！　いやあ、親に頼まれちゃってねえ」

「まったく……まあ、未来予知出来るって解ればそんな使い道しか思いつかないかもな」

「私の場合、やりすぎて周りの大人おとなにバレて、誘拐、拉ら致ち、監禁されちゃってねえ」

「はあ!?」

「あっちこっちの組織とか国家権力に拘束されて、株価の上がり下がり予知したり、外国の情報仕入れたりしたかなあ」

「……」

「だからね？　素養があるのも考えものって話。私は大変だったよ？　周りの連中に利用されちゃってさあ。君が助けてくれなかったらどんな事になってたか」

「いや、俺も組織の命令でお前を誘拐しただけだがな。コレで助けた事になるのか？」

「うふふ。君は私が未来予知出来る事を忘れているようだね？　ぶっちゃけ、私が君と出会って助け出される未来なんかとっくの昔に予知してたのさ」

「じゃあ、利用される前に逃げれば良かったのに」

「だってさあ、助かると君と出会うきっかけが無くなるし」

「……俺に会う事ってそんな重要か？」

「鈍いヤツだな！　君に会えない未来は嫌だったって話だよ！」

「……？」

「マジかコイツ……アホだ……」

「別にどうでも良いいけど、とにかく俺にその神しん眼がんをくれるんだな？」

「そそ。それでこれから起きる惨劇を防いで欲しいって事」

「惨劇って？」

「人類滅亡」

「何だと!?　人類って滅亡するの!?」

「まあねえ。このままだと滅亡するねえ」

「軽くねえ!?　話の重さの割に口調が軽くねえ!?」

「でも、私からすれば子供の頃から知ってる未来だしね。今さら反応出来ないよ」

「阻止しろよ。そういう時の為ための神眼使いだろ？」

「無む茶ちや言うなよ～。私一人で何が出来るっていうのさ」

「はあ？　他の神眼使いは？」

「皆みんな死んだっぽい」

「何でだよ！」

「さあ？　多分神眼使いを殺してるヤツがいるんじゃないの？　人類滅亡を画策してる誰かが」

「おいおいおい！　未来予知出来るヤツらが何で自分の死を阻止出来ないんだ！」

「ぶっちゃけ、神眼って戦闘力と関係無いんだよね。私も周りに利用されても自力で逃げられなかったし。後、未来を予知出来る精度も個人差あるし」

「貰もらうのが嫌になってきたぜ……」

「大丈夫。君に神眼を譲れば全てが始まる。君から彼女に神眼を渡せばそれで未来はハッピーエンドさ」

「エンドって、終わってるじゃねえか……ていうか、彼女？　誰だ？」

「言いたくありませ～ん。ぶっちゃけ私は彼女が嫌いで～す」

「はあ？」

「とにかく、君は神眼を持った状態で監獄都市に収監されてきな。後の事は成り行きに任せれば大丈夫。ぶっちゃけ、彼女に神眼を渡せれば、君がどうなっても良いし」

「良くねえよ！」

「あのねえ、君は本当にどうでも良い男なんだよ。運命とか、天命とか、神から与えられた使命とか無いんだから。本当にたまたま、私に神しん眼がんを与えられただけの存在。普通の凡人のその他大勢。別にいてもいなくても良いいモブキャラなんだよ」

「お前なあ……事実でも酷ひど過ぎるだろう」

「だから……けなす為ために言っているんじゃないってば。私は『預言者』。彼女は『救世主』なんだけど、君はそういうご大層な存在じゃないんだ。滅びの運命を予知したり、それを回避する為に戦う運命を持ってるヤツからすればさあ、君ってヤツは本当に贅ぜい沢たくで羨ましい存在なんだよ」

「どこが？　なんかさっきから自分が凄すごいって自慢しているようにしか聞こえないぞ？」

「だって、君は何も考えずに生きてるだろ？　日々を無為に過ごしてるだろ？　未来に備えて不安に慄おののいたり、過去のトラウマに苛さいなまれたりしない。本当にうらやましいよ。何も考えずに生きていられて」

「……バカにされてるような気がする……」

「してないしてない。精せい々ぜい『預言者』と『救世主』の橋渡し役を頼んだよ？　それは君にしか出来ない事だしね」

「俺に出来る事なんか、他の誰でも出来るだろ？　なんせモブだし」

「それはない」

「は？」

「それはないって言ったんだ」

「なんで？」

「君でなければ私を助けられなかったように、君でなければ彼女は接触してこない。君以外では不可能なんだよ。私から神眼を受け取り、彼女に渡す事は」

「だからなんで？　俺は凡人だろ？　運命ってヤツか？」

「違う。私と彼女の意志だ。人間の意志ってヤツは面めん倒どうでね。神様でも変えられないのさ」

　黒髪の女は、首を傾かしげている俺の頭を両手で掴つかみ、自分の額と俺の額をくっつけていた。

「ぶっちゃけね。私は人類滅亡を阻止したくなるほど、他人の事が好きじゃないんだよね。嫌なヤツ多いし。良いヤツ少ないし」

「お前の眼めで見ればそう感じるか？」

「そそ。こんな眼を持っちゃったばっかりに、ロクに恋も出来ない乙女おとめになっちゃったよ」

「好みの男くらい見つけれるんじゃねえの？　それこそ、その眼で世界中見渡して探せば？」

「もう見つけた。でも振られちゃうんだ」

「はあ？」

「私はね、君さえ幸せに生きられるなら、もう何がどうなっても良いよ」

「久く遠おん？　お前さっきから変だぞ？」

「私はずっと変だよ蛮ばん君。君を見つけてからずっと変」

「？」

「さようなら蛮ばん君。元気でね」

「ちょっと待て久く遠おん。そんな二度と会えないみたいな事言うなよ」

「この眼めはいつだって君の味方だ。必ず君を守ってくれるよ」





　　　＊






　なるほど、理解した。

　今まさに、俺に必要な過去の情報を見せられている。

　しかし、コレは違う。

　コレはアイツが俺に神しん眼がんを渡した時の事。

　俺が、俺自身が培い続けた力の事ではない。

「……」

　見せてくれた。

　監獄都市に来る前の記憶。

　預言者である久遠と出会う前の記憶。

　俺がヴァンではなく、橘たちばな蛮だった頃の記憶。

　断片的ではあるが、走馬灯のように見えてくる。

　思い出す価値の無い記憶だった。

　無くして惜しむ程の記憶ではなかった。

　そもそも、自分の命は惜しむ程に価値は無かったのだ。

　俺は、産まれた瞬間から、生きている時間の全てを同じ事に費やしていたらしい。

　山奥の、人里離れた場所にあった施設。

　両親の顔も知らない赤子が集まって共同生活をする。

　そこで俺は同じ事を延々と繰り返していたのだ。

　物心ついた頃から繰り返していた所せ為いで全く気が付かなかった。

　子供の傍そばに父親と母親がいない事も、外界に出る事が許されない事も、おかしいという事に。

　他に何も知らず、それが当たり前だと思っていたから、俺は教えられた事を延々と繰り返し、鍛え続けた。

　俺の傍には先生がいて、同輩がいて、先輩がいて後輩がいた。

　同輩と先輩と後輩は減ったり増えたりした。

　誰かがいなくなる度に、誰かが補充されていた。

　他に何も知らなかった俺は、自分達が何を繰り返し鍛えているのか解わからなかった。

　そして、ある日から俺は社会常識というものを学ばされた。

　今考えると、コレが良くなかったらしい。

　俺の鍛えていた技術を活用する為ためには、必要最低限の常識も必要だったらしい。

　しかし、必要最低限の常識を身に付けた俺は、自分の鍛えていた技術が何の為ためのものか解わかってしまった。




　暗殺だ。




　徒と手しゆ空くう拳けん。素す手でによる暗殺術。

　念動という、生身の力を容易たやすく超える力を持つ、伸縮自在の腕を使用した殺人技。

　俺がいた場所は、異能を持つ赤子を拉ら致ちして暗殺者に育てる為のものだったらしい。

　それが解った時、俺は思った。

　マジでやべえ。なんて悪いヤツらだ。

　常識が人並みに身に付いた俺は、殺人が良くない事まで理解していた。

　当然思った。人を殺したら駄目だろうと。

　結果、俺は逃げた。

　その時、先生と同輩と先輩と後輩を全員再起不能にする必要があったが。

　とりあえず、俺は組織の金をちょろまかして逃げた。





　　　＊






「……」

　永遠のような、一瞬のような白昼夢を見た。

　いや、アレは邂かい逅こうと呼ぶべきだったか。

　俺がアイツに与えられた神しん眼がんの能力『過か去こ視し』。

　それは俺の失った記憶を断片的にだが見せてくれた。

　全てではないが、今の俺に必要な情報、経験は貰もらった。

　俺は倒れていた状態からむくりと起き上がる。

　周囲の様子を窺うかがうと、アッシュは倒れ伏し、虚うつろな表情のダイヤは、依然目の前にいる。

「あれ？　しぶといねえヴァン君」

　ダイヤに殴り飛ばされ、吹っ飛ばされた俺が起き上がった様子を、ナガトは楽しそうに眺めている。

　俺は口の中に溜たまった血を吐き捨て、首の骨をパキパキと鳴らしながら立ち上がる。

　戻った。失っていた経験と技術が全て戻っている。

　とりあえず、ダイヤを元に戻し、ナガトにはけじめを付ける必要がありそうだ。

「ほらほらダイヤちゃん。さっさとやっちゃって」

　どこか他ひ人と事ごとのように、ナガトはダイヤに命令をしている。

　ナガトの指示を受けたダイヤは、虚ろな表情で俺に対し攻撃をしかけてきた。

　先ほど、アッシュと俺を秒殺した翼による打撃。

　目にも止まらない速度で放たれるそれを、俺は避よけた。

「……？」

　ダイヤは怪け訝げんそうな表情を浮かべるが、構わず追撃をかける。

　恐ろしい程の速度による打撃を左右の翼で繰り返すが、俺はそれを全て回避した。

　その段階で、ナガトの表情が変わった。

　余裕の笑みが消え、顔を強こわ張ばらせる。

　するとダイヤは、背中の翼を大きく広げる。

　その翼は、羽の一枚一枚が一本の腕に変化する。

　ダイヤの背中に生えた翼は、一瞬で数十、否、数百の腕に変化した。

　まるで千せん手じゆ観かん音のん。

　以前サファイヤが言っていた事は事実だったようだ。

　念動に関する五つの項目。

　強度、速度、持続、射程、本数の全てがＡ評価。

　つまり、凄すさまじい怪力の腕を、目にも留まらない早さで、長時間にわたり使用出来て、長い射程を持ちながら、しかも同時に何百本でも出せるのだ。

　あの無数の腕、一本一本が、俺達異能者が使用する念動の腕以上の性能なんだろう。

　まさに万能。最強と言って良いいかもしれない。

　それに対して、俺の能力は変わらない。
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　監獄都市に収監される前に費やした経験を取り戻したところで、スペックはまるで変わっていない。

　速度はＡ評価だが、それ以外は全てＣ。

　総合力に関して、俺は圧倒的に劣っている。

　要するに、俺は速度以外の全てがダイヤに劣っているのだ。

「ふう」

　俺は胸をなで下ろす。

　不幸中の幸いに、心の底から安あん堵どした。




　俺はダイヤより速いらしい。




「……!?」

　千せん手じゆ観かん音のんのように無数の腕を振り回し、嵐のような打撃を繰り出すダイヤ。

　しかし、当のダイヤの方が困惑していた。

　俺は、四方八方から襲ってくるダイヤの念動の腕を、悉ことごとく回避する。

　一発でも当たれば即死するような打撃の嵐。

　それを全て回避し続ける。

　俺には、無数の腕による攻撃が止まって見える。

　周囲の動き全てがスローモーションになり、攻撃が止まっているように感じる。

　神しん眼がんは文字通り、千里眼の如ごとき視力を俺にもたらす。

　そして、動体視力とは、視力の高さに正比例する。

　俺の眼めには、銃弾すらも止まって見える。

「っふ！　った！　よっと！」

　もちろん、見えるだけでは意味がない。

　眼で解わかっていても、身体からだが反応出来なければ直撃を食らって即死だ。

　しかし、幸いにも俺の念動は速度特化型。

　俺とダイヤの速度は同じＡ評価だが、それはＡ以上のランクが無い所せ為いだ。

　自分の肉体を素早く動かす事に関して、俺は他の追随を許さない。

　俺が生まれつき持っていた素養は、久く遠おんがくれた神眼と相性が良かった。

　基本的に、俺が他人からの攻撃を食らう事は無い。

　無数の打撃を避よけ続ける俺を見て、ダイヤは明らかに動揺している。

　しかし、忘れてはいけない事がある。

　速度以外は全て劣っているという事は、このまま続ければ俺が死ぬ。

　能力の持続時間が劣る以上、長期戦になれば俺の体力が先に尽きる。

　つまり、その前にケリを付けなければならない。

「……」

　記憶の中に現れた久く遠おんの言葉を信用するなら、ダイヤは救世主になる女だ。

　もしかしたら、他の女かもしれない。

　しかし、他に考えられない。

　万能の念動。他者の固有能力のコピー。

　こんな事が出来る女以外に、世界の危機が救えるか？

「う～ん……」

　でもなあ。そう考えるとおかしいぞ。

　世界の危機を救う救世主が、こんな程度の事態で、他人の操り人形になるとは。

　このままナガトに操られて、救世主になれるかなあ。

　まあ、ダイヤが俺程度のヤツに負ける訳もないから、手加減の必要はないか。

「おい。今から攻撃するぞ。ちゃんと防御しろよ」

「……？」

　間の抜けた事を言う俺に対して、ダイヤが動きを止める。

　俺は右手の平をダイヤに向け、左手で右手首を掴つかむ。

「百ひやつ歩ぽ神しん拳けん」

　瞬間。俺の右手から青い閃せん光こうが走った。

「……!?」

　ダイヤは背中の羽で全身を包み、防御態勢に入っていた。

　その状態のまま、青い閃光をまともに受ける。

「う……！」

　ダイヤは遥はるか後方にまで吹き飛び、直線状にある建築物全てを貫通していく。

　はたから見れば、俺の右手からビームやレーザーが出たように見える。

　しかし、実際は違う。

　実はこれ、単なるパンチなのだ。

　念動とは、伸縮自在の腕を出す能力に過ぎない。

　念動力で戦う際には、長い手で格闘技をする事しか出来ないのだ。

　格闘技における打撃は、速度と重さの掛け算で破壊力が増す。

　強度と速度が高ければ高い程、破壊力は高くなると思って良いい。

　特に、速度が増した際の上昇率は高い。

　軽い弾丸でも、超音速で飛べば人を殺せる事は、銃器が証明している。

　そして、念動の速度に限界はない。

　俺が使用した『百歩神拳』とは、速度が速ければ速い程破壊力が増す暗殺拳。

　速度特化型の俺が使用するには、おあつらえ向きの技だった。

「な……」

　後方の建築物を貫通しながら吹き飛んだダイヤを見て、ナガトは絶句している。

　本当は、そのナガトの顔面に神しん拳けんをブチ込んでも良かったけど、多分即死するだろうからやめておく。

　ダイヤの方は、ふらつきながらも立っていた。

　直撃されながら、全く無傷だった。

　まあ、オールＡ評価だし、当然だけど。

「ほらどうしたダイヤ。こっち来いよ。かかってこい」

「……」

　ダイヤは、明らかに俺に対して怯おびえ始めている。

　まるで、得体のしれない化物を見るかのように、俺を見ている。

「何をビビってるんだ？　お前なら簡単に勝てるよ。コピーしろ。俺の能力をコピーすれば良いいんだよ」

「……コピー？」

「お前は見た能力は全部覚えられるんだろ」

　言いながら、俺はダイヤに近付いてく。

　不用心に近づいてくる俺に対して、ダイヤは戸惑っている。

「俺の眼めを見ろ」

「……」

「俺の能力をコピーしろよ」

　ダイヤは、俺の神しん眼がんを凝視する。
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　人間は、赤ん坊の頃、習ってもいない母国語を覚え、使えるようになる。

　幼い子供ほど、学習能力は高いと言われている。

　ダイヤの固有能力は、赤子のような純粋な瞳。

　それは他人の能力を見ただけで習得する。

　つまり、俺の神しん眼がん……過か去こ視しにだって開かい眼げん出来る筈はずだ。

「う……あ……あ！」

　ダイヤは、眼球を虹色に発光させながら呻うめき声ごえを上げる。

　傍はたから見れば、眼めを光らせてる男女が見つめ合うというシュールな絵面になってるが。

　ダイヤが過去視に開眼すれば、過去の映像を見て、現在の自分が持つ記憶の齟そ齬ごに気付けるだろう。

　つまり、

「ヴァン……君？」

　ダイヤを元通りにする事が出来るって話だ。

「あれ？　私……何でヴァン君と……」

「記憶が戻ったか？」

「あ、はい……大丈夫……です」

　戸惑い気味に、ダイヤは俺を見上げている。

　さて。コレで状況は一気に改善されたぞ。

　後はダイヤにナガトの能力を……なんて考えていると、ナガトが脇目もふらずに逃げているのが見えた。

　不利を悟ったんだろうけど、今さら何ど処こに逃げても逆転勝ちはない。

　他の囚人や看守をテレパスで洗脳しようが、ダイヤには及ばないからだ。

　ダイヤがナガトのテレパスをコピーしてしまえば、洗脳されている連中を元に戻す事も可能だろう。

　この戦いは既に終わっているのだ。

「あ……ああ……！」

　その時、ダイヤが悲鳴を上げた。

　全身をガタガタと痙けい攣れんさせ、俺にしがみ付いてくる。

「ん？　どうした？」

　震えているダイヤは、とある方向を指さす。




　赤毛の男が立っていた。




「……？」

　見覚えの無い男だ。

　アッシュのような茶髪じゃないし、ルビーの赤毛とも微妙に違う。

　ダイヤ達と同じ制服を着て、警棒を持っている。

　という事は、看守が来たのか？

「あ、アレクさん……」

「は？　アレク？　アレキサンドライトか？」

　俺は耳を疑った。

　よくよく見れば、確かにあの美形ぶりはアレキサンドライトそっくりだ。

　しかし、明らかに髪色が違う。

　アレキサンドライトは緑がかった金髪の筈はず。

　あんな鮮血のような赤毛じゃなかった。




　瞬間、赤毛の男が眼前に現れた。




「……！」

　繰り返しになるが、俺の神しん眼がんは全ての物がスローで見える。

　弾丸だろうが、ダイヤの千せん手じゆ観かん音のんの如ごとき腕だろうが、全てを見切る。

　男は、その俺が眼めを疑うような速度で接近してきて、あろう事か警棒でダイヤの頭を殴ろうとしている。

　咄とつ嗟さに庇かばうが、

「うが！」

　ダイヤの頭を庇った俺の右腕が、嫌な音を立てて折れる。

　俺は左手でダイヤを抱え、跳躍力を念動で強化しながら後方に飛ぶ。

　とりあえず、距離を取るが、あの赤毛の看守の移動速度を考えれば、意味が無いような気がする。

「う……つ……」

　それより、念動で覆われた俺の右腕が、あっさりへし折れるってのはどういう事だ。

　今の看守による攻撃には、念動はまるで使われていなかった。

　いや、それ以前に、移動にも念動は使われてない。

　素の身体能力で、あの移動速度と膂りよ力りよくを発揮できる筈が……、

「ああ、なるほど……」

　そこまで考えた所で、俺は納得した。

　ダイヤの怯おびえきった表情。

　アレキサンドライトに対する、ルビー、サファイヤの態度。

　そして、常日頃、強者としての威圧感が微み塵じんもないアレキサンドライト。

　要するに、あの男は念動力が全く使えないのだ。

　強度、速度、持続、射程、本数の全てがＥランク以下。

　グラフを五角形のグラフにすれば、完全な点になるようなステータス。

　が、それを補ってあまりある身体能力の持ち主。

　ダイヤが万能の天才なら、アレキサンドライトは特化型の鬼才という事。

「ヴァン君……」

　俺に抱きかかえられているダイヤは震えている。

　それに、何な故ぜかアレキサンドライトも全身を痙けい攣れんさせていた。

　俺を警棒で殴ってから、全身を痙攣させたまま動かない。

「なあ、ダイヤ。アイツの髪の色が、緑から赤に変わってるけど、あれには何の意味がある？」

「あ、アレクさんは、監獄都市の上層部から処刑命令を下されると、あの状態になります。赤毛のアレクさんは、自我のない処刑人です……」

　なるほど。

　解かい離り性せい同一性障害による二重人格じゃない。

　第三者による洗脳、人格の矯正ってヤツか。

「な、何を笑ってるんですか……」

　戸惑いながら俺を見ているダイヤを下ろし、俺はアレキサンドライトに話しかける。

「それで？　処刑人モードのアレクさん？　何でダイヤを殺そうとしたんだ？　看守が処刑するのは囚人なんじゃないの？」

「……ヴァン……君……！」

　その時、アレキサンドライトは髪の毛の一部が赤髪から緑髪に変色するという、奇妙な現象を見せた。

　あの緑髪になった面積が、アイツの自我って事かな。

「彼女を……逃がして……！」

「ん？」

「処刑命令が……ナガト……という囚人に対して……出た……！」

　アレキサンドライトは、自分の頭を押さえながら、とぎれとぎれに話している。

「お前今、ダイヤを攻撃したじゃん」

「……ナガトに洗脳された看守も……庇かばう者も……同罪らしい……」

「だったらダイヤはもう元に戻ってるから良いいだろ？　ナガトだけ狙えよ」

「だ、駄目だ……！　今、ルビーとサファイヤも……洗脳されてる……！」

　ああ、なるほど。

　多分ナガトに洗脳された看守を殺しておいた方が良いと判断したんだ。

　圧倒的に強い看守が、囚人に洗脳された、なんて事態は看過できないんだろ。

　ま、元げん凶きようのナガトを叩たたけば良いのに、とは思うが。

「今ナガトを殺しに行けば……あの二人まで殺す事になる……！」

「なあ、今からナガトを捕まえてきて、三人が元に戻ったって証明出来れば良いんじゃないの？」

「は……早く……命令に……逆らえない……！」

　あ、ヤバい。

　アレキサンドライトの髪色が、どんどん赤くなってる。

「ダイヤ」

「え？」

　俺はダイヤに話しかけながら、アレキサンドライトに近付く。

「ナガト捕まえてきて。それからナガトの能力をコピーして、洗脳されてるサファイヤ……それからルビーもか。二人を元に戻してここに来い」

「え？　で、でも……」

「早く。アイツは俺が相手しとくから」

　瞬間、全ての髪が赤く染まったアレキサンドライトが俺に向かって突進してきた。

　正確には、俺の背後にいるダイヤに向かって直進し、その進路上にいる俺に向かって来たんだ。

「よ……」

　俺は突進してきたアレキサンドライトの身体からだに触れ、運動エネルギーを受け流す。

　合気道の要領で、相手の力を利用しながら、アレキサンドライトの突進攻撃の方向を変えてやる。

　自分の力を受け流されたアレキサンドライトは、異様な勢いで吹き飛んで行き、建物に頭から突っ込んでいった。

　とりあえず、折れた右腕は念動を纏まとってギブスのように補強しておく。

　しかし、利き腕が使えないと百ひやつ歩ぽ神しん拳けん使えないんだよなあ。

　こんな時の為ために左手でも使えるようになっとけばよかったけど、アレって覚えるだけで五年かかった技だしなあ。

「……あ？　何してんの？　早く行けよ」

　俺は背後で茫ぼう然ぜんとしているダイヤを見て、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「あ、貴方あなた……一体何者ですか？」

　ダイヤがそう言った瞬間、再び猛烈な勢いでアレクが突進してくるので、俺は大声で返事する。

「只ただの覗のぞき魔だよ！」

　アレキサンドライトを迎え撃ちながら、

「早くいけ！　ナガトを捕まえて来い！」

　ダイヤに対して必死に指示すると、

「……！　はい！」

　ダイヤは踵きびすを返してナガトの後を追う。

　今のアイツには神しん眼がんがある。

　ナガトを探し出し、洗脳されているサファイヤとルビーを何とかする事もできるだろ。

　俺の見立てでは、素養はダイヤのほうが上だが、現状、三人の女看守の戦闘力は同等。

　もし、逃げ出したナガトが既に洗脳しているルビー、サファイヤと合流していれば厄介な事になるが、そこは何とかしてほしい。

　今の俺は、

「うおおおおおおおおおおお！」

　目の前にいる最強の看守を相手にするので精いっぱいだ。

　殴り合う。真正面から殴り合う。

　全身を念動で覆い、移動速度を強化した俺は、素の身体能力のみで襲いかかってくるアレキサンドライトと殴り合う。

　元から人間離れしている身体能力に、速度に関しては並はずれている念動を上乗せし、ダイヤの念動すら回避し続けた俺のスピードを、

「……シャアアアアアアアアアアア！」

　アレキサンドライトは当然のように凌りよう駕がする。

　常軌を逸した身体能力で、音速などはとうに超え、時速に換算すれば冗談みたいな速度で警棒を振り回すアレキサンドライトは、周囲に異様な爆音を響かせ、衝撃波をまき散らしている。

　先ほどのダイヤによる攻撃も嵐のようだったが、コイツはそれを圧倒的に凌駕している。

　俺は自分より速く移動できる相手に初めて会ったが、それでも対処出来ているのは神しん眼がんのお陰だ。

　何とか相手の動きを眼めで追えるので、攻撃を早めに避よけ、行動を予測して反撃する、という形で戦いを成立させている。

　しかし、

「……っつ！　ぐう！」

　ヤバい。想定したよりヤバい相手だ。

　まず、攻撃が全く通用しない。

　単に身体能力が高いだけじゃない。

　コイツの身体からだは、異様に頑丈だ。

　念動を纏まとった拳や蹴りを何発も打ち込むが、鋼はがねの塊かたまりを殴ったような感触がする。

　これは、自分の高すぎる身体能力で自壊しない為ためだろう。

　強く、早く、硬い肉体を駆使して、真正面から小細工無しに真まっ向こう勝負。

　搦からめ手てや特殊能力の類たぐいは一切使用しない。

　故ゆえに付け入る隙がない。

　トリックが無い所せ為いで、弱点がない。

　理屈や理論を無視して、ただ単純に『強い』。

　さっきも思ったが、ダイヤのように無数の能力を扱えるが故の強さじゃない。

　たった一つの事を極めたが故に到達した強さだ。

「く……ふ……！」

　笑えてくる。

　そんなダイヤと、アレキサンドライトを相手に連戦。

　ここまで災難に遭あうと笑うしかない。

「ギアアアアアアアアアアアアアア！」

　赤く染まった髪を振り乱し、獣のような絶叫を響かせるアレキサンドライトは、まるで狂戦士のようだ。

　その圧力。まさに鬼気迫るものだ。

　なら、俺も使うか。切り札を。

「神かみ憑がかり……！」

　俺は、全身に纏まとう念動を、限界まで力ませ、引き締める。

　すると、俺の身体からだがギシギシと音を鳴らし、青く発光する。

　瞬間、先ほどまでとは次元違いの速度で俺は移動した。

「……ギ！」

　アレキサンドライトを超高速の拳打で吹き飛ばし、吹き飛んだ場所まで先回りし、そこからさらに蹴り飛ばす。殴り飛ばす。投げ飛ばす。

「ずあああああああああああ！」

　絶叫し、相手を滅めつ多た打ちにする。

　全身の、ありとあらゆる個か所しよを使い、アレキサンドライトを滅多打ちにする。

　ひじ打ち。裏拳、正拳。踵かかと落とし、蹴りあげ、その他もろもろ何でもござれ。

　ありとあらゆる技を駆使し、反撃の隙を与えない。

　いや、相手は俺が何をしているのかも解わからない。

　今の俺は、百ひやつ歩ぽ神しん拳けんの速度で移動している。

　百歩神拳は離れた相手に攻撃する為ための技。

　神憑りは、接近戦用の技だ。

　この技も、理屈は単純。

　超速く動けるようになる。それだけだ。

　そして、そんな技にリスクが無い訳もなく。

「う……ぐ……！」

　全身の筋線維が千ち切ぎれていく。

　全身の骨にヒビが入る。

　毛細血管が破裂し、内臓にも損傷が出る。

　ついでに脳にも負担がかかるから、視界がぼやけてくる。

　要するに、使ってると身体に目め茶ちや苦く茶ちや悪いんだよ。

「……はあ……はあ……はあ……」

　筋線維や骨が壊れて行くのに、身体を動かせるのは、全身を念動で動かすからだ。

　意志が途切れなければ、念動は限界をいくらでも超えられる。

「だあああああああああああああああ！」

　だから超える。

　いくらでも限界を超えて、俺は何ど処こまでも加速する！

「……え？」

　そう思っていたら、俺の念動が消えた。

　全身を動かしていた念動が消えてしまう。

「な？」

　時間切れだ……！

　俺は所詮、速度特化型。

　長時間戦う事は出来ない。

　神かみ憑がかりが解除された途端、全身に激痛が走る。

「……」

　俺はその時、普通に悟った。




　あ、コレは死んだと。




　アレキサンドライトは猛然と俺に対して警棒を振り下ろす。

　全身に負荷をかけ続けていた俺は立つ事も出来ないし、当然回避なんか無理だ。

　念動無しでこんな攻撃が直撃すれば即死する。

　俺が助かる方法は二つだけ。

　今すぐ俺が自分の限界を超えた力に覚醒して奇跡の大逆転。

　ナガトを捕まえにいったダイヤが戻ってきて万事解決。

　そのどちらも起きなければ、俺はこのまま頭をカチ割られて死ぬ。

「……！」

　なまじ、神しん眼がんで動体視力が高いままだから、アレキサンドライトの攻撃が見える。

　避よける事が出来ない状況では怖いだけだ。

　骨折や肉離れが起きている全身は当然のように倒れていき、都合よくダイヤが現れる事もない。

　このまま死ぬか、と半ば諦めると、

「ヴァン！」

　アレキサンドライトの背後から、巨人のような腕が現れる。

　赤く、巨大な腕が突然現れ、アレキサンドライトの身体からだを背後から鷲わし掴づかみにする。

「アッシュ？」

　ダイヤに吹っ飛ばされてたアッシュが起き上がり、俺を助けようとしている。

　ここだ。

　今この瞬間が唯一にして最大の好機。

　強度特化型のアッシュの念動は、捕まえてしまえば勝ちが確定する程強い。

　握力に関して、アッシュは看守達すら凌りよう駕がする。

　アレキサンドライトは拘束から逃れようとするが、動けなくなっている。

　それは数秒に過ぎない硬直だが、その数秒あれば十分。

　折れた右腕ではなく、辛かろうじて無事な左手を、

「百ひやつ歩ぽ神しん拳けん……」

　動けなくなっているアレキサンドライトの顔面にかざし、

「零ぜろ式しき！」

　ゼロ距離から、百歩神拳を連打する。

　ズガガガガガガガ！　と、我ながらゾッとする打撃音が周囲に響く。

　神しん拳けんは伸縮自在の腕を使用した遠距離攻撃。

　当然、伸びる速度だけでなく、縮む速度も神速。

　神速で、伸縮を繰り返せば神拳はマシンガンのように連打出来る。

　連打する時、四方八方に乱射する時は百式だが、同一の相手に当てるのは零式。

　パイルバンカーを人の顔面に向けて乱射するような、おぞましい行為。

　しかし、やらなければ俺が死ぬ。ダイヤもルビーもサファイヤも死ぬ。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、俺は現状、最強の技を容赦なくブチ込み続ける。

　利き腕ではない方を使用している為ため、左手が嫌な音を立てながら砕ける。

　本来、右腕でしか使用できない技を、無む理り矢や理り左腕で使用した所せ為いだ。

「う……ぐ……！」

　異能を使用出来る持続時間の限界を超え、尚なおも酷使している所為で頭痛がする。

　やがて、左手から発していた念動が消え、神しん眼がんも解除される。

　全身全霊をかけた。最後の攻撃。

「……ちくしょう……！」

　にも拘かかわらず、アレキサンドライトは無傷。

　左手で無理矢理使用した神拳では、破壊力が半減していたらしい。

「な……！」

　アッシュにも衝撃が走る。

　微み塵じんも傷を負っていない、美しい相そう貌ぼう。

　アレキサンドライトは、自分の身体からだを鷲わし掴づかみにしている赤い腕を、力ずくで引きちぎる。

　アッシュは再び赤い腕を形成し、アレキサンドライトを捕まえようとするが、一瞬で間合いを詰められ、警棒で腹部を薙なぎ払はらわれる。

「ズ！」

　冗談のような勢いで身体をくの字に曲げ、アッシュは吹き飛ぶ。

　アッシュを吹き飛ばしたアレキサンドライトは、俺に止とどめを刺そうと向き直る。

「ひゃ……百ひやつ歩ぽ神しん拳けん！」

　その時、白い閃せん光こうがアレキサンドライトを襲う。

「え？」

　俺の撃った神しん拳けんじゃない。

　俺が使用する青い閃光ではなく、白い閃光がアレキサンドライトを直撃する。

　それも、一発や二発じゃない。

　数十、数百の白い神拳が、四方八方から同時にアレキサンドライトに向かって殺到する。

「ダイヤ……！」

　撃っているのは、ダイヤだ。

　監獄都市の外壁付近から、背中から生える白い翼を使用して百歩神拳を撃っている。

「おいおい……！」

　五キロは離れているぞ。

　俺の十倍以上の射程だ。

　しかも、数十本の腕を同時に使用して。

　一本当たりの腕も俺より強い力で。

　これが、オールＡ評価の念動力か。




　元から使用出来たのか、または俺の神拳を見ただけで覚えたのかは解わからないが、どちらにしろ規格外の力だ。

　俺は神拳を乱射しているダイヤを千里眼で観察してみるが、ナガトがダイヤに拘束されてぐったりとしている。

　それに、凄すさまじい走力でこちらに接近してくるルビーとサファイヤの姿も確認出来た。

「……ダイヤ……終わったのか……」

　どうやら、ナガトを拘束する事と、ルビー、サファイヤを元に戻す事には成功したようだ。

　コレで三人に対する処刑が取り下げられるのか、そして俺がどうなるのかは成り行き次第だけど。

　なんて考えていると、全身が燃えさかっているルビーと、帯電しているサファイヤが俺の近くに来た。

　何な故ぜか、二人は俺を庇かばうような位置取りで、アレキサンドライトを見つめる。

「囚人に対して不覚をとり、面目次第もありませんわ。しかし、囚人を拘束し、事態を収拾する事に成功しました。どうか我々三人に対する処刑を取り下げてください」

　矢や継つぎ早ばやに、サファイヤは状況説明をしている。

　懇願する形にはなっているが、全身は尚なおもバチバチと帯電させたままだ。

「カルニフェクス。一度に三人の看守を失うのは痛手だろ？　処刑を取り下げないなら三人がかりで抵抗させてもらう」

　ルビーに至っては、火球を出しながら臨戦態勢をとっている。

　アレキサンドライトは、しばらく沈黙していたが、

「なるほど。それは確かに道理だ」

　なんて事を呟つぶやいている。

「……？」

　赤髪になっているアレキサンドライトは、正気も理性も失っているように見えたけど、実際は完全に別人という事か？

　というか、カルニフェクス？

　確か、処刑人って意味だけど……。

「よろしい。今後こんな事が起きないように注意してほしい」

　そう言った途端、アレキサンドライトの髪が、赤から緑に変色していく。

　すると、

「がはっ！」

　アレキサンドライトは顔をしかめ、前のめりに倒れてしまう。

　サファイヤは慌ててアレキサンドライトに駆け寄る。

「……！　この方がダメージを受けているなんて……！」

「マジか？　そいつの身体からだにガタがきてたから要求を飲んだって事かよ……」

　ルビーは俺に対して、化物を見るような目を向けてくる。

「……アッシュ……」

　とりあえず、俺は吹き飛ばされたアッシュの様子を確認する。

　命拾い出来たのも、ナガトの洗脳に気付けたのもアイツのおかげだ。

　重傷みたいだし、早く助けないと。

「……え？」

　俺は、吹き飛ばされ、ピクリとも動かなくなっているアッシュに近付いていくが、間近に近寄る前に気付いてしまう。

　呼吸が止まっている事も、身体が明後日あさつての方向を向いているのも、夥おびただしい量の出血をしている事も。

「アッシュ！」

　俺は全身の痛みを忘れ、アッシュに駆け寄る。

　目の前に近寄った時には、両りよう眼めから涙が溢あふれていた。

　死んでる。

　アッシュは死んでいた。

「……！」

　膝から崩れ落ちる、なんて事態を、俺は初めて経験した。

　なんて事だ。

　看守の事も、囚人の事も、自分の事も全く信用出来ない状況下だった。

　自分の過去を見つめてみれば、解わかった事は何も信用してはいけないという事だけ。

　俺は、自分の親にも仲間にも裏切られた男だ。

　単なる巡り合わせでしかないけど、皆みんなが俺を裏切り、殺そうとした。

　それは、法律とか国家権力。世界も含めてだ。

　なのに、よりによって、絶対に俺を裏切らないヤツを失ってしまった。

「ヴァン……君……」

　いつの間にか、俺の近くに来ていたダイヤは、何か言いたそうにしていたが、結局何も言う事は無かった。








終章　　　　本物




「……何でこういう事になったんだと思う？」

　天井のシミの数をベッドの上で数えていた俺は、隣のベッドにいる男に声をかける。

「知るか。お前の場合は自業自得だろうが」

「何でだよ？　俺が何したって言うんだよ？」

「お前の所せ為いで俺は四回も死んだんだぞ？」

「死んだって……死んでないじゃん」

　隣のベッドにいたのはアッシュだった。

　アレキサンドライトに殺されたアッシュは、普通に生きていた。

　何で生きていたのか解らないような重傷だったのに、翌日になったら生き返ったのだ。

　死んでなかっただけだと思っていたが、実際に死亡確認をしたダイヤが悲鳴を上げるくらいの生き返りっぷりだったらしい。

　なにせ死体安置所から起きあがってきたから。

「アッシュ君って治癒能力保持者なんだよ。だから私のテレパスで記憶を改かい竄ざんしても元に戻っちゃうんだろうね。ナノマシンを投与されても記憶が消えないのもそれが原因」

　反対側のベッドで寝ていたナガトが、普通に話しかけてくるが、俺は無視した。

　今さらどういうつもりで話しかけてくるのか理解出来ないが、理解したくもない。

　何で三人揃そろって同じ病室に入れられたのか、全くワケが解わからない。

　ただ、すぐに全快したアッシュと違い、俺とナガトは普通に重傷だった。

　俺は無む茶ちやがたたって骨折と肉離れと靱じん帯たい損傷が全身に及んでいたし、ダイヤと戦ったナガトは普通にボコボコにされたようだ。

「ヴァン君。あのダイヤって看守さあ、怖い女だよ。テレパスで心を読めるのが裏目に出ちゃってさあ」

　ナガトは俺に無視されているにも拘かかわらず、話しかけ続ける。

　他人の思考を読めるコイツに対して、沈黙はさして意味の無い行為かもしれないが。

「あの女の頭の中、目め茶ちや苦く茶ちやおっかなかったよ。『投降しないなら殺そう』としか考えてないんだよ。私がちょっとでも抵抗したら速攻で殺す気満々だったから、無抵抗でいたんだけど、躊ちゆう躇ちよ無く両足折ったんだよ？　どうかしてると思わない？」

　ナガトは、自分の両足のギブスを指さしながら文句を言っている。

「ふん。その程度で済んで良かったな。俺はあのダイヤに一回は撲殺されたんだ。その前には焼死と感電死もしたし、あの男の看守にも殴り殺された」

「だからアッシュは死んでないだろ？　傷はすぐに治るんだから良いいじゃないか。俺もそんな治癒力欲しいよ」

「他ひ人と事ごとだと思って好き放題いうなバカ。痛覚はあるんだぞ？　普通なら一回で済む死の痛みを何回も味わってみろ。死んだ方がマシだ」

「何やっても死なないなら不死身だろ？　良いじゃん痛みくらい」

「不死身なわけあるか！　即死したら終わりだし、治癒能力が使える回数にも限度があるんだぞ？　攻撃を長時間食らい続けていたらアウトだった」

　俺とアッシュ、そしてナガトは、ここ数日、同じ病室にいたので愚痴を言い合う事しか出来なかった。

　アッシュの場合、治癒能力によって全快していたので、退院出来る筈はずだったが、何な故ぜか医療施設から出る事が許されないらしい。

　だからアッシュだけは、時々病院の施設内をうろつき、新聞や雑誌を読んだり、身体からだを動かしたりしている。

「……俺達、これからどうなるんだろ？」

「さあな。処刑する気なら、治療する必要もないと思うが」

「甘いなあ。重症になった被疑者も治療してから処刑するのが法律ってヤツだよ。私達が全員元気になったとたんに処刑されたっておかしくないよ」

　ナガトはニヤニヤと笑いながら、アッシュを指さす。

「アッシュ君は死んでも生き返るから、何回も処刑されたりしてね？　どんな方法だったら死ぬのか色々試されるんじゃないの？　それか、新薬の実験台に使うとか？　色々楽しみが増えたねえ？」

「何が楽しみだ変質者め。この中で一番処刑される可能性が高いのはお前だからな。何せ看守にまで手を出したんだ」

「そうなったらそうなったで、色々楽しむよ。本気で周りの連中全員を洗脳して、何ど処こまで抵抗できるか試すのも悪くないしね」

　アッシュの方は、ナガトに思う所が無いのか、普通に会話に応じていた。

　ナガトも、唯一自分が洗脳出来ないアッシュとの会話を楽しんでいるようだ。

「ちょっと待て女。お前の能力で、あの男の看守を洗脳すれば良いいんじゃないのか？　そうすればダイヤとかいう女から逃げる事も出来た筈はずだ」

「ああ、それ無理だった。試したんだけどさ、あのアレキサンドライトって男、テレパスが効かないんだよ」

「何な故ぜだ？　俺と同じような能力を持っているのか？」

「そうかもしれないけど、たぶん違う。既に第三者に洗脳されているから、私の洗脳で上書きできないんだよ。やってるヤツが私以上の力を持ってるんじゃない？」

「……やれやれだ。看守の上にいる連中も化物揃ぞろいらしいな」

「そうだねえ。前途多難だよ。私達で力を合わせないとね」

「誰が合わせるか！　お前とは関わりたくないからな！」

　俺の両隣のベッドで寝ているアッシュとナガトは、ワイワイと会話を続ける。

「……」

　ナガトの提案に乗るつもりはないが、神しん眼がん、治癒、テレパスの力を持つ三人で協力すれば、大概の事は出来るかもしれない。

　それこそ、脱獄すら。

　しかし、それは看守達も解わかっている筈だ。

　だからこそ、あえて三人を集めて監視するつもりなのかもしれない。

　もしくは、全員纏まとめて殺すつもりか。

「……うわ……あの女が来てる……」

　唐突に、ナガトは表情を曇らせながら、何か呟つぶやいている。

「ヴァン君、アッシュ君。ダイヤって名前の看守が病院に入ったよ。今、この病室に近付いてる」

　すげえなコイツのテレパス。

　索敵なら神眼以上なんじゃないか。




「……どうもお久しぶりです」

　ナガトの言う通り、しばらく経たってからダイヤが俺達のいる病室に入ってきた。

「ヴァン君。貴方あなたは透視能力によってここが監獄であると把握していました。アッシュ君。貴方は治癒能力でナノマシンを無効化し、記憶の消去が行われていなかった。ナガトさん。貴方はテレパスを利用し、看守の記憶から都市の機密事項を全て把握している疑惑があります」

　とうとう、俺の能力も他の看守にバレたか。

　ダイヤは俺の透視能力が周知される事を防ごうとしてたけど。

「貴方あなた達の記憶を再び消す、もしくは処分する事も検討されましたが、どれも有効とは言い難がたい、と私は提案し、それが受け入れられました」

「俺達はこれからどうなる？」

「これからは私が貴方達三人を常に監視し、行動を共にする事になります」

　ダイヤの言葉に、俺達三人は何の反応も示さない。

　正直、処刑以外ならどうでも良いい、というのが俺達の共通認識だ。

「そこで提案なのですが、司法取引の一環で私の仕事を手伝って頂けないでしょうか？」

「仕事？」

　俺が返事をすると、ダイヤは軽く頷うなずく。

「通常の看守は決まったプラント内で、刑務作業に励む囚人を監視しています。私の仕事は、監獄都市の治安維持。都市内で犯罪行為に及ぶ囚人、もしくは、犯罪行為に及ぶ可能性のある囚人の監視、拘束、そして事件そのものを解決する事」

　そうか。

　サファイヤは上下水道、ルビーはゴミ処理のプラントにいると聞いたが、何でダイヤだけ自由に都市内を移動したり、俺と行動を共にしていたのか不思議だったが。

　コイツは特別に優秀だと見なされて、特別な任務を与えられていたんだ。

「私の仕事を手伝っていただければ、司法取引として貴方達の減刑、刑期の短縮が期待出来ます。当然、報酬も払います」

「……」

　減刑か。悪い話じゃない。

　今は一刻も早く、監獄都市の外に出たかったんだ。

　俺に神しん眼がんをくれた久く遠おんに会わなければならない。

　人類滅亡は、具体的に何い時つ、何な故ぜ、起きるのか。

　そして、ダイヤに神眼をコピーさせた今の状況は、本当に未来を変えるのか。

　それを久遠に会って確認したい。

　本来なら、久遠はもっと詳しい話を俺に伝えてくれたのかもしれないが、今の俺では過去の記憶を断片的にしか思い出せない。

「……俺は手伝う……」

　とりあえず、ダイヤの提案に乗っておいた。

　現状、コレが一番確実な方法だろう。

　ダイヤの仕事を手伝いながら、脱獄するチャンスもあるかもしれないしな。

「私も手伝うよ」

　その時、ナガトが手を上げてダイヤの提案に乗った。

　俺とアッシュが意外そうにしていると、

「ナガトさん。妙に素直ですね。何を企たくらんでいるのですか？」

　ダイヤも同じ事を思ったのか、疑いの眼めを向けている。

「私の場合は断れば殺すって考えてるじゃん！　解わかるんだよ！」

「そうですか。念の為ために言っておきますが、私の指示以外でテレパスによる記憶改かい竄ざんを行えば、貴方あなたはすぐに処分します」

「はいはい。了解ですよボス」

　ナガトは不機嫌そうに目を背け、シーツを頭から被かぶる。

「俺も了解した。悪い話ではなさそうだ」

　アッシュはあっさりとダイヤの提案に乗っていたが、不ふ貞て寝ねしていたナガトがボソリと呟つぶやく。

「アッシュ君。その看守、アッシュ君の事は用済みになれば消す気だよ」

「何!?　何な故ぜだ！」

「ヴァン君と仲良くしてるのが目ざわりなんだって」

「……どいつもこいつも……」

　ダイヤはアッシュとナガトの会話を聞いて、

「ヴァン君と二人だけで話したい事があります。申し訳ありませんが、お二人は病室から出て行ってください」

　なんて事を言う。

「ちょっと勘弁してよ！　私両足骨折してるんですけど！」

「……」

　ダイヤは、ナガトに視線だけを向ける。

「……うう……解ったよ！　解りましたよ！」

　ダイヤは何も言っていないが、多分頭の中だけで恫どう喝かつしたんだろうな。

「ねえアッシュ君～。お姫様抱っこして～」

　ナガトはアッシュに甘えているが、

「……」

　アッシュは無言で病室から出て行った。

「もう！」

　ナガトも、骨折し、ギブスを付けた両足を使って普通に歩き、病室から出て行った。というか、歩けるんかい。

　二人が病室を出て行ってしばらくすると、ダイヤが俺の寝ているベッドに近づいてくる。

「ヴァン君」

「な、なんだよ？」

「この眼は一体何です？」

　ダイヤは神しん眼がんを発動して見せながら、俺に質問してくる。

「只ただの透視ではありませんね？　この能力をコピーしてから、妙なビジョンが勝手に見えます。貴方あなたの本当の能力は一体何ですか？」

　ビジョン……多分、俺のような過か去こ視しか、久く遠おんのような未来視だ。

　ダイヤは神しん眼がんを確実に使いこなしつつある。

「どんなビジョンを見た？」

「え？　それは……その……プライベートに関する事ですので……」

　何な故ぜか、ダイヤはモジモジとしながら答えに窮している。

　しかし、仮にダイヤが久遠の言う所の救世主だと仮定すれば、コイツの見るビジョンは極めて重要な筈はずだ。

　ひょっとして、久遠と同じように未来視を使えるのかも。

「なあ、ダイヤ。俺の能力は神眼っていうんだ」

「神眼……？」

「俺は全く使いこなせないけど、場合によっては未来予知も出来る」

「え!?」

　その時、何故かダイヤはかつてない程に狼ろう狽ばいしていた。

「じゃ、じゃあアレは未来で実際に起きる光景……」

「かもしれない。過去のビジョンって事も有あり得うるけど」

「それは……違うと思います。ビジョンに出てきた私は、今より背も髪も伸びていました」

「そうか。じゃあ未来視で間違いない」

　という事は、やはり未来の出来事を知れるって事だ。

　久遠の言う人類滅亡を回避する手掛かりを得られるかも。

「で？　結局どんなビジョンだったんだよ？」

「ど、どんなと言われても……何と言いますか……」

　ダイヤは体をクネクネさせ、両手で顔を覆っている。

　さっきからコイツ、ずっと変だな？

　よっぽどヤバい未来を予知したのか？

　そう言えば、久遠が見たという滅びの未来も具体的には知らないしな。

「どんなビジョンだったんだよ？　ヤバい未来なのか？」

「べ、別にヤバくはないですけど……私とヴァン君が……」

「お前と俺が？」

「一生……一緒……」

「はあ!?」

　俺とダイヤが一生一緒？

　囚人と看守が一生一緒？

　それはつまり……。

「広い庭付き一軒家で……」
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「終身刑って事かよ！　冗談じゃねえぞ！」

「……え？」

「お前の仕事を手伝えば減刑されるって話は何ど処こに行ったんだよ？　一生刑務所なんて冗談じゃねえよ！」

　ヤバい、ヤバすぎる。

　久く遠おんが言っていた救世主がダイヤだとして、俺の目的は全て達成された、もう安心だ。

　なんて考える気にはなれない。

　違ってたら人類滅亡。

　というか、考えたくもないが、ダイヤに神しん眼がんをコピーさせた事で状況が悪化している可能性もあるんだ。

　やっぱり、ここは脱獄してでも監獄都市の外に出て、久遠に確認しに行くしかないぞ。

「……嫌なんですか？」

「そりゃ嫌だろ！　常識で考えろよ！」

「……」

　その時、ダイヤは無表情に戻っていた。

　モジモジ、クネクネしなくなり、何い時つも通りの、俺をゴミのように見下す表情になる。

「そんなに嫌なら未来を変えるように行動すれば良いいでしょ。場合によっては処刑されますよ？」

「余計嫌だろ！」

「私は貴方あなたを絶対に逃がしません。一生監視します」

「何で!?」

　コイツが本気で監視したら、脱獄なんか出来る訳ないぞ。

　俺にはダイヤの考えがまるで解わからない。

　解る事は一つだけ。

　俺という囚人と、宝石のような看守。

　二人の縁はそう簡単に切れない事だけだ。





　　　＊






　あ～マジでウザいわ～。

　俺ツエーなヤツと純情少女のラブコメとかマジで誰得だっての。

　私は作り話の主人公が無双したり女にモテモテになってる所に感情移入する趣味は無いんだよねえ。

　何で赤の他人に感情移入して一喜一憂出来るんだよ。バカじゃないの。

　主人公がモテモテになろうが自分には関係ねえだろうがっての。

　とりあえずヴァンとダイヤを破局させるのはやめておくけどね。

　あのダイヤとかいう女はマジでヤバい。

　半端な行動は即座に潰されるし、ヴァンやアッシュと違って私を殺す事に躊ちゆう躇ちよはなさそうだ。

　それで？　ヴァンとアッシュが仲良く友情をはぐくんだり、ヴァンとダイヤがラブコメする所を近くで見て、私にも絆ほだされろっての？

　誰がするか。死ねよ。誰も彼も。

「ねえアッシュ君」

　私は病院の待合室にあるソファーで新聞を読んでるアッシュに声をかけた。

　このクソ野郎は、目の前にいる私を完全放置してやがる。

「これから一緒に仕事するけど、よろしくね？」

「……俺はお前を信用するつもりはない」

「え？」

「お前は醜悪な人間だ。いくら行動を共にしても、俺がお前を信用する日は来ないと解る」

　なるほどね。

　確かにその通りだよ。

　そして、偽りの情報ではコイツとヴァンの仲を裂く事は出来なかった。

　それは認めよう。なら、真実で引き裂くだけの事。

「アッシュ君にとっては好都合な状況になったね？」

「どういう意味だ？」

「アッシュ君は家族を殺した仇かたきを探して監獄都市に来たんでしょ？」

「……」

　アッシュは私を強く睨にらみつけてくる。

　他人の事情に踏み込むな、とか考えてるみたい。

　けど、踏み込む事が私の趣味なんでね。

　後は、土足で上がり込むのも好き。日本家屋に。

「ダイヤって看守の仕事は、監獄都市の全域にわたってる。だから家族の仇も見つかるかも、とか思ってるでしょ？」

「それがどうした」

「探さなくても、案外近くにいたりしてね？」

「何？」

　そら、食いついた。

「アッシュ君の家族は、人間の手とは思えないような力で撲殺されてたんだって？　明らかに念動を使った犯行。それも普通の殺し方じゃない」

「……」

「何重にも張り巡らされたセキュリティーを突破して、腕利きのボディーガードが何人も近くにいたのに、皆殺しにされた上に、犯人がいたという形跡もない」

「何が言いたい？」

「ヴァン君の使ってる、あの『百ひやつ歩ぽ神しん拳けん』とかいうダサイ技名、どう思う？」

「……」

　急に話題を逸そらした私に対して、アッシュはイラついている。

「実はあの技を使う暗殺集団がいたんだってさ。徒と手しゆ空くう拳けんで対象を確実に抹殺する。何も武器を使わない素す手でによる暗殺拳は、簡単に要人警護を突破する為ための技術なんだって」

「……」

　当然の話だ。

　刀剣、銃器に一切頼らずに、あらゆる場所に侵入し、対象を殺害する手段があるのなら、そいつは神出鬼没の暗殺者になれる。

「話は解わかった」

「え？」

「俺の家族を殺したヤツがヴァンだというつもりだろ？」

「……そこまでは言わない」

　言おうと思ったけど、先に言われちゃったな。

「やはりお前は信用ならん。何をいうのも勝手だが、俺はお前からの情報は一切信じない」

「それでも、アッシュ君の家族を殺したヤツの手口と、ヴァン君の所属してた暗殺部隊の手口が一致してるのは確かだよ。それはアッシュ君が一番よく解ってるでしょ？」

「……」

「私にも、犯人なんかわからない。それは認める。ヴァン君じゃないと思うよ。でもね？」

　私は踏み込む。

　他人の心に。

「それでも、許して良いいのかな？　自分の家族を殺した組織の一員を？」

　そして起こすのだ。

　静かな湖畔に波風ってヤツを。






あとがき






　ご無ぶ沙さ汰たしております。もしくは初めまして。藤ふじ川かわ恵けい蔵ぞうです。

　本作を執筆するに至ったのは、単純に主人公が囚人でヒロインが看守の物語に挑戦してみたかったからです。

　当初の予定では主人公のヴァンが看守ヒロイン達に手を替え品を替え、過酷な刑務作業を押しつけられたり、逆らった時に虐待を受けてヒイヒイ言う筈はずでした。

　しかし、幸いにして酷ひどい目に会うのはヴァンではなく親友のアッシュに変わりました。良かった良かった。（何が良かったんだ）

　実を言いますと、僕は物語に登場する親友キャラという存在が大好きでして、場合によっては主人公より親友キャラの方が好きになる時もありました。

　ヒロインに愛される事もなく、主人公より活躍する事もなく、他の登場人物の出番を減らさない為ために自ら黒子に徹する存在。

　そんな親友キャラ達に対するリスペクトを込めて誕生したのが本作のアッシュでしたが、如何いかがだったでしょう？




　最近、何気に一番驚いた事は、『百ひやつ歩ぽ神しん拳けん』という技名が実在する事を知った時です。

　ビックリし過ぎて主人公の技名に採用しちゃいました。

　こんな技使える訳ないだろ……ではなく、使える人が昔いたのかも！　と思える想像力を大事にしたい。




　今回、イラストを担当してくださったのは[image: ]し乃のさん。

　女性陣は可愛かわいいし、男性陣はカッコいいし、念動のエフェクトも最高でした。感謝です。

　キャラデザに関しては何の憂いも無かったのですが、念動は絵的に表現するの難しいだろうなあ、なんて絵心のないヤツが心配しておりましたが、杞憂でした。




　本作では本当に担当編集にはお世話になりました。

　プロット、原稿の段階から暴れ馬のように暴走する筆を何度も軌道修正していただいて。

　これからもよろしくお願いします。




　そして何より本作を手にとってくださった読者の皆様。

　読む人がいなければ書籍は存在出来ません。心から感謝します。

　少しでも楽しんでもらえれば幸いです。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『神と天使』





　俺は社員寮の自室でダイヤと二人きりになった時、以前から疑問に思った事を聞いてみたくなった。

「ダイヤって念動を手足の先端からじゃなくて、背中から生やしてるよな？　なんか天使の羽みたいな形にして。アレって何か意味があるのか？」

　そう。ダイヤは念動力を使用する際、背中から念動の腕を生やしているのだ。

　俺とアッシュは腕。ナガトは足から出す時が多いが、どんな異能者にとっても、念動は手足の末端から伸ばす方が楽なのだ。

　それは手足を伸ばすという感覚的な問題だけど、イメージの具現化である念動ではその感覚が重要だ。

　にも拘わらず、ダイヤは背中から生やしている。

「私達看守は念動の扱いを習得する際、二種類の型を習います。その中で、私が得意だった型が天使の型だっただけです」

「あ、アレってやっぱり天使がモチーフなんだ……」

　何となく、ダイヤが天使をモチーフにした型を真顔で使用している事に笑いがこみあげてくるが、俺は我慢した。

「もう一つの型は？　ひょっとして悪魔？」

「元々はそう呼ばれていたそうですが、あまり良い名前ではないので巨人の型と名前を変えられました」

「悪魔が駄目で巨人は良いという基準が解らないな……」

「ちなみに、私以外の看守は殆ど巨人の型を使ってますよ。もちろんアレクさんは例外ですが」

「ルビーとサファイヤも巨人なんだ？」

「ええ。あの二人は本気を出すと『炎の巨人』、『雷の巨人』と化して戦いますよ。監獄都市の中で使用すると都市が壊れるので禁止されてますが」

「怖っ！」

「巨人の型は念動で巨大な鎧を形成して、内部に入り込む攻防一体の型です。習得が簡単な割に弱点がないので使用者が多いんです。まあ、念動の平均能力が高い人にしか使えませんが」

「何でダイヤは天使の型を使ってるの？　何か利点があるとか？」

「天使の型は習得が難しい割に巨人の型より勝ってる部分があまりないです」

「え？　じゃあどうして……」

「巨人より天使の方が可愛いでしょ？」

「……」

　そんな事で自分の戦い方を決めるんかい。

　戦略的な要素より嗜好を優先するとは。

「ヴァン君。今何か失礼な事を考えていますね？」

「いや、別に……」

「私が天使を好んでいる事を馬鹿にしているようですが、ヴァン君にその資格がありますかね？」

「どういう意味だよ？」

　ダイヤは俺をじっと見つめると、

「神眼、百歩神拳、神憑り……」

「うっ！」

　無表情に、俺の技名、能力名を呟く。

「神、神、神ですか。ご大層な名前ですね？　少なくとも私達は恐れ多くて神と名のつく技名を使ったりできません」

　俺は返す言葉も無く、ただ苦笑するしかなかった。


















さあ、脱獄を始めましょう
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